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労務理論学会 r研究年報』 第 6 号 の刊行 に あた っ て

　 労務理論学会第 6 回大会は、 1996 年 5 月 25 日 （土） と 26 日 （日） の 2 日間にわ

た5 て 関西学院大学にお い て 開催さ れた。

　 今回の 統
一

論題は 「日本的経営の 変貌と 人事 ・労務管理」 で あっ た 。 か つ て 、長期安定

的雇用 ・
年功賃金 ・企業内組合 に象徴 され る 日本的経営 は内外か ら注 目を浴び、一

時期手

放 しの 賛美論すら唱えられたほ どで ある。そ の 後、 日本的経営の 反省期に入 ると ともに、

そ の限界が指摘 され 、脱 日本的経営の議論も巻き起 こ っ た 。 バ ブル経済の 崩壊と不 況の深

刻化 の なかで 、 リス トラとい う美名の もとでの 解雇 ・出向 ・配置転換 が一
般化する

一
方 で

，高齢化 と女性の 職場進出、さ らに は若者の 職業意識の 変化 も急速に 進みつ つ あ る 。 かか

る労働 市場 をめ ぐる変化 を反 映 して 、従来 まで の集 団主義的 管理 に代わ っ て 、よ り柔軟で

多様な ， い わ ゆる複線型の個 人主義的管理 が重視されるな ど、 企業 の 人事労 務管理 は変更

を余儀な くされ 、 日本的雇用慣行は 大き く揺らぎは じめた とい え る。 こ うしたときに 、 本

大会が これ らの 問題 を統一
論題に お いて 改めて 問い なお すこ との 意味はきわ めて大 きい と

いえ る。

　 今大会で は、人事
・雇用管理の 最新の 動向を中心 に、五っ の統

一
論題報告が行なわれ 、

日本的労使関係 ・生産 シ ス テムの 変容 と女性労働の 実態 と本質 にっ い て も突 っ 込ん だ論究

が な された こ とは注 目される 。 な かで も 、 これ まで 日本的人事 ・労務管理 の枠の 外 に おか

れ てい た女性労働に真 っ 正面か らスポ ッ トライ トが あて られ た こ とは誠に時宜をえ て い た

とい えよ う 。 これ らの報告を総括する 形で 行なわれ た シ ン ポ ジウム で は活発な質疑応答が

あ り 、 議論がよ り深 め られたの み な らず 、 多様 な論点 ・見解が整理 ・明確化 され た。今回

議論された こ とが経営労働に 関する理論的研究の さ らな る発展 へ の 足掛か りにな る こ とを

念願する 。

　 また、自由論 題で は若 手研究者に よる 報告が 二 っ 行な われた こ とも忘れ られな い 。 さ ら

に 、今回は 特別 講演 と して R ，M ．　 V ．コ リッ ク教授か ら貴重な ご報告 をい ただけた こ と

に も感謝しな ければな らない e 英国人 の 目を通 して 分析 され た 日本的経営論の展開と して

興味深い 内容で あっ た。

　最後 に 、 主催校 と して 準備不足 か ら会員各位に ご不便をお かけ した こ とが 多々 あ っ た こ

と を深 くお 詫びする 。 に もか かわ らず 、 こ の よ うに盛会裡に大会を終 了す る こ とがで きた

の は，ひ とえ に 報告者な らびに司会者 ・役員諸氏 の おか げで ある 。 こ の 場を借 りて 心よ り

厚 くお 礼申し上 げた い 。

1997 年 2 月 5 日

労務理論 学会第 6 回全国大会

大会委員長　森　本　隆　男
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　　　　　　熟 練 の 変 化 と 技 術

　　　　　　一労働過程論の 成果を 中心 として 一

（Changing　Skill　and 　Technology：Focus　on 　the　Labor　Process　11icory）

　　　　　　　　　　 同志社大学大学院　　山本大造

G 瓰 duate　School　of 　Doshisha　University　 Daizo　Yamamoto

は じめ に

　私の 現在の 問題意識 は 、 資本主義的生産過程 におい て 、 労働 は どの よ うに 変化 して きた

の か を熟練をキ
ー

ワー ドに して 明 らか にす る こ とに あ る 。 熟練は 、 労働者 の 技能 、 労働能

力および意識を 、 労働過程 にお け る技術や生産様式 、 経営者の 現場の 管理 方式や労働の 組

織化 、 また労働 市場や労働組合な どとの 幅広い 関係の 中で 捉え るの に有効 な概念だ と考え

られ るか らで ある 。 それゆえ 、 熟練の 問題に つ い て は
、

こ れ まで様々 なア プ ロ ー チか ら様

々 な研 究が なされ て きた よ うに思 う。 その 中か ら
、 本報告で 取 りあげよ うとする労働過程

論に おける議論は 、 熟練の 変化を ダイナ ミッ クに捉え るた めに有効 な概念 を提起 して くれ

た 。 す なわ ち 、　 「非熟練化（deskilling）」 や 「再熟練化（reskilling）」 とい っ た概 念で あ る 。

　 しか し 、
「非熟練化 」 と 「再熟練化 」 の 両者の 概念につ い て は 、 どち らか 一方が 強調 さ

れ て い た り、 あるい は 両者が二 者択
一

的なもの と して取 り扱われてい た りする傾 向が ある b

けれ ども、 両者をその まま相並び立 つ もの として捉え るだけで は 、 熟練の 変化 を捉え よ う

とす る場合に は不 十分 である。 そ こで 、 両者の 関係 が 問題 に な っ て くる。 この 問題は 、 こ

れ まで 全 く語 られ て なか っ た とい うわ けで ない が 、 しば しば示唆的に示 され るだ けに とど

ま っ て い る
1）

。 その ため 、 こ こ で 両者の 関連を問い 直す こ とは 、   熟練の 変化 に 関 して対

立 する二 つ の 見解を
一

つ の 視野にお さめて 体系立 て るた め に 、   労働過程 とともに 変化す

る 熟練の ダイナ ミズ ム を明 らか にするた めに
、 必要 で ある。

　そ れ ゆえ本報告 で は 、
「非熟練化」 と 「再熟練化」 の 関連を提示するこ とを主 な課題 と

した い 。 そ して 、 冒頭 で 熟練は様々 な要因 と関連 して くる と述べ たが 、 本 報告で は そ の 中

で も特に技術 との 関係で 熟練の 変化の ダイナ ミズ ム を明 らか に したい 。 しか し、熟練につ

い て 、 しば しば問題に な るの は熟練を どの よ うに捉え るの か とい う点で ある。 こ こ で は 、

特定の 労働過程の 中で形成 され た り、 発揮 され た りす る熟練 をそ の 役立 ちか ら規定す る と

い っ た試み は しない
。 その代わ りに 、 議論 を明確化す るた め に 、 暫定的に熟練 に は 特定の

技能や技術学な どの 知識 を労働過程 におい て 習熟するための
一定の 期間を必 要 とす る とい

う規定を設けて議論 を始める。

皇）
例 え」「ま，P．Tem 　P● o 凰（蔔989）The　Mnts厂‘ oゾVort ： 」lttintOred＃ C ‘如 鯉 ム卩 dthatSS　O勘 納 ‘ labOttr　P ’u ρ cess ，SgCOttd　Sdi‘0霞．，M 亀o皿 ill亀ロ：Londen．，P．115．／

邦 駅 ，威齦 離夬，青 木圭 介 他駅（1gge）『労 働 と管理 ：現代 労働 過 程 験 争』啓文 汢 ：京都 ．．109 ペ ージ．尾 高 燼 之駒（IP93｝『聴人 の 世 罫 ’工 場の

世 昇』 リブ ロ ポー
ト ；寒京．；Gfi・269ページ，中村静 治〔1994）『径済 学者 の任務 』償 山 仕 ：寮京．1124 ・12Sペ ージ ．な ど．
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L 「労働 の 褒退」 と 「非熟練化 」

　労働過程齢に お け る非熟練化の 議論は、明 らか に Braverrnanの 20 世紀 にお ける 「労働
の 衰退（degradation　of 　Wodk ）」 の 研 ee　2）を一つ の 契機 としてい る。 そ れゆえ 、　「非熟練化」

の 議論 と 「労働の 衰退」 の 議論 は 、 同
一

の もの と して 取 り扱われ る場合 が しば しば あ る。

しか し、P．Tompscm の 指摘す るよ うに 、
「非熟練化 」 とい う概念は Braveraman が 起源 で

はない し 、 彼 自身その 概念を使 っ てい る とい うわ け で は ない
3〕
。

つ ま り 、 こ こ で 述べ た い

の は 、　「非熟練化」 の 議論 と 「労働の 衰退」 の 議論の 違い その もの ではなく 、 後者 で 指摘
され た 問題点を前者 の 議論 を進め るた めに生か して い こ うとい うこ とで あ る。

つ ま り、 非
熟練化 の 議論 を進め るた めには 、 まず Bravermanの 研 究の 問題点を認識す る とこ ろか ら出

発する必要 が あ る とい うこ とで ある 。

　Bravermanの 研究 が取 りあ げられ る とき、彼が労働者階級を即自的（in　itself）なもの と捉
え 、 労働者 の お かれ た状態を客観的 に 分析 した

1）
とい う問題 が しば しば 指摘 され て い る 。

その ため 、 Braverman の 議論で は 、 科 学的管理法 と技術 の 進歩 、 特 に ME 化 に さら され る

労働者が
、 そ の 状況を所与の もの と して 受け取 り、 それ らに抵抗を示すで あろ うとい うこ

とが視野 にお さめ られ てい ない
、 そ の た め現 実は も っ と複雑 なもの になるだ ろ うとい う批

判が なされ て きた
S）

。 ま た 、労働者階級の 状態 を客観的に捉え るや り方 で は 、 労働者階級
の 主 観的な意識を汲み取 る こ とが できない とい う批判 も考えられ る 。 確 か に 、 労働 者 の 主

観的意 識に つ い て調査す る場合の 意識調 査が持 つ 問題 点 を Braverrnanは指摘 し てい るが
6）

、

資本家や経営者の ヘ ゲモ ニ
ー

も労働者 を通 して 発揮 され るわ けだ か ら、 それが 実現す るか

ど うか は 、 労働者の 意識 もあ る程度 関わ っ て くるこ とが考え られ る。 そ こで 、 議論 を進め

るた め は 、 労働者階級の 主体的な抵抗 を考慮に入 れなけれ ばな らない とい うこ と になる。

　次に 、 労働者階級 の 抵抗に は 、その 主体的 な意識の 問題だ けで はな く、 客観的な条件の

問題 が 関連す る 。 それ は
、

つ ま り 「労 働の 社 会化」 を もた ら した 生産 力の 発展で あ る 。

Marx に よれ ば、　「近代工 業は 、
一

つ の 生産 過程の 現在の 形態 を決 して 最終的 な もの とは

見なさない し
、 またその よ うなもの として は 取 り扱わ ない

。　（中略〉機械や化 学的 工 程や

その 他の 方法に よ っ て 、 近代工 業は 、 生産の 技術的基礎 と ともに 労働者 の 機能や 労働過 程

の 社会的結合 をも絶えず変革す る」
7）
と述べ てい る。 そ こで 、   は 、　「大 工業は 、 その

資本主義的形態におい て 、 その 古い 分業を骨化 した分岐をつ けたままで再 生産す る」　（中

略）　f絶対的矛盾が 、労働 者の 生活状態の い っ さい の 平穏 と固定性 と確実性 をな くして し

2）
H 、Dr巳v君r皿 凹 〔1974）Labo 厂 and 　U ρnopol ン Cap ’‘αム　Tht　Degrada ‘監ρ 剛 o／yo 尸k 跏 the　Twentieth　Cenin厂ン，Mo 皿blア Revi¢ w　Presc／Now 　Tork、／富沢

賢治 訳（19？S＞『労備 と独 占資本£ 岩波書 居 1東 京、
3》
eXkぱ 、　P．τ。即 鵬 叩 ，cit．，，P、73〆邦帆 前褐書、，66・97 ペ ー

ジ ．を き 照の こ と，
4）
B ：a▼ er［a　ta ，ep，CiS．，PP，26・27ノ 邦駅 ，前掲審 ，28・29 ペー

ジ，
5）
例え ば ・SW 。。d（19S2）Th・・D ・g・ad ・ ti… ノ鰍 ・瀾 μ、D ・蝋 ・ε侃 4 制 伽 ・厂pr・・臨 H ・t・h蹴 ・L ・・den．，PP，14・lf，

6》
Brfiverm 団  oρ．cit，，PP，26呷27 ／邦 醸，前 褐 書，28，29 へ

‘一
シ
，

K 垣 畷 1呂62 ）加 ・ ゆ ・tat 加 M ・ 躍 E 自selS　Werke 　23・P，Sl。・川 ・／邦Kr マ ル ク ス ・＝ ン ゲル ス 全鋼 第 23 巻 鮒 分 冊 633．634 ペ ージ
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ま うか 、 そ して 彼の 手か ら労働手段 とともに 絶えず生活 手段 をたたき落 とそ うと し
、 彼 の

部分機能 とと もに彼 自身を も余計なもの に しよ うとす る」
e
とい っ た 「消極面 」 と ともに 、

資本 主義の 下で の 労働者個人の 発達 とい う 「積極面」 も認めて い る 。
つ ま り、　「大 工業は 、

変転 する 資本の 搾取欲求の た め に予備 と して 保 存 され 自由に利用 され るみ じめ な労働者人

口 とい う奇怪事の 代わ りに 、 変転する労働欲求の ための 人 間の 絶対的な利用 可 能性 を持 っ

て くるこ とを 、 すなわ ち 、

一
つ の 杜会的細部機能の 担い 手 で しか ない 部分個人 の 代わ りに 、

い ろい ろ な社会的機能を 自分の い ろい ろな活動様式 として か わ るがわ る行 うよ うな全 体的

に発 達 した個人 を持 っ て くる こ とを 、

一
つ の 生死 の 問題 にする亅

V｝
として い る。

　 こ こ か ら得 られ るイ ン プ リケ
ー

シ raン として 、 非熟練化の 議論に あ っ て は
、 生産 力の 発

展 に伴 う労働過程の 変化の 中で 、 「労働の 衰退」 の 側 面だ けでなく 、 それ を現象させ て い

る事象の 把 握 とそ こか らの 発展形態を模索 しなければならない と考え られ る。
こ の 点 は 、

す でに Braverrnanの 『労働 と独 占資本』を翻訳 された 富沢氏が 次の よ うに 指摘 され て い る 。

「確か に資本 は 人問労働 を衰退させ る 。 だが 、 こ の 現象に 目を奪わ れ るあま りに 、 この 現

象の 奥 に潜む
一

面を見逃 して はな らない 。　（中略）生産力構造の 変化が 内包す る こ の よ う

な二 面性を正 し く把握し
、 その 否定面の 克服 とともに 『労働解放の 条件』 を具現化 して ゆ

くこ とが
、 現に要請 されて い るの で ある亅

le
と。

　要す る に Braverrnattは
、 資本主義的生産様式 の もとで の 労働者階級に対す る支配 と抑圧 、

労働者の 疎外 と貧困化に焦点を当て た 。 それ ゆえ 、 彼の 議論には 、 資本主 義の 下で の 個人

の 能力の 発達の 可能性お よび 、 そ の 条件 となる生産力 の 発 達 、 生産力の 発 達 を背景 とす る

労働者 階級 の 抵抗の 基盤の 生成 とい っ た 「積極的1 側 面が か けて い た とい わ ざるを えない
。

しか し 、 で は Bmve   が 焦点を当て た諸問題 が、全 く生成 し なか っ た とか 、 限 られ た領

域だけ で生 じた単なる部分的問題で あっ た とい うふ うに 片づ けて しま うこ とは まだで きな

い よ うに思わ れ る 。 確か に 、 歴 史的発展 の 度 合い や 企業の おか れ た環境 、 技術や労働者群

の 特性 に よっ て 多種多様 な状況が見 られ る だ ろ うこ とは わか る 。 それ に もか か わ らず 、

「労働 の 衰退」 に つ なが りかね ない 、 労働者 の お かれ た不 安定な状況は生 起 してお り、 ま

た その 可能性はなくなっ た とは い えない 。 それはなぜか とい う問い かけを なしたい と思 う。

その た めの
一

つ の ア ブ m 一 チとして も、　 「非熟練化」 の 問題 を議論してい くこ と 、 しか も

Bravermanの 議論 に指摘された閹題点を認識 した上で 、 議論 を進めて い くこ とは有効で あ

る と考え られ るの で ある
。

t）
ibtd．，P．5 龜L ／邦 臨前褐 婁，634 へ

’一ゲ、
’）
ib・d．

、P．s；・．／邦   掲 郭 3、 ペ ージ ，
ゆ

冨 沢賢治〔1978）r醸暫あ とが き丿，邦 駅 ぽ労働 と独 占資本 』，SO3 ぺ一ジ ，
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H ．「葬熟練化」 と 「再熟練化」

　Braverrnanの 問題点を認識 した上で 、 次に 「非熟練化」 と 「再熟練化 」 の 関係に つ い て

述 べ てい きたい 。

　T．Elger が示す よ うに 、 実質的包摂 は直接的に非熟練化 に結び つ く もの で は ない 。 彼は
、

Bravermanが 労働 者 の 熟練を資本 の 蓄積衝動 の 障害物 と して取 り上 げ 、 資本 が実質的包摂

に よ っ て障害物で あ る熟練 を破壌 した とい う点 を問題視 して い る
U ）

。 また例 えば、宗像氏

は 、 新技術が 労働にお よぼす影響に 関す る考察で 、 新技術の経営生産の 構造へ の 作用関連

に お け る多様性 を強調 しなが ら、 抽象的な作用因 として 二 つ の 意味にお け る 「信頼性」 と

い う概念を抽出 して い る 。
つ ま り、 新技術に 基づ く生産 シ ス テ ム の 技術的な f信頼性」 と 、

生産の 社会的組織の 果 たす人的機能 、 とくに作業機能につ い て の
、 資本 の 立場か らす る

「信頼性」 で あ る 。 そ して 、 技術的 「信頼性」 の 水準が 同
一 な場合で も 、 後者 の 意味 で の

「信頼性 」の 水準 が 高い 場合には 、 作業機能 との 関連で 人間の 直接的介入 の 水準が高 くな

るこ とを指摘 され て い る
12）

。 確か に 、 労働者の 熟練が企 業の 経営計画遂行の 障害に なる場

合 は 、経営者は非熟練化 を 具体的な形 で 進 め るだろ うが 、それが 経営計 画の 遂行 に 資す る

場合 、 熟練の 質的 な役立ち を経営管理 に 取 り込 め る場合 に は 、 非熟練化 を進 め る理 由はな

くなる とい うこ とは 考え られ る 。

　 しか し、 そ の
一
方で価値増殖過程と非熟練化の 関係は 見 る こ とが でき る。 冒頭で示 した

よ うに 、 熟練は一 定の 習熟期聞を必要 とす る もの で あ る と仮定す る。 国や時代に よっ て平

均的な労働力 の 価値は 変化する として も、 非熟練化に よ っ て 習熟期間を引 き下げるならば 、

労働力の 価値を 引 き下 げる こ とに なる
13】

。 そ して
、 労働力が そ の 価値 どお りに 売買され る

もの と前提 した場合 、周 知 の よ うに 「剰 余労働 の 大 きさは 、

一
労働 日全 体か ら必要労働時

間を引 くこ とに よ っ て得 られ る」
U ）
の で 、習熟期間の 引 き下 げを伴 う必要労働時 間の 短縮

は剰余価 値率 を上 げる こ とに なる 。 こ こに 、 労働力 の 価値の 切 り下 げと非熟練化 をつ なぐ

環 を見る こ とが で き る 。

　 そ して 、 Marx に よれ ば 「労働の 生産力を高 くし 、 そ うす る こ とに よ っ て労働力の 価値

を引き下 げ、 こ うして 労働 日の うちの こ の 価値の 再生産 に必 要な部分を短縮するために は 、

Ll）
TEIser（1919）Veiorieation　 and　deskMin8　A 　critique　of　Breve：m 　an，Capjtat　and 　CtaSS 』 O，7 ｝ppS8・99、　Zlger は．Br− vef囚 tn が 労偽賓 の 熟隷を

資 本の 警穫衝動 の 障害物 とし て取 りあげ、質本 ぷ 実質 的包摂 に よ っ て鷲竇物 で ある熟 練を破鮟 し た とず 6 点 を熾題 視し てい る 。 しか し．

こ れ か ら示 ナ よ うに．労使 鬨係にお ける職場 の 支配権 をめ ぐる尉争 か らだけ で な く、剰余価値 皐 の 視点か ら 非熟 練化 を説 閉す る こ とは

可 鮨で あ る，

12）
来像正 毒（1959｝『技術の 瓔論一

現代工 桑経嘗閥題 へ の 技術験的接近』岡 文 舘 ：東京、，320．321 ペ ージ ，
功
　 1一般 的 な 人 聞の 芙 性 を 憂 化 させ て、一定 の 労勘邸 門で彼 能 と熟 練 とを 体得 し て 発 通 し た独 特な労働力 に な ろよ うにず る た め に は、

一
窟 の 養 成 または 歡 寳ボ 必 翼 で あ り．こ れ に は ま た 大 な り小 な りの 額 の 虜品等価 物 だ 費や され る．労働力 渉 どの 程度に 蝶介 され た怩 質

の もの 出る か に よ っ て ．そ の 養成費 も違 っ て くる。だ か ら．この 膨毅 貸は 、普 通 の 労偽 力 に つ い ては ほ ん の わ ず か だ と はい え、労 働 力

の 生 匿 の ため に 文 出 され る 価値 の 甲 に はい 5 の で あ る，亅哀 Msn ，op．cit，p186／ 邦 訳，前 掲警 225 ペ ー
ジ，

14）
tbld、1322 ．／邦訳，前 掲 書 412 へ

’一ジ、
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資本 は労働過程の 技術的お よび社会的諸条件を 、
したが っ て生産 様式その もの を変革 しな

けれ ばならない 11”
。 ゆ えに資本 主義的生産過程にお け る技術の 進歩 と管理様式 が 、 熟練

に影 響を及 ぼす こ とを考えれば 、 非熟練化は 資本主義的生産過程 におい て 畏期的な傾向 と

して 現れ るの で ある。

　で は 、 非熟練化 は どの ように現れ る と捉 え られて きた の だ ろ うか 。 例 えば 、 Brighton

LabOur　h 。c。ss　 Gr。up は 、 非熟練化の 3 つ の 側 面 を明 らか に してい る
t6）

。   労働者 と工 具

の 関係を労働者 と機械の 関係に 置き換え る こ と
。   特定の 熟練を 必要 とする課業を個々 の

職務に分割する こ と。 熟練が依然 として要求 され る限 りにおい て 、 その 熟練は 、 可能な限

り少 数の 専門化 され た労働者に配 分 され るこ と。   残 りの 未熟練／半熟連の 課 業を分断 し、

別々 の 職務に 断片化／配分する こ と。 これ らの 3 つ で あ る。

　こ うい っ た現象が 、 特に科学的管理 法やフ ォ
ー

ド・シ ス テ ム を最初に応用 した 大量生産

シ ス テ ムの 中で見 られ た こ とは周知の こ とと思われ る 。 そ こで は 、 熟練労働者に 依存 した

生 産様式か ら、 資本家や経営者に よ っ て 管理 され た大規模 な生産様式 、
つ ま り未熟練1半

熟連労働考に よる生産様式 へ の 移行が見 られたの である
ln

。 しか し一方で 、 企業の 大規模

化 と未熟練／半熟連労働者の その 生産過程へ の 吸引は
、 抵抗の 主体を幅広 く社会 に広める

基盤 となっ たの で ある
’e）

。 また特定の 生産過程にお ける労働の 生産力の 発 展 は
、 そ こ か ら

労働者 を労働市場 に排出 し、 明 らかにその 排出 され た労働者 全部とい うわ けで は ない が 、

その
一

部の 労働者 は新 たな産業部面で 資本 と結びつ け られ るこ ともある 。 こ れ ら労働者の

おか れ た不安定な状況は 、 経営に対す る抵抗意識 を強 め 、
「非人 間的 な」 労働 の 変革 を要

求するための 基盤 を作り上げる可能性 を持つ
。

　 さらに今 日の 状況 は、非熟練化 の 客観条件 とは異 なる別 の 客観条件を呈す る傾向に ある 。

まず 、 国隙的な競争の 激化 とともに 、
「フ ォ

ー ディ ズ ム 」 に代表 され る純粋 な大量生産の

問題 点 が指摘され て い るの は 、 周知 の こ とと思われ る。 そ こで 、 労働者の 構想に 依存 しな

い 生産シ ス テ ム か ら、 企業の 目的に添 っ た形で 部分的に それを引き出し 、 断片化 された労

働 か ら一定の 限度の 中で労働の 目的性 と社会性を実現す る小集団管理
1’｝
は 、 固有の 限界は

あるが 再熟練化の 可能性を示 して い る とい え る。 また 、 技術の 発展 と生産規模の 拡大は
、

新たな労働分野 を開き、 新たな技能が労働力を規定こ とも現れて くる
。

　しか し
、

い ずれにせ よ熟練労働者の 未熟練／半熟連労働者 へ の 代替が抵抗を広 める基盤

切
jb葦d，rP 、334．／邦駅，前褐 書　414．415 へ

・旧
セ 

1の
Brishten　L ＆bour？roc − lr　Orovp〔1971）

tThe
　Cap ±tdiilt　Labeur　Pro：ets

’
σepjtat　d σlcss，Spring　lS77，Ne ，L 、PP．19・2e．を参 照の こ と．

ID
例 え ば、晶 弘 〔ig81）『現 代の 労務管環』有斐閣：集京、，126ぺ一ジ、を参照の 二 と。

瑚
例え ば、島 弘 〔1991）『曳代大愈離 と軽営管理 』ミネル ヴ ァ 書携：京都．，3e ペ ージ，　Jili　 R題b町 〔1978》SttuctUred　labent　 merkets

，werker

o【g巳bitetion 皿 d 訌o貿 pay，
Cambridse　Journal　of 恥 o皿o 皿 ic． 亀97S，vet．2，ne、！，pplT・S6，「づ まり、機嫌 岐斎の 発違は、鼎練労働考 の 労働組 合の 組

織化 と統 制の 基聲をある程度突き崩 したか もしれな い 炉．多くの 来熟練労 儀者を半熟礫労偽者に 変化させ る こ とに よ っ て、あるい は む

しろ機娘 式生醜過種 に 匹膜蘭与 ナる 労働 賓騨の 割 合 を増加 さ せ る こ とに よ っ て、労働看騨 の 大きな郭 分の 交渉力を向上 させ た（p．30）」 ，
［9）

小 集団管理 につ い て 鱒 し くは、島 弘〔1981》『乳代 の労務管 瑚』窟艶閣 ：東京 り
40・41 へ   ジ

ロ
55・5？ へ

  ジ を齢照 の こ と，
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にな っ た わけで あ る 。 技術の 進歩に よ っ て 、新 しい 産 業部門が 生ま れた の も確 か だ が
2c）

、

機械化に よる労働 の 生産力の 上昇に よ っ て 新た な産業部 門で 結合 され る労働者群 が 作 り出

され たわけで あ る 。 しか も 、 新た な労働 領城 の 開拓 も 、 既存の 労働過程か ら遊離 され た労

働 者 をす べ て 吸収するもの で は ない
2：）

。 構想 と実行の 分離 を緩 和 した 労働 形 態 で あ っ て も 、

労働者が 労働過程で 修得 した熟練 を経営管理 に生か そ うとす る こ とに は 変 わ りない
。

つ ま

り非熟練化 を もた ら した客観条件は 、 非熟練化を経て 再熟練化 に い た る客観条件 へ と転化

してい る の で ある。 それ ゆえ 、 非熟練化 か再練化か とい う問題 は 、 畏期的 に 見て 再熟練化

も非熟練化を前提に して お り、 両者は 労働過程の 変化 の 中で関連して い る と言え る 。

md技術の 熟練に及 ぼす影響

　今 まで 視野 を広 くと っ て 「非熟練化」 と 「再熟練化j の 関係 に つ い て述 べ て きたが
、 こ

こ で は 、 さ らに労働過程論で も大きく問題 に され た 「新技術」 に 目を向 け る こ とに よ っ て 、

非熟練化 と再熟練化の 関連を明 らか に してい きたい
。

Brave  an は 、 社会的なア プ ロ
ー チ を とり 、 機械 と労働者 との 関係 を明 らか に しよ うと

試み た 。 彼 は、機械の 精度やオー トメー
シ ョ ン の 程度 は 、　「要求される 運動以外 の 運動」

を排除 し 「運動を完全 にかつ 連続的 に調整す る こ と」 にか か っ てい る として い る 。 そ こ に

おい て は
、 機械 の 運勸や規模 と 、 制御の 二つ の 側 面か ら労働に 対する髭響が 考察され 、 労

働 者 との 関係に お い ては 後者 が決 定的な役割を持つ とされ る 。 それ ゆえ 、 汎 用機 一
専用機

一数値制御機械等の 発展 の 中で 、制御の 側 面 が機械か ら外部化 され、それが 資本 の 力 とな

っ て労働者に 対応す るところか ら 、 労働者の 技能の 低下傾向 が 生 じる もの と した
12）

。 それ

ゆえ 、 彼の 議論 におい て は 「新技術」 、 例 えば旋盤 な ら紙 テ
ー

プや磁気 テ ー プに よ っ て い

っ そ う能率的に 制御 され る NC 工 作機械 は 、 大 きな意味を持つ と理解 され る。

　例えば従来型 の 汎用 工作機械で は 、 周知 の よ うに機械工 が 自 らの 熟練で 機械 を制御 し て

い た
。 そ れは 、 機械工 が 工 作機械 を制御す る技能 を持つ とい うだ けで はな く 、 直接工作機

械を制御する こ とで 、 機械の 制御に関わ る技能を習熟する機会 も得 られ た とい う意味 も見

い だせ る 。 しか し、NC 工 作機械で は機械の 制御は そ の 操作 と慮接関係 しない 別の 部署 で

作成 され るプ ロ グ ラ ム に よ っ て行わ れ るため 、 機械工 は熟練 を修得 した り発揮 した りす る

部面 が 減少 した。
一

方 、 直接デ
ー

タを入力するタイプ の CNC 工作機械 （しか も、特殊 な

プ ロ グ ラ ム 言語 で は なく、簡 単に修 得 で き る メ ニ ュ ・
’一形式 の プ ロ グ ラム を利用す るタイ

プ） は
、

一
連の 労働過程に かんす る知識 に 基づ い て プ ロ グ ラム を選択 した り修正 した りす

る必 要 があ り 、 そ こ で は特定の 課業よ りも工程全般に 関する
一

般 的 な知識 の 応用 と 、 従来

20）
P・Adler（1986）　

「

T ¢ ch ： oto8y 　and　US
’
　Soejalt3t　ftevteけ，jeロuery −Februsry，No、85、P　65．

2t）
K ．Merr ，op ．ett、pp　461470 ／邦 駅 S73・SS4 ぺ T・

ジ に お け る 第 t3 鞏 第 6 節 「搬 櫨 に ょ っ て 雛 逐 され た 労働 者i‘関 す る禰償 脱亅 を＃照 の

こ と、
22｝

Bra贈 靼 贓 卯 砥 PP．184・199．／邦訳 前鳥翫 204・22e へ

画一ジ
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型の 機械加工 労働によ っ て得られ た熟練を使 っ て デー
タを加工 し機械に指示 を 出すこ とが

重要に なっ て い る とも言われてい る。 そ こで 、 熟練労働者が労働過程全体にわ た る情報 と

統制権を再び獲得する こ とになっ た とい うが 指摘され てい るの で ある。

　例えば 、
（Mordanoは 、 機械加工 現場にお け る彼女 自身の 聞き取 り調査 か ら 、 技 術の 発

展の 中で機械工 の 熟練が どの ように変化 したの か につ い て描写 して い る
ZS）

。 彼 女に よれ ば 、

従来型の 工 作機械を扱 う機械工 に は 、 幅広 い 知 識 （機械の 性質に つ い ての 知識 だけ で は な

く、 代数や幾何学 、 三角法などに 関す る知識 も含めて ） と長い 間の 経験に よっ て培わ れ た

感覚的 な熟練お よび 、仕 事の 段取 りな ど計画 と現場の 統制に 関す る技能が 重要で あ る とさ

れ る
24）

。

一
方 、NC 労働 におい て 、中心 的な役割を果たすの は 、 プ ロ グ ラ マ

ー で あ る 。 彼

らにお い て重要なの は 、 機械加 工 におい て 熟練を行使す るこ とよ り も機 械加 工 プ ロ セ ス を

計 画す る こ とに あ る。 そ の ため 、 NC 機械を操作するの に必要 とされる機械工 の 経験 と専

門的知 識の 程度 は 、 経験 を積んだ機械工 の それ をは る か に 下回 るよ うに なっ た と言われ て

い る。 だが 彼女は 、 さらに掘り下げて機械工 の 熟練がすべ て経営者側 に奪われ る の で はな

く 、 強調点が計画化に 関す る熟練 と聞題解決に移 っ て きて い るの だ として い るが
、 それ ら

の 熟練を椿用で きる範囲 と統制権を行使で きる筑囲は か な り限定 され てい る とい う点 を指

摘 して い る
2S｝

。
しか し

、
コ ン ピ ニ

ー タ数値制御 を応用 した工作機械の 導入 に よ っ て、異 な

っ た事態が 発生 した 。 彼女が観察 と聞き取 り調 査 を行 っ た会社で は 、 メ ニ ニ
ー形 式 を使 っ

て簡単に プロ グラ ム を組む こ との で き る CNC 工 作機械 （Hureo と呼 ばれ てい る ） を導入

し た。 その CNC 工 作機械は、　APT と呼 ばれ る複雑なプ ロ グ ラム 言語 を使 うこ となく、

「ユ
ーザー

フ レ ン ドリー
」 なプ ロ グ ラ ム メニ ュ

ー
を備えて い て 、 MDI （Manual　data　input）

で 霞接デー タを入 力 してや るだ けで プ ロ グラム が組め るよ うに なっ てい る
26）

。 その ため 、

CNC 工作機械の プ 獄 グラ ミン グは 、 プロ グ ラ マ ー で はなく 、 現場の 機械工が 担当す るよ

うにな っ た 。 お か げで 、 プ ロ グラ ミン グを行 う職種 と機械加工 を実際に行う職種の 職務区

分が曖昧に な り、 経営者 は 、 現場の フ レ キシ ビ リテ ィ を獲得す るために 、 その CNC 工 作

機械 を従来型 の 工 作機械 と同 じ扱い に して 、 その 仕事に関す る 自由裁量を機械工 に 与えた

ln
。 結果 として 、 機械加 工 に関す る肉体的 な熟練は

、
　 NC 同様排除 されて い る が 、

一
連の

作業に関する段取 り （計画）をたてた り、 生産上 の 闡題解決 をする構想に 関す る技能 と現

場の 統制権は、 従来型の 工 作機械で の 労働 と岡様 に機械工の 領 域 となっ た 。 た だ、熟練の

応用の 仕方が 従来i型の 工作機械 と CNC 工 作機械で は 、 異な っ て い るの だ とい う点を彼 女

は強調 してい る
2S）

。

Z’）
L，Gi。跏 。（1992）B、）。，d．r、ylOns。 、Comeputeri，、ti。・ 翩 酬 ・・ ∫廊 幽 ’肋 ‘・・n・　，SLMtttin・t　P ・。… N ・v 　V 。・k．，PP，3S・6S．お よび、　P、？g　e

参 照 の こと，
24）

tbld．，FP・3640 ・
25）

tbtd．，PP．4c − 43
，48・53・

；ojbid
．，PP，14　−　　15，54暫55・，61

27）
’胡ゴ．，PP、6】 一蔭2，，9

30jbid
、，PP．62・64．
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　 また例 えば A ．So  6 らは
、 情報技術の 発達に ともない

、 特に NC 工作機械か ら CNC 工

作機械へ の 発 展に よ っ て
、 よ り複雑で 正 確 さの 要求 され る機械加工 が容易に なっ た こ とに

つ い て 述 べ て い る
29｝
。 そ して 、 CNC 工 作機械の 制御シ ス テ ム の コ ス トパ フ ォ

ー マ ン ス の

向上 とそ の 様々 な分野 で の 応用が可能に なっ た こ とに よ っ て 、 どこで プ ロ グ ラ ミン グを行

うか
、 またそ れを編集 、 修正 す るか とい う閥題 にたい す る選択肢 が広が っ て い る こ とを示

して い る 。 つ ま り、CNC 工作機械の 制御 プ ロ グ ラム を 現場 レ ベ ル で プ ロ グ ラ ミン グ 、 編

集 、 修正 する こ とか ら、現場か ら離れ たオ フ ィ ス で それ らを 行 うこ とまで 、い ず れで も選

択 可能に な っ て い る 。 そ して 、 特徴 としては 、NC に比べ て 、 現場に近い レ ベ ル で それ ら

が行われ るよ うにな っ て い る として い る
’e）

。

　こ れ ら事例 で示 唆的なの は 、 別 の 部署で 行われて い た NC 工 作機械の プ ロ グラ ム を現場

の 機械工 が 直接操作で き る ように な っ た とい う点で ある 。 現場で の プロ グ ラ ム を可能にす

る に は 、
コ ン ピ ニ

ー タの 操作を現場 の 機械 工 が修得 しなけれ ば な らない 。 しか し 、それ が

も しよ り複雑で 比較的長い 習熟期間を必要 とす るならば、別 の 部署 で分業した方が よ り効

率的で あ る 。 こ の 事例にお い て は 、 技術の 進歩に ともな うプ ロ グラ ム に関する習熟期間の

短縮が 、制御機の 現場 で の 直接操作を 可能 に した と言え る。 すなわ ち習熟期間の 短縮は 、

新たな習熟機会に もつ なが る。
い わば 、 こ こ に再 熟練の 余地 を見 るこ とが で きる。

　あ らためて Sorgeらに よる と 、
マ イ クロ エ レク トロ ニ クス の 発展 と応用に は 2 つ の 段 階

が ある と して い る。 第
一

の 段階は 、 熟練や資格要件の 二 極分化の 段階で ある 。 こ れ らは
、

「従来型 」の 電子機器や NC の 影響を示す もの と して とら え られ て い る 。 第二 段階 は、 マ

イ ク ロ エ レ ク トロ ニ ク ス の 応用 に伴 う情報処理 関孫の 知識は あ ま り必要 とされ な くな る段

階で あ る。
こ の 段階では 、 工 作機械などが よ り扱い やす くな り 、 専門化 された 情報処理 の

専門的知識は あま り必 要 とされ なくなる 。 そ して 彼 らは 、 技術変化 に関す る
一

般的な社会

経済の 文脈の 下で 、 労働の 未来を fデー タ処理の パ ラ ドクス 」 と特徴づ けて い る。
つ ま り 、

マ イ ク ロ エ レ ク トロ ニ クス 情報技術が さらに普及 するよ うになる と、 情報処理 の 専門化 さ

れ た職種の 比重 は低 下する が 、 情報技術が 「伝統的 なj 熟練を新た な段階の 専門的知識や

労働内容 に発 展 させ てい くこ とにつ なが る とい うこ とを示 して い る
M ）

。

　Sorge らの 議論 か ら 、 彼 らの 書 うよ うに新技術の 発展に伴い 既存の 職業領域やそれ らの

熟練 が さらに発 展 して 行 く
SO
か ど うか に つ い て は議論 の 余 地 は 残 され て い る 。 ま た

Giordano は 、 技術の 発展 に 伴い 熟練の 応用 の 仕方 が変化 し て い る こ とを強調す るが 、そ

れ らの 熟練の 習得に つ い て は不明確な部分が 残 され て い る 。 だ力軟 の こ とは言 え る。 まず 、

新技術の 発展 の 第一
段 階で は、新技術の 操作の 容易化 が それ ほ ど進 んで い ない の で 、 既存

の 労働領域に新 しい 習熟機会をもた らさない
。 む し ろ NC へ の 熟練の 移 転 と半熟練工 へ の

29）
A ・Sorse，G　Harim　ann

，M ．W 巳 r罰 or ＆ 工．Nicholal〔1983）』f己C厂σ飾 6〃 o朔

σ0帰‘κ ［‘‘躍 Great　Brltain　and 　Mes ‘（iermanγ，　Gr。 貿 。祕 雪riロ，，PP．16・1屡
30）

lb’4，PP、23・23，79，90，151，
155卿156，

3り
め鳳 PP、159・，60

3z｝
画わ重41P．黜60卩165 ．1百6，

　 and 　Manpa ” er　 tn　Manufactu 厂犀犀9
層A〃 ‘lcahons 　o／ aemp “ler　Nume 厂翩 ’

，　 ，48．
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置 き換え 、 生産性の 上昇に伴 う余剰労働者の 発 生 、 つ ま り非熟練化が 考え られ る 。 次に 、

新技箭の 発展の 第二 段階で 、 新技術の 操作の 容易化 は、情報処理 関係の 新 しい 技能の 習熟

期間 を短縮 し 、 既存の 職業領域 （例えば 、 金属加 工 に 関す る領域な ら旋盤工 な ど） にお け

るその 習熟 、 す なわ ち再熟練を可能 した とい え る 。

　だが 「こ の 抽象は 、 機械発展の 背景をな して い る社会的状況の 中で 具体的形態 を獲得し

なけれ ばな らない
。 労働過程に対する人 間の 統制 は 、 その 反 対物に転化 し

、 大部分の 人 間

に対す る労働過程 の 統制 となる」
3’）
か どうか は 、 今度 は 組織の 仕方 に よ っ て 変わ っ て くる 。

そ の さい
、 技術は 生産 と労働者 を統制する た め の 手段

y ）
とい うよ り 、 資本 蓄積 を進め る手

段 として現れ るの で あ る
3”

。
つ ま り 、

一度非熟練化 をおこす こ とよっ て 、経 営計画 の 遂行

に障害 に なる熟練は 労働者の 手 元か ら奪わ れ 、 その あ と労働力 の 価値 を上 げない 範囲で再

熟練を許 し
、 経営計画の 遂行に 生かす形 で 労働者 に そ の 技能を発揮 させ る とい う変化 の 流

れが描き出せ る。 そ こで 、 技箭の 発展 もその 流れ に応 じて 利用 され 、 技術の 観点か らすれ

ば 、 非熟練化 と再熟練化 の 関係 は 、 統制を強化す るこ とと弱め るこ との 関係で は なく 、 資

本蓄積を進めてい くための 戦略 として関連 してい るの である。

　今回の 報告で は
、

こ れ以上詳細に フ ォ ロ ーす るこ とは しない が
、 様々 な要因 が交差する

複雑性の 中か らそれ らを裏付け てい か なくては ならない の は言 うまで もない
。 その た めに

は 、 図表．1 にあ る α ordano の モ デル が利用可 能で は ない か と考えて い る
。
　 Giordano は 、

技術 （オ ー トメー シ ョ ン ） と組織 （小集団管理 ）の 関連 を次の よ うに図式化 してい る
’f）

。

既＿ 驫
／

町＼
（企業の レ ベ ル 、 　 　 i　 労働 の 再組織化 ＿

飜 な経済 ＼ i／ 　 靉緲
　の 影響力）　　　 新しい 意思決定の 形態　　　　　　 統制権の 喪失

図表，1，．．偶姻 御 9の吊デ〜レ

　そこで は 、 労働へ の 影響が 自律性や統制権に関 して述べ られ てい るが 、
い くつ か の 影響

因が 関連 して作用 してい る こ とが 示 され てい る。 そ こ では、特定の 文脈 の 中で 、非熟練化

された労働が 、 さらに 「労働の 衰退」 に つ なが るか 再 熟練 へ つ なが るか は 、 さ らに管理 と

組織の あり方にか か っ て くるとい うこ とも示 されて い る。

筥功
Bravc柵 融塾〃 ．cit，P．！93 ／邦駅　繭掲書．213・214 ぺ卩ジ 、

34）
副 ご．

，P、193 ／邦釈　藺掲警 ，ヱ14．
コS

「そ撫 剰緬 値姓 謝 るた めの 手段なの で あ る． 」．KMailt、卯 噂 3蛎 漱 脳 書 48Sペー…．
sの
L 、Giordano，op．ctt．，P，3，「E8ure　l 労働 の 組撒化 の 変化 」 モ デル 3 よ り引用．
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む すびに か えて

　今ま で 、 特に 労働過程論の 議論を中心 に＃熟練化か 再熟練化か とい う問題 は 、 両者 は関

連 しあ っ て お り 、 非熟練化が行わ れ るか ら再熟練化 も可能 にな る とい う
一

定の 結論 を導 き

出 した。 行論か ら、 熟練の 変化に は 二 つ の 側 面が 描 くこ とが で きる （図表、2）。

  労働者の 不安定な状態一一一一 一一一一  労働の 社会化の 進展 に よる抵抗主体の 増強

　安価な労働者 へ の 代替

  既存の 労働者群の 熟練の 移転
一一 一一 一  技術の 発展 、短 い 時間で の 技能の 修得 と新た

（組織 と機械）　　　　　　　　　　　　　 な労働領域の開拓

　　　　　　　　図表 ．2 弗熟練化 （p，もた らす二つ の 側面

そ して 、 非熟練化 と再熟練化 の 関連は 、 次の よ うな図式 に展開で き る （図 表．3） 。 こ の 図

で は 、 両者の 関連と ともに f労働の 衰退 」 の 可 能性 を全 く否定で き るもで は ない と言 う意

味で 「労働の 衰退」 の 位置づ け も加えて い る。

　　　　　　　　再熟練 化

　　　　　　　　　个 

　　　　  　　　i
熟練 一一一一一・一・ny−〉 非熟練化 一・一… 一一一一一》 「労働の 衰退 」

図表．3　非熟練化 と再熟練化 の 関連

　こ の よ うに 、 非熟練化 と再熟練化は 関連 しあ っ て い るの だが
、 非熟練化 され た 熟練を 労

働者層 に好ま しい 形で 再熟練化 に つ なげる こ とが で きるか 、　「労働 の 衰退 j に つ なが るか

は様 々 な影響因 の 関連の 中で変わ っ て くるの で あ る。 そ こ で 、 今回の 報 告で 明 らか に した

非熟練化 と再熟練化の 関連を踏ま えて
、 さらに複雑な経済状況 と技術の 多様性 、 労働 者 の

主体的な抵抗 との 関連を よ り詳細に検討す る こ とで 研究を進め たい と思 う。

一 10一
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　　　　　　　合衆国の 人材派 遣業 と雇用 リス トラ

The　Temporary　Help　SupPly　Industry　and 　七he　Restructuring　of 　Labor　Foeee　in　the　V，S．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　関西大 学 大学院　　仲野 （菊地 ）組子

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Xan3ai　u皿圭v 層　6rad騒ate 　School　　Kumiko　K幽　翼akano

は じめ に

　 1980年代 に 本格化 す る合 衆国 の 産業 ・企業 の リス トラ ク チ ュ ア リ ン グ （以 下 リ ス トラ と

略 記）は、1960年代後 半 には じま る生産性上昇の 鈍化 、 国際競争力の 低 下 に そ の 発端 が あ

る 。 それ ゆえ 、 その 解 決策 と して 生産性 の 高い
、 国際競争力の あ る 日本 の 生 産 シ ス テ ム が

従 来 の 合衆 国の 生 産 シ ス テ ム を超 え た もの と して 位置づ け られ て 研 究 され 、 導入 さ れ た 。

80年代 に は ME 技術 革新が 本格化 す るが 、 それ も合衆国で は 、 日本 の 生産シ ス テ ム や管理

シ ス テ ム 、 したが っ て JIT シ ス テ ム （Just−ln−Time）や QC 管理、 さ らに は ア ウ トソ ー

シ ン グ や企業下 講構造 （ネ ッ トワ ー ク ・プ ロ ダ クシ ョ ン ）を ともな い なが ら進行す る こ と

に な っ たの であ る 。

　 しか しなが ら＼ こ の 史上 の 大転換 に 際 して の 難関 とな っ た の は 、 合衆国で は雇用 制度が

細 分化 され た職務 に 対応 した もの で あ るため 、 古い 技術 に 対応 した労働者の 大量 の レイ オ

フ と 、 新 しい 技術 に 対応 した 労働 者の 採用 と い う入 れ 替え、 つ ま り労働毒場の 流動化を ど

うス ム ーズ に 行 うか とい う点で あ っ た 。
こ の 問題 を解 決す る ため に 、 社会的に み る と 3 っ

の 手 立 て が と られ た と言 える 。 1 つ は、 レ イオ フ や配 置転換 に 対 し労 働組 合の 抵 抗 を弱 め

る こ と 、 な い しは 、 労働 組合を回避 して 新 し い ± 地で 労働組 合の ない 工 場 を建設 した こ と

で あ る
1）

。 2 っ め は 、 連 邦政府 が 新保守 主義に 基 づ い て 、社 会保 障制 度 を削 減 した こ と で

あ る 。 こ れ に よ っ て 失業 した 労働 者は、以 前 よ りは低賃金 で 労働 条件の 低 い 不 安定雇罵 に

甘ん じざる をえ な くな っ た
2 ）

。 3 つ めは 、不 安定雇 用 へ の 入 れ 替 えを促進 す る 人材派遣業

の 活動 を放任 す るこ とで ある 。

　こ れ らの 結果 、 合 衆国 の雇用 リス トラ は 、   労働 組合 の 組織 率 の 低 下 （民 間で 1994年

1五％）、  社 会 保障の 削減 、   企 業の 状況 しだい の 雇用 で あ る コ ン テ ィ ン ジ エ ン ト ・ワ ー

カ ー （パ ー トタ イマ ー
、 派遣労働 者 、 企業内プ

ー
ル 労働者な ど）の 増 大

3 ｝
をも た らすに 至

っ たの で あ る 。 そ して 今 日で は、雇 用 は 断続 的で 分割的 な もの に な り、企 業は just−・in−・

time　employment
「
と plamed 　 staffi   を抱き合わ せ 、 臨時的 ・非正 規的 な雇用 身分 の 労

働者 を多数常時雇用 して計画的に 配置する ようにな っ て い る 。

　本 報 告では、多様化 した雇用形 態の 中で も と りわ け派遣 を と りあげ 、派 遣労 働者 の 増 大

が 労 働 市場の 構造 と雇用 の形態に 及ぼ した影響 を明 らか に したい 。 とい うの も 、 合衆国は 、

先進国 の 中で も 、まれ にみ る規 制 の な い 、 派 遣 自由国
4｝

で あ り 、 派 遣 の 典 型的 な姿 がみ ら

れ るか らで あ る 。

1　 80年代以 降の 雇 用構造

　図 1 の製造 業 の 雇用者 数 と生産 高に 示 すよ うに 、 82年以 降雇用者数 と生 産高 は比 例せ ず 、

90年 以 降は反 比例 さえす る姿 を示 し、 第 2 次大戦以 降か らみ て も 、 82年を機に 大転 換 が生
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じて い る こ とが わ か る 。 こ れ は 表 1 、 大量 レイ オ フ 数 と レイ オ フ の 理 由か らみ て も 、 A 〜 J

の 理 由に あ る よ う に財 ・サ
ー ビ ス の需 要不 足、倒産 、駈 有者 の 変更 、 企業の 移転 、 契約 の

キ ャ ン セ ル 、 輸入 品 との 競 争、モ デル チ ェ ン ジ 、海 外新 立地な どが 雇用 削減に 至 っ て い る

こ とがわ か る 。 また表 2 は通 常の 失業保 険 受給期 間 の 26週 をすぎて も まだ 失業 して い る人

の 全失 業 者 中の 割 合 を示 して い るが 、 80年代 は 、 こ の 半年以上 の 長期失 業者の 割合が増 大

して お り、景気 回復 にか か わ りな く、 失業 は 好転 して い な い こ とがわ か る 。 ま た男女別 の

失業率 、労働 力率 の 表 2 をみ る と 、 90年代 に は 女性 の 方 が 失業 率 が低 くな っ て お り、女性

が 高い 労働力率 を継承 して い る こ とを重 ねて 考 え る と、 男性 と対照 をな して い る 。 女性 が

男性の 正 規職 に か わ っ て コ ンテ ィ ンジ ェ ン ト ・ワ
ー カー

（contingent 　worker ）と と して 労

働市場 に 引 き出 され る傾向があ る こ と もう か がえ る 。

　 こ れ らの 失業者が就 くで あろ う職種の 雇用 形態 を示 したの が表 3 で あ る 。 内部 市場 の 直

用 で あ っ て も従来か らあ るパ
ー トタイ マ

ー
の 他に 大 企業 に は 内部 プ ール をも ちそれ に 労 働

者を登 録 させ 、 必 要に 応 じて よぴ だす もの （call 　 ins）が あ る 。 また外部市場 は 、 ア ウ ト

ソ
ー

シ ングの 様 々 な形態 を示 して い る 。 こ れ らは ビ ジ ネ ス サー ビ ス 業 と
一

般的 に よば れ る

が 、技術 的 に高 度な も の 、専 門的 な もの か ら、ほ とん ど技 能 を必要 と しない もの まで 分離

しな が ら存在す る 。 これ らの数 は 表 4 に示 した よ うに 80年 代 に 急増する 。 表 4 の ビ ジネ ス

サー ビ ス とは ビ ル メンテ ナ ンス 、 コ ン ピ ュ
ータ 関連 サー ビ ス 、人材供 給業 、 広告 業、 レ ン

タル サー ピ ス等 で あ る 。 自営業 は表 5 で 示 す よ うに 、少 な くとも半数以 上が 今 日で は ビ ジ

ネス サー ビ ス と推 測 され る 。

　 派遣 の 労 働者 の 増 加 は そ の 中で も きわ だ っ て お り、 1994年 に は 200万 人に 達 して い る 。 し

か しこ の 統計は 、 産業分 類 上 、 また登 録 者数 で は な い 賃 金台 帳上 の 人 数 の た め 過 少に 表 さ

れ て い る 。 派遣 の 職務 内容は表 6 にみ るよ うに45％が 事 務 （女性 ）で あ り 、 30％が 工 業 職

で あ る 。 その 他 は技術職 、 医療保 健職 で あ る 。 事 務職 は 、 OA 化 に とも な うオ ペ レ ーター

の 比率 が 高 い 。 賃 金 は 平均 よ り低 く付加給付 は ほ とん ど つ か ない 。 外部 市場 の 形 態 に あ る

もの と内部市場 の 周辺 に あ る もの をあわ せ て 、
コ ン テ ィ ン ジ ェ ン ト ・

ワ
ーカー とよば れ て

い る 。 こ の 雇 用 者数の 統 計 はない が 、 全 労働力 の 3 分 の 1 か ら 4分 の 1 とい わ れて い る
5 ）

。

　 こ の ように 、 82年以降 企業は 正 規雇用 者を削減 し、 景気が 回復 して 生 産 が増 大 して も 、

正規雇 用者 は増 や さず 、 非正規雇 用 者 を適時 採用 す るか 、 な い しは 常時 必要 と しな い 専 門

職 や 、 単純 反復 業務 を分 離 し て 、 それ らを下 請化 す る よ うに な っ て きて い る 。 それ に と も

な っ て 雇用 形態が 多様化 し、 不 安定雇用 が 増大 して い る とい え る 。

II　 人材派遣会社の 求 職 ・求人 業務

　次 に 、 人材派遣の 求職 ・求人業務の 遂行を検討す る こ とに よ っ て 、 こ の 雇用 形態に 特有

な労 働者の 状態を検討 した い
e ）

。

　一般 に 人材 派遺会 社は 労働 市場 に おい て 求人 と求職 を仲 介 す るも の で あ る とい われ て い

る 。 しか し 、 そ の 議論 は 、 仲 介す る派遣 会社 が 両者に 公 正 で 中立 で あ る こ とを前提に し て

い る 。 結 論 を先 に の ぺ る と派 遣会社は 、 公 正 中立 で は な く、派 遣 先の 大企 業 の 雇用 戦略 に

あわ せ た形 で労 働者の 選 別や 労働 コ ス トの 削減を行 っ て お り、 そ の 結果、派遣労働者は 正
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規雇用 労働 者 とは区別 された、労 働法 上の 保護 や福 祉 の 少 な い か 、 まっ た くない 労 働 者 に

落とされ る 。 したが っ て 人材派遣 とい う雇用形 態は 、
「雇用 形態の 多様化 」 や 「コ ン テ ィ

ン ジ ェ ン ト ・ワ ーカー J として
一

括す るこ との で きな い 特殊性を も っ て い る。 その 特殊 性

は 、   人材派遣業は私 的 な営利 企 業で あ る こ と と 、   雇用 関係 と使 用 関係が 分 離 し 、 か つ

派遣会 社 と派週先企業 と の 派遣 契約 が、雇用 契約 に 優先 する とい うこ とか ら発 生 す る 。

　（1 ）求 職業務に つ い て

　 派遣業は 自己の プール に あ る労働者 を他の 企業 へ 派遣 す る こ とか ら利 益 を得 る こ とを業

と して い るた めに 求職 と求 人が 2 つ の 主要な業務で ある 。 しか しな が ら、 失業者の 増大の

もとで は 求人 よ りは求職が命運 を制す る業務とな る 。 したが っ て 、 派遣会社 の 企業戦略 の

ポイ ン トは労働 者 をど う売 り込 む かに置か れ る 。 Parkerに よれ ば派遣会社は 、 で きるだけ

派遣先 に よ く思わ れ る労働者 を送 り込 み 、 その 派遣先に 次の 職があ るか どうか の 情報を そ

の 労働 者か らとる 。 ま た監 督と称 して 派遣 先 に 入 り 、 人 事担 当 とコ ネ を っ け る 、 接待 を し

て 優遇 して も らう 、 とい っ た行動 を とる 。 そ の 中で も業界あ げて の 最 大 の 売 り込 み ポ イ ン

トは 「付 加 給付 がい らない 」 ．「雇用 に 関 す る
一

切 の 事務は 不要で あ る 」 とい う点で あ る 。

Parker もMoore も 、 派遣 とい う雇用 形態は 企業 が 必 要 と した と い う よ りは む しろ 、 人材派遣

会社の 売 り込 み 戦略か ら出て きた もだ との べ て い る
7）

。 全 国 、 地方の 派遣協会 が 大々 的な

宣伝 を した もの その ため で あ る 。

　 こ こ で い う付 加給付 が 不要 とい うの は 、 派遣 先は賃 金 と派 遣料 （賃 金 の 30％ 〜 40％） を

派遣 会社 に 支払 うの み で あ る とい うこ とを さす 。 派遣 会社 は 、 勞 働者 と雇 用関 係が あ るの

で 、雇 用 主 と して 法 的に 必要 とされ る社会保 険掛 金 を 、 そ の 派 遣料 か ら支払 うこ とに な る 。

付加給付は 法的に は 必要 とされ る もの で は ない た め 、 で きる だ け給付 を しない で す ませ る

こ とで 利潤を高 く保 とう とす る。 労災や失業保険掛金 は雇 用 主の 全額 負担 の た め 、 こ れ を

で きる だ け き りつ め よ う とする こ とは 言うまで もな い 。 失 業保険の 掛 金 は 、 日本 とま っ た

く違い 、 州 ごとに 異なる とは い え 、 多 くは メ リ ッ ト料 率
8 ｝

で あ り、 失業保 険 を給 付 した額

や 、 賃金 の 高さ に よ っ て 掛金が 異な る 。 賃金 が高か っ た り、給付 額 がゼ ロ で あれ ば掛 金 は

極端に 下 が る仕組み に な っ て い る 。 また健康保険も 日本 と異 な り企業 の 付 加給 付 の
一

つ に

な っ て い る 。 合衆国は労働組合の 団体交渉 に よる協約 と して こ れ らの 付加 給付 を勝 ち と っ

て きた経過があ る ため 、 労働組合 がな く団体交 渉 がで きな い とい うこ とは 、 付 加給付が 極

端に小 さい こ とを意 味す る 。

　次に職務は正 規雇用者の補助者 （helper） と して の 職務 が 多い ため 、

一定 の 技能 を も っ

て い て も能力 を発揮で き る とい う もの で は ない 。 特に 事務職は OA 化に よ る単純 ・反復 の

コ ン ピ ユ
ータ操 作 に あて られ る こ とが 多 く 、　 「退屈 で昇進の な い仕事」 で あ る 。 そ して 職

場で の 人 聞関係 は 、 物扱 い で あ り 、 対 等で はな く、 さげすまれ た地位に あ る 。 Parkerは 、

短期間で 派遣先 を とりか え る こ とがで きるか らこ の ような仕事に 耐 え られ る の だ と言い 、

また派遣 先では 、 離職 率 の 高 い 単純 ・反 復業務 を派 遣業務 と して 分 離す る の だ と言 っ て い

る
9 ｝

。 また 派遣会 社 と派遣先 との 派遣 契約 に は労働 者が参加 で きず 、 通 常 、 労 働条 件は 派

遣先の い われ る ま ま に従 っ て い る 。 派遣 先 は気 に入 らない 労働 者を さ しか え る こ と さ えで
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きるの で 事実上 の 解雇権 を持 っ て い る 。 派 遣 日数は 、 職種 に よ っ て 異 な る が 、事務 職の 場

合で 3 日 〜 2 週 間 とい われ て い る 。

　（2 ）求 人 （採用 ）業務 に つ い て

　 こ の よ うな求 職の状況 で あ るか ら 、 求 人 （プ ー
ル か らの 採 用 ）は きび し い 。 事務 職で あ

れ ば語彙、ス ペ リ ン グ 、数学の テ ス トを課 し、す ぐに 役 立 つ
一定 の 能力 が 問 わ れ る 。 また

派遣先に 気 に 入 られ るよ うな 、 トラ ブ ル をお こ さな い
、 トラ ブ ル に か か わ ら な い 労 働者で

あ る こ とが 条 件 とな る 。 加 えて 労 災や 失業保険の 関係か ら 、 病歴 や職歴 を調 べ られ る 。 す

な わ ち採用は 派遣 会社に と っ て も、 派遣先に と っ て も鄙合の よい 労働 者が 選 別 され る の で

あ る 。 大 きな 派遣会社 に は 、 カ ウ ン セ ラ ー
が 存在する が 、 そ れは 選 別 もれ の 労 働 者や 派遣

先の トラ ブ ル を心 理 的 に なだめ る役 をす る よ うで あ る 。 こ の プ ー
ル か らの 選 別 もれ の 貴任

に つ い て は 、 き ま っ て どの 会社も
“

派 遣会社は ビ ジ ネス サー ピ ス 業で あ る
”

と答え 、、関知

しな い とい う態度で あ る とParkerは の べ て い る 。

　 こ の よ う な求職 ・求 人の 業務か ら明 ら か な よ うに 、派遣 の も つ 特殊 な雇用 形 態は 、結局

労働 者に と っ て は 二 重 の 選 別 （派遣会社 と派 遣先）を通 っ て は じめ て 仕事を 確保 で きる こ

と を意味す る 。こ の 選 別 は 労 働 者保 護の 最低 基準を 定 め た法 を最高基 準に す る 、な い しは 、

法 以下 の 労働者 を つ くりだ す 。 そ の 結果 、 無保護か 、 ない しは 最低の 保護 しか受け られな

い こ とを条件 に （それ と引 き替え に ）、雇用 を得 る と い う制 度 を つ く り出す の で あ る 。 合

衆 国 の 場合 、派 遣労働 者 を保 護 す る 法律 が な い こ とに 加 えて 、公 的に 給 付 され る べ き も の

が 企 業 に よ っ て 給付 され る こ とが 、こ の よ うな極 端 な形で み じめ な労 働 者 を うみ だ して い

る 。 そ して 、そ の ような代償 を払 っ て得 た仕 事は 、誰 に で もで きる、 そ し て 誰 か らもい や

が られ る仕 事で あ り、その 仕事 は 、人間 扱 い され な い 環 境 の もとで 遂 行 され る 。 彼 女 ら 、

派遣労働者をみ ずか ら
“

war 皿 bodies （無 能な労働 者 ）
”

とよぴ 、派遣会社 を
‘‘Fresh　Ped

dlers（売春の 客引 き）
”

と よぶ 。 こ れ は 日本で 派 遣会 社 を 「女衒 」 とよぶ の と同 じで あ る 。

あ る派 遣労働 者 は次 の よ うに 証 言 して い る 。
「派遣 と して 働 く場合に は 、人 は 二 流 市 民 と

して 扱 われ る 。 常用 の 人 達 は派遣 労働 者をそ の職場 に 所 属 して い な い かの よ う に 扱 い 、 多

くの 場合 は ま っ た く無視 す る 。 管理 者は 派遣 労働者 に何の 興 味 も示 さ ない 。 私 は ほ とん ど

訓練 され ずに 配 置 され る 。 そ して 何 時間 もその 仕事 に 就 い て きたオ ペ レ ータ ー と同 じ生 産

量を期待され る 。 派遣 と して 働 くこ とは 、 プ ライ ドを投 げ捨 て るこ とで あ り、 進取 の 精神

も態度 も失わ れ る 」
L ω

。

III 今 日の 派遣 利用 の 特徴 と労 働者 供給 業 と して の 派遣

　 以土 、 IIで み て きた派 遣 とい う雇 用形 態 が 元来 も っ て い る特 徴 に 加 えて 、 今 日で は 派 逮

業 と大企 業 とが タイア ヅ プ して 派遣 労働 者 を 「有効 」 に 「フ レ キ シ ブル 」 に 使 う計画的 配

置 （planned 　staffing ）が 生 じて い る
11 ｝

。 　こ の こ とは、派 遣利 用 が一般 化 して 、 補助的

に 派遺 を使 う と い う段 階 か ら 、 あ る職 務 を派遣 専用 職務 と して 計 画 的に 割 りあ て て 使 う と

い う段 階に 至 っ て い る こ とを 意味 し て い る 。 特に 、 自動 車の 部品の 下 請 工 場 、 電 子 部品 工

場 の ア セ ン ブ リ
ー ！ Zj

な どで は 、生産 の ピ ー
ク 時 だ け で な く、常 時、派遣 労 働者 が 配 置 され

一 14 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Academy of Labor and Management

NII-Electronic Library Service

Japan 　Aoademy 　of 　Labor 　and 　 Management

て い る職 務 が 存在 す る 。 か つ て は ピー ク陦 が すぎる と正 規雇用者を レ イ オ フ す るの が 常で

あ っ たが 、 派遣利 用が 一般化 する ように な っ て か らは 、 正 規雇用者は レ イ オ フ の 恐 怖か ら

解放 され た とい わ れて い る 。 しか し、 その 裏 で は 、 派遣 の 方 は い わば レ イ オ フ 要員 と して

の 地位 に 固定 され て い て 、 正規 に は もは や 上 が る こ との で きな い 存在 で あ る 。 時に そ の よ

うなチ ャ ン ス があ っ た と して も 、 生産量 の 成績 の 優 秀 な 者は 正 規社員に する と い う 動機 づ

けの ため で あ り、ご く少数 の もの が その チ ャ ン ス に あ ず か る だ けで あ る 。

　 また派 運の 工 業職の 中で もア セ ン ブ リーは 、 軽労働に 入 る が、今 臼増大 して い る の は 、

日雇の 重労 働の職務で あ る
13
  職種は 、 清掃や夏 の 清涼飲料 の 配送や倉庫 ・建設 関 係、庭

園の 維持 ・管理 、 貨物の 清掃 、 凍 っ た 肉の 運搬 、建 設現 場 の セ メ ン ト こ ね 、 新聞店の 広告

の 折 り込 み 、 新 聞社の 印刷 室の 清掃 、
工 業用 衣類の 洗濯、洗 車 、 組立 工 な どで あ り、 危険

で 汚 く人の い や が る単純作業で 、 多 くは重 労働で あ る 。 こ れ らの 職種 で は黒 人 とヒ ス パ ニ

ッ ク の 割合 が 高い 。 派遣先は表 7 に 示 した よ うに 百貨店か ら IBM まで 広 い 。 彼 らの 賃 金

は 、 ほ とん どが 最低賃金で あ り、 仕事は週に 3 回あれ ば よい 方 とされ て い る 。 彼 らは 早 朝

か ら待合室で あ るハ イヤーホ ール に 出向き 、 仕事の 割 り当て を待 つ 。 仕 事 に あ りっ け ば 派

遣 先の トラ ッ ク で 仕事場 に 連れ て 行 か れ 、 仕 事が終 る とまたハ イヤ
ー

ホ ール に 戻 り、 そ の

H の 賃金 、 ない しは 週賃金の 支払 い を う け る 。 宿貸 しや金 貸 しをする派 遣業 者 もめ ずら し

くな く、

一
度 日雇プ

ー
ル に 入 れ ば 、 貧困の 悪 循環か ら抜 け 出すこ とは 困難 とい わ れ て い る 。

こ の よ うな 日雇重労 働の 派遣 プ ール は、南 部八 州 を中心 とす る 37都市だ け で 、 237事業所

が 確認 さ れ て い る （表 8 参照 ）。 Wall　 Street 　Journal に よれ ば こ う した プ ール に 登録 し

た労 働者 は tg83年で 200万人 と推 定 され て い る （統 計は 存在 しな い ）。

　 こ れ らの 工 業 職の 派遣 の 使 われ 方か らみ る と 、 人材派遣 は 80年代 で は ME 化 ・情 報化 に

竝応 した ビ ジネス サ ービ スで あ る とい われ たが 、 む しろ 、 労務供給業で あ り 、 職種は 、 産

業 動向や 企業の 労働 需要に応 じて 定 まる こ とが わ か る 。 そ の 上 、 高度な専門職 に 特化 した

巨大 派遣 会社以外 は 、 事務職 と工 業職 の 両 方の 派 遣業 を営み 、 事務 職だ けで な く 、 工 業職

に 不 熟練の 派遣労働者 を よ り多 く送 り込 む よ うに な っ て い る こ とがわ か る （表 8 参照 ） 。

　 おわ りに

　80年代 の 合衆 国の 雇用 リス トラ は、国際 競争 の も とで 、労働 コ ス ト削減策 がME 化 ・情

報化 によ る技術 革新 と結合され て 生 じた もの で あ る 。 その ため 職務は ネオ テ
ー ラー的 に 再

編 され、技能 の 高低 に応 じて、 また必要 に 応 じて 弾力的 に ア ウ トソ
ー

シ ン グ され るに 至 っ

た 。 その 結果 、 労働 市場 は 、 従来 か ら内部労働市場に 存在 す る パ ー トタイ マ ーに 加 えて 、

外部労 働 市場 に も 多様な 雇用 形態 が存在 す る こ とに な っ た 。 こ の よ うな 様 々 な 雇用 形態 が

80年代の 製造業 の 大 量な 失業者の 受け皿 を つ く っ た と言え る。

　 しか し 、 派遺雇 用 は、他 の コ ン テ ィ ン ジ ェ ン トな雇用 とは ま っ た く異 な る雇 用形 態で あ

る 。 それ は 、 登 録 した労働 者の プ ール を もち 、 必要に 応 じて 労 働者 を顧 客 企業 に 供 給 し 、

使用 させ て 利 潤 を得 る労務供給業で あ る 。 同 じ ように 労働 者 を供給す る業 と して 、 古 くか

ら存在す る職業紹介 業は 、 求職 と求人 を媒 介す る が、労働 者 と雇用 関係 をも つ わ けで は な

い 。 すな わ ち 、 人材派遣業は 労働者 と雇用 関係を も つ が 、 使用 関係 は もた な い と い う特殊
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な雇 用 形態で あ る 。 人材 派遣業の こ の 特 殊性 こ そが、派遣先企業が労 働者 の 雇 用 に責任 を

負 うこ とな くその 企業 の 必 要に応 じて 、企 業 に都倉の い い 労働 者 を使 用 す る ζとを可能 に

するの で あ る 。

　 こ の よ うに して 人材派 遣業は 、 派 遣先 企業 の 雇 用 リス トラ を促 進 す る役 割 を果 た して い

る 。 それ とともに 、 雇用 は労働者 の 生 活 を保 障 する もの とは言 い 難 い 、断続 的 で 分 割 され

た もの に 変 容 さ せ られ 、 保護 と福 祉の 外 に お か れ た労働 者の 大群 が生み 出 され たの で あ る 。

1｝JITシ ス テ ム と 労働組 織 ・
労働組含 の 対応 に つ い て は 、 頤 ke　Parker　 and 　jane　Slaughter， 臆

　幽 ， （Laber　Notes　Boek，1988．）、 戸塚秀夫監訳 『米 国自動車工 場 の 変貌 』　（緑風出版 、 1995

　年）， 秋 元 樹 『ア メ リカ 労働 運 動 の 新潮流 』 （日本経済評論社 、 1992年）を参照 され た い 。

2｝Samuel　Rosemberg（ed ．），　コ匚一 U ，　（Plenum　Press， 1988）　，　ch ．4。

3）  Riehard 　Be1。us ，　S；9iLSaiiSgiill−EgSiiigMX， （Nationa！ Plarming　Ass。eiation ， 1989） ，   Virginia

　L．　duRivage　（ed ．），　 ew 　　　
”

　　　　o　　　e　Part−t
’
　e　a　　Co　t　　e　　Wo　　　o　c　，　（Economic

　Policy　 Institute，
1992．）を参照された い 。

4｝派遣 自由に 至 っ た経過につ い て は拙稿 「ア メ リ カ合衆国 の 人材派遣業」 、 関西 大学大学 院 『千 里 山

　経済学 』 第 29巻 1−2合併号、水谷謙治 「ア メ リ カ の 人材派遣業 」　『立 教経済学』 46巻 4号 、 47巻 1号 。

5）コ ン テ ィ ン ジ ェ ン ト ・ワーカー
概 念 と そ の 雇用者数 に つ い て は 拙稿 「合衆国 に お け る 労働市場論 と

　不安定眉 用 問 題J　『千 里 山 経 済 学 』 第27巻 1−2合併号 、 1994年 。

6）依 拠 して い る 文献 は、  Robert　 E。　 Parker，
　 Fres　 ed 　e　 s　 a　d　 War　 o　 s

・

一 ， （Rutger　Univ．Press，1994」，  Highlander　Research 　and 　Edu−

cation 　Center 　（HREC），　　　ow −awa 　　Wo　　e　　：　　　　　
”

　　　　　　@a 　　−
　
’　　　　　　o　ar 　　a　d　Cont

　
幽，1992 ．，  Southepn 　Regional 　Counci 工（SRC）， 　　Wo　・　　 　　 o 　 a　ab

　oo 　a 　　 e 　o 　　　 　　nt ，Atlanta，1988 ． ，  Mack 　A ．　Moore ， 　U

　 　　S　
rv

’　
e
　’　　　　　　　

e
　’　　　　abor 　　ar　　 　，（1｝issertation 　Univ．　of　Wisconsin ，1963

． 7｝Moore ，　OP．　cit．，　Parker，op．　cit，，　p．

。 8）Daniel　Price ，　”Unemployment 　 Insurance ，　Then 　and　Now　1935 −1985” ，

一， 　Oct．1985 ．／Vo1．48 ，No ． 10 ． 大平 好博 「 失 業保 険 と 労 働市 場 政 策 」 社 会保障 研究 所 編『 ア

リ カ の 　 社 会 保 障 』、東京大学出版会、 1

9年。 9）Parker ，　op，　e量t．，　p

103． 10）HREC ，　op．　cit．，

P．15． 11）Eggsgunel−
lgm

　⊥，　v　Contingent 　Staffing　Requires 　Serious　Strategy”，　April

　1995． 12） Soon 　Kyoung 　Cho，　The 　Labor 　Process 　and　Capital 　Mobility ：　もhe　Li皿it　of 　the　Nev 　

terna− 　tional　 1 ）ivision 　of 　Labor，　　　　’tics
　
a　　　　o　’e　　，　Vol．14 ，　No．

C　1985伽 13）SRC ，　

． 　ei
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　　　　●人材ほ遺躍 ヒは．上記 ｛ っ の う6’NntptOrtnent　CoatraCtors−To 皿 凶 隠 ry　Hclザ を さす ．これを全

　　　　 口重撮 と 卩 ＿ヵ ル 建 璽と に 分釦 し r モの うち工粟軌 ζ非工 鼠職 の両方 奄儀給 ナ る 』の をと ウ出 ナ．
　　　　● ロ ーカ ル 企蜃で は 工 梨職 匕露工覆 鰍 の両方 を餓給す る もの と．筋肉＄働のみ を供給丁 るh の を と口

　　　　 出ナ。以上±では竃話帳 に よ る分 麟．
　　　　●A ，B の 含計箭 6企 畿 セ電騒 雫 イ ンダ ビニーで 団昆 」た締只 ．2JTh‘レ イ’‘一プー彪 を し つ 5觚 肉

　　　　　8 旭労働 を 眺給ア 凸こ と が 何窮し
．
た 曾殃 ワは レイ川 ■プ 冊ルを阿たな ti』O 雫遅緬 が と n な いもの

　 　　 　 で h も．
★印 　人 材瀬遭 の4曝 晒 のみ を対 象とし r； bの 　　5印 　旗亟 でないσ鼠所の み 髻リス ト」r：もの
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「 日 本 的 労 使 関 係 」 と 経 営 参 加 の 今 日 的 展 開

　 　 　 　 　 　 　 　 The　Present　Development　of 　Japanese　1ndustrial

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Relations　and 　Vorkers
’
　Participation

　 　 　 　 金 沢 大 学 　 　 澤 田 　 幹

Kanazawa 　University　　Miki 　SAWADA

1　 は じめ に

　 「 日 本 的 経 営 」 下 の 労 使 関係 は 、 工970年 前後 か らの 能 力 主 義 管 理 導 入 と 1980年 萠 後 の 労

働 組 合 「再 編 」 を 契 機 に 、 　「協 調 的 労 使 関 係 」 か ら 「統 合 的 ・一
体 的 労 使 関 係 」 へ と 変 質

して き た 。 そ の 過 程 で 、 企 業 別 組 合 の 「企 業 内 部 化 」 、　「第 二 労 務 管 理 機 関 化 」 な ど が 促

進 さ れ 、 「日本 的 経 営」 に お け る管 理 体 制 は か つ て な い ほ ど に 強 固 な もの と な っ た 。 個 々

の 労 働 者 を 企 業 内 に 「囲 い 込 み 」 な が ら 、 資 本 の 輪 理 に 基 づ く 「働 か せ 方 の フ レ キ シ ビ リ

テ ィ 」 の 貫 徹 が は か られ る 体 制 が 確 立 さ れ て き た の で あ る 。 さ ら に 、 日本 的 な 「労 使 関 係

の 安 定 化 」 と 、 そ れ を基 礎 とす る 生 産 性 、 経 営 効 率 の 改 善 に は 、 日 本 生 産 性 本 部 （現 、 社

会 経 済 生 産 牲 本 部 ） が 中核 とな っ て 推 し進 め られ て き た 「日本 型 経 営 参 加 」 が 、 き わ め て

大 き な 役 割 を果 た して き た こ と も周 知 の とお りで あ る 。

〔 D
　 と こ ろ で 、　「日 本 的 経 営 」 は

現 在 、　「平 成 不 況 」 を 契 機 と し た 経 営 戦 略 転 換 に 伴 う雇 用 の 弾 力 化 、 労 働 力 利 用 の 弾 力 化

の 推 進 と い う新 た な 段 階 に 入 り つ つ あ る 。 そ して 、 日 経 連 の 1995年 報 告 書 （日 経 連 、 新 ・

日本 的 経 営 シ ス テ ム 等 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト報 告 r新 時 代 の 「 日 本 的 経 営 」 』 ） は そ の メ ル ク

マ
ー ル と も言 う べ き 内容 を含 ん で お り 、 高 い 関 心 が 寄 せ ら れ て い る 。 そ こ で 、本 稿 で は 、

こ こ で 提 唱 さ れ た 「新 ・日 本 的 経 営 」 が 労 使 関 係 に 与 え る影 響 と 、 そ れ を 受 け た 「日 本 型

経 営 参 加 」 の 展 開 の 分 析 を 試 み る も の で あ る 。

2 　 「雇 用 の 弾 力 化 」 の 進 行 と 「新 ・日 本 的経 営 」

　前 掲 日経連 報 告に お け る 「新 ・
日 本 的経 営 」 構 築 の 提 言 の 概 要 は お お よ そ 次 の と お りで

あ る 。 　 　 　 　 　 ・

  　従 業 員 の 雇 用 形 態 を 「長期 蓄 積 能 力 活 用 型 グル ープ 」　「高 度 専 門 能 力 活 用 型 グ ル ープ」

「雇 用 柔 軟 型 グ ル ー プ」 に 分類 す る 。 全 体 的 に は 、 管 理 職 や 事 務 ス タ ッ フ 職 を 次 第 に 「少

数 精 鋭 主 義 」 化 さ せ 、 逆 に 、 雇 用 柔 軟 型 従 業 員 や 高 度 専 門能 力 活 用 型 従 業 員 を 徐 々 に 増 加

さ せ る こ と に よ り、 「総 額 人件 費 管 理 」 を 容 易 に す る 。

  　 そ れ ぞ れ の グ ル ープ に お け る 羅 用 契 約 の 長 さ 、賃 金 形 態 、処 遇 制 度 な ど は 明 確 に 区分

す る 。 ま た 、 長 期 蓄 積 能 力 活用 型 従 業 員 に お い て も 、洗 い 替 え 方 式 の 職 能 給 や 年 俸 制 な ど

の 導入 に よ っ て 、 個 々 の 従 業員 の 業 績 や 貢 献 度 を 処 遇 に 反 映 さ せ 、 能 力 主 義 管 理 の 徹 底 を

は か る 。

  　 長 期 的 経 営 戦 略 との 関 連 に お い て 、 上 記 の そ れ ぞ れ の グル ープ が バ ラ ン ス よ く維 持 さ

れ る よ う に 、 「雇 用 ポ ー ト フ ォ リオ 」 を 検 討 す る 。

  　処 遇 制 度 、 能 力 開 発 、福 利 厚 生 、時 間 管 理 な ど 、労 務 管 理 の あ ら ゆ る 局 面 に お い て 、
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「個 性 重 視 」 あ るい は 「個 人 の ニ ーズ の 多 様 化 へ の 対 応 」 を ス ロ
ーガ ン に 、 個 別 管 理 （個

人 別 労 務 管 理 ） へ の 傾 斜 を 強 め る 。

　 日経 連 で は 、経 済 成 長 の 鈍 化 、 労働 力 需給 に つ い て の 短 期 ・中 長 期 的 な 対 応 の 必 要 性 、

高 コ ス ト体 質 改善 の 強 化 、 余剰 人 員 の 大 量発 生 と 産 業 間 ・職 種 間 の 労 働 移 動 の 活 発 化 、そ

し て 国 内 の 産 業 ・技 術 ・雇 用 の 空 洞 化 問題 を 「企 業 を め ぐる 環 境 変 化 」 と 捉 え て 、 こ の よ

う な 主 彊 を 行 っ て い る の で あ る 。 そ れ は 、 雇 用 形 態 の 多 様 化 と 労 働 力 の 流 動 化 （フ ロ r 型

労 働 市 場 の 形 成 ） に よ る 「日 本 的 」 労 務 管 理 再 編 を提 唱 す る 労 働 省 の 方 針 と 、 基 本 的 に は

同
一線 上 に 位 置 す る もの で あ る 。

C2 ）

ま た そ れ は 、現 在 各 企 業 に お い て 進 行 中 の 「リ ス ト

ラ ク チ ャ リ ン グ 」 下 で の 戦 略 的 人 的 資 源 管 理 の
一

般 的 方 向 性 と も一致 し て い る 。

　 し か し 、そ れ ら は 「高 コ ス ト体 質 」 や 余 剰 人 員 問 題 に 関 わ る 経 営 者 責 任 に つ い て ほ と ん

ど触 れ ら れ て い な い 点 、 「雇 用 の 弾 力 化 」 を 推 進 す る 立 場 に あ りな が ら 、 中途 採 用 そ の 他

の 新 た な 要 員 ・採 用 管 理 、横 断 的 労 働 市 場 形 成 の 具 体 的 櫓 針 や 、 高 度 専 門能 力 活 用 型 な ら

び に 雇 用 柔 軟 型 従 業 員 の 処 遇 網 度 、 能 力 開 発 制 度 な ど に つ い て の 言 及 が き わ め て 不 十 分 で

あ る 点 、 さ ら に は 、雇 用 管 理 や 労 働 時 間 管 理 に お け る 「規 制 緩 和 」 推 奨 と 結 び つ い て 、労

働力 の 無 限 定 な 弾 力 的 運 用 の 促 進 と直 結 す る 点 な どか ら 、 「弾 力 化 」 の 名 を 借 りた 労 働 者

切 り捨 て 策 で あ る と の 批 判 は 免 れ え な い 。 　「能 力 主 義 」 強化 の 結 果 、 職 場 内 「生 き残 り」

を か け た 労 働 者 間 競 争 は 激 化 し 、 企 業 外 に 弾 き 出 さ れ た 多 くの 労 働 者 は 「高 度 専 門 能 力 活

用型 」 な い し は 「雇 用 柔 軟 型 」 と い う き わ め て 不 安 定 な 地 位 を 強 い ら れ る こ と に な る 。 す

な わ ち 「普 遍 的 な 性 格 を もつ も の で あ り、今 後 と もそ の 深化 を 図 り 、 堅 持 して い く必 要 が

あ る 」　「人 間 尊 重 の 経 営 」　（p ．D の 理 念 と は 裏 腹 に 、 経 営 合 理 化 、 弾 力 化 の シ ワ 寄 せ を

労働 者 に 強 い る 方 向 性 が 示 さ れ た もの と理 解 せ ざ る を 得 な い の で あ る 。

CS ）

　 と こ ろ で 、 こ の よ う な 労 働 者 の 犠 牲 の 上 に 成 立 す る 「弾力 化 」 追 及 型 労 務 管 理 に つ い て

は 、 既 に 多 くの 批 判 が 行 わ れ て き た と こ ろ で あ る 。

　例 え ば 、木 元 進
一

郎 氏 は 外 部 労 働 市 場 に 対 す る 労 働 者 の 弾 力 性 の 弱 体 化 ＝企 業 内 閉 鎖 性

の 強 化 と 、そ の 内 部 で の 資 本 の 論 理 に 基 づ く 「弾 力 化 」 促 進 の 実 態 を 「垣 根 な し の 弾 力 化」

あ る い は 「底 な し の 弾 力 化 」 と捉 え る と と も に 、 そ れ が 近 年 に な っ て は じ ま っ た もの で は

な く 、 戦 後 労 務 管 理 に お い て は 「使 用 者 の 思 い の ま ま の 規 制 に 途 を 開 くもの と し て 」 常 に

志 向 さ れ 、 強 化 さ れ て き た こ と を 強 調 して い る 。
（A 〕

　 ま た 長 谷 川 　癢 氏 は 、雇 用 形 態 の 多 様 化 と 終 身 雇 用 の 「分 断 化 」 、能 力 主 義 管 理 の 再 編

・強 化 と 複 線 型 人 事 管 理 お よ び 賃 金 体 系 の 「合 理 化 」 、人 事 管 理 の 再 編 と 「企 業 グ ル ー プ

人 事 管 理 」　「広 域 人 事 管 理 」 の 促 進 とい っ た 近年 の 労 務 管 理 動 向 を 総 称 し て 「ア メ リカ 化」

と 呼 び 、　「 B 本 的 な 『古 い もの 』 を ア メ リ カ 的 な 『新 し い も の 』 の 中 に 包 み 込 む よ う な 形

で 労 務 管理 方 式 に 具 体 化 さ れ 、展 開 さ れ る こ と に な る 」 と 指 摘 し て い る 。
⊆ 5 ）

こ の よ う な

「日 本 的 」 な る も の と 「ア メ リ カ 的 」 な る も の と の 融 合 は 、戦 後 の r 日 本 的 経 営 1　「日 本

的 労 務 管 理 」 生 成 の 過 程 で しば し ば見 ら れ て き た こ と で あ り 、 現 在 の 動 向 も ま た 、 そ の 延

長 上 で 捉 え る こ と が で き る の で あ る 。

　 な お 長 谷 川 段 は 、 労 働 者 を 「ス ト ッ ク 型 」 と 「フ ロ
ー

型 」 に 分 離 す る と い う だ け で は な

く、む しろ す べ て の 労 働 者 を 「フ ロ
ー

化 」　：臨 時 的 ・契 約 的 ・
時 給 的 労 働 者 化 し 、 そ れ を
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主 戦 力 化 す る 傾 向 、 す な わ ち 正 規 ・常用 労 働 者 の 間 に も雇 用 の 重 層 化 が 進 行 す る こ と を 指

摘 し 、 批 判 を 加 え て い る
匸の

が 、 こ れ は 、 木 元 氏 と 同 様 に 、 資 本 の 諭 理 に た っ た 厂弾 力 化 」

が 、 労 働 者 の 生 活 に と っ て は む し ろ 逆 の 作 用 を す る こ と に 着 眼 した もの で あ ろ う。

　 ま た 鈴 木 良 始 氏 は 、 出向や 転籍 、　「希望 退 職 」 、 中途 採 用 、 　「能 力 主 義 」 的 な 賃金 体系

等 に つ い て 触 れ 、 そ れ らの 現 状 が 、従 来 の 終 身 履 用 制 、年 功 制 を 基 軸 とす る 管 理 シ ス テ ム

と し て の 「日 本 的 経 営 」 に あ る 程 度 ビ ル トイ ン さ れ た も の で あ る こ と 、 も し 「弾 力 的 」 雇

用 管 理 、 「能力 主 義 的 」 処 遇 嚮 度 が 恒 常 的 、全 般 的 な も の と し て 定着 す る な ら ば 、 経 営 側

は 従 業 員 の モ ラ
ール 減退 と い う 危 険 を 背 負 わ ね ば な ら な い こ と 、 した が っ て 、 今 後 の 「E

本 的 経 営 」 再 編 も、 こ れ ま で の 要 素 を組 み 込 ん だ 緩 や か な も の に な る で あ ろ う こ と を 撮 摘

し て い る 。
｛ 7 〕

　 総 じて 、　「弾 力 性 」 の 追 及 は 生 産 性 、 効 率 性 の 論 理 に 立 脚 す る 資 本 の 論 理 の も と で は 、

必 然 的 、 普 遍 的 な 方 向 と し て 捉 え る べ き で あ る こ と が 示 さ れ て い る 。 そ し て 日 経 連 に よ る

「新 ・日 本 的 経 営 」 の 提 唱 も 、 基 本 的 に は そ の 枠 を 越 え る も の で は な い 。 た だ 、 ホ ワ イ ト

カ ラ ーの 労 働 編 成 、 職 務 編 成 や 中核 的 労 働 の 担 い 手 で あ る 男 子 正 規 従 業 員 の 処 遇 に ま で そ

の 貫 徹 が 及 び つ つ あ り、 「終 身 雇 用 」 体 ＄｝の も と に 「温 存 」 さ れ る 労 働 者 層 は 確 実 に 縮 小

さ せ ら れ て い る こ と 、 ま た 他 方 で 、 彼 ら に 課 せ ら れ る 職 務 内 容 は ま す ま す 複 雑 化 、 多 様 化

し つ つ あ る こ と か ら 、 弾 力 的 労 務 管 理 は 、 加 速 度 的 に 範 囲 拡 大 さ れ よ う と して い る こ と 、

そ し て ま た 、 個 別 管 理 と 能 力 主 義 の 徹 底 に よ り処 遇 や 雇 用 形 態 等 に 相 当 の 格 差 が 生 じ つ つ

あ る こ とは 、疑 念 の 余 地 の な い と こ ろ で あ る 。

　 そ う す る と 、 こ こ で 考 慮 す べ き 問 題 は 、そ の よ うな 量 的 ・ 範 囲 的拡 大 傾 向 が 、 日本 型 労

務 管 理 の 質 的転 換 へ と結 び つ くか ど う か と い う 点 に 集 約 さ れ る こ と に な ろ う 。 そ こ で 第 一

に 考 察 さ れ る べ き こ とは 、 上 舘 制 度 の 展 開 に より 、 企 業 内 で の 労 働 者 選 別 が 露 骨 な 形 で 表

わ れ 、 こ れ に した が っ て 、 こ れ まで 曲 が りな りに も維 持 さ れ て き た 処 遇 に お け る 「形 式 的

平 等 性 i と い
’
う r幻 影 」 が 、稲 当程 度 崩 壊 させ られ る 点 、 そ し て そ の 結 果 、従 業 員 の モ ラ

ール 低 下 が 危 惧 さ れ か ね な くな る 点 で あ ろ う 。 労 働 者 の 心 性 、働 き 方 に 依 存 し た 「9 本 的

経 営 」 に お い て は 、 労 働 者 の 企 業 へ の 「忠 絨 心 」 や 効 率 的 生 産 へ の 「協 力 体 制 1 を 維 持 強

化 す る こ と は 労 務 管 理 上 不 可 欠 な 課 題 で あ り 、 そ の た め に こ そ 、 企 業 別 組 合 を 軸 と す る

「安 定 的 労 使 関 係 」 維 持 策 が 必 要 と さ れ て きた の で あ る 。 そ し て 、弾 力 化 す な わ ち 労 働 力

流 動 化 の 促 進 と い う 状 況 下 で こ う し た 基 盤 が 確 保 さ れ る に は 、 何 等 か の 新 た な 方 策 が 用 意

さ れ な け れ ば な ら な い は ず で あ る 。 こ の 点 に つ い て 、 経 営 者 側 が どの よ う な デ ザ イ ン を も

っ て い る の か 、 そ し て そ れ が 「日 本 的 経 営 1 に 根 本 的 変革 を もた らす の か 、 日経 連 報 告 書

を 中心 ・に 検 証 し て い こ う 。

3 　 「新 ・日 本 的 経 営 」 下 の 企 業 別 組 合 と 労 使 関係

　 日 経 連 報 告 書 で は 、 激 変 す る 社 会 環 境 へ の 企 業 ぐ る み で の 対 応 策 と し て 、企 業 内 の 意 思

疎 通 経 路 や 労働 条 件 等 の 改革 へ の 「協 力 ・納 得 」 を 確 保 す る た め に 、今 後 と も企 業 別 組 合、

企 業 別 労 使 関係 が ます ます 重 要 に な る 、 と 指 摘 す る 。 ま た 、ナ シ ョ ナ ル ・セ ン タ ー と し て

の 「連 合 」 の 役 割 は 規 制緩 和 、 市 場 開放 な ど政 策 ・制 度 課 題 とか か わ る 問 題 へ の 取 り組 み
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に 限定 さ れ 、 労 働 条 件 等 に つ い て は あ く ま で 企 業 別 労 使 関 係 で 主 と し て 対 応 さ れ る べ き こ

と を示 唆 す る 。 （pp 、57−60） こ れ を
一

読 す る と 、単 に 企 業 別 組 合 を さ ら な る 「企 業 内 部 化 」

へ 向か わ せ る 提 言 の よ うに も見 え る 。 し か し こ こ で は 、 「職 場 を 共 有 す る 労 使 関 係 」 構 築

の た め に 、 団 体 交 渉 と並 ん で 、 労 使 協 議 制 、 職 場 懇 談 会 、 親 和 会 と い っ た 従 業 員 「経 営 参

加 」 の 場 、 苦 情 処 理 機 関 な ど を あ げ 、　「多 様 な チ ャ ン ネ ル を もつ 労 使 関 係 」 が 提 唱 さ れ て

い る こ と に 注 目 し な くて は な ら な い 。 　（pp ．108− 110） つ ま り、企 業 別 労 使 関 係 の 主 体 を 必

ず し も企 業 別 組 合 に 限定 せ ず 、 む しろ そ れ に 依 存 し な い r安 定 的 労 使 関 係 」 の 構 築 を 模 索

し て い こ う と す る 姿 勢 を垣 間 見 る こ と が で き る の で あ る 。

　 も ち ろ ん 、 必 ず し も企 業 別組 合 の 「労 使 関係 安 定 化 」 に 果 た す 役 割 が 直 ち に 否 定 さ れ て

い る わ け で は な い 。 確 か に 、労 組 組 織 率 低 下 に よ る 未 組 織 企 業 、 職場 の 増 大 は 、組 合 を 内

部 化 し 、 　「第 二 労 務 管 理 機 関 」 化 す る こ と に よ る 労 働 者 の 企 業 内 統 合 を め ざす 管 理 方 策 の

有 効 性 を 徐 々 に 喪 失 させ つ つ あ る 。 こ の こ と は 、個 別 管 理 と 職 場 内競 争 激 化 に よ る 「個 々

の 労 働 者 の 企 業 内 部化 」 に 力 点 が 置 か れ よ う と し て い る こ と と無 関連 で は な い 。 しか し 、

労 務 管 理 実 践 に お い て 集 団 的労 使 関 係 対 策の 完 全 な 排 除 は 、 厳 し さ を増 す 職 場 環 境 の 中 で

の 労 働 者 の 新 た な 自発 的 な 集 団 的 運 動 の 胎 動 を許 す こ と に つ な が る た め 、 経 営 側 に と っ て

も安 易 に 踏 み 切 る べ き方 策 で は な い 。 労 働 者 が 人 間 と し て の 自意 識 、 自 立 心 を 完 全 に 剥 奪

さ れ な い か ぎ り 、 彼 ら の 職 場 内 で の 不 満 や 苦 情 が 自立 的 組 織 形 成 へ と集 約 さ れ 、 経 営 側 に

と っ て の 強 力 な 対 抗 勢力 と な る 可 能 性 は 完 全 に 否 定 され る こ と は な い か ら で あ る 。 と くに 、

「雇 用 の 弾 力 化 」 の 促 進 は 労 働 者 の 横 断 的 結 合 の 機 会 を も増 加 させ る 可 能 性 を 内 包 す る こ

と か ら 、 こ れ を 抑 制 す る た め の 労 使 関 係 対 策 は 不 可 欠 で あ る 。 だ か ら こ そ 、 　「経 営 合 理 化 」

「リ ス トラ ク チ ャ リ ン グ 」 へ 向 け て の 企 業 別 組 合 が 果 た す 役 割 は 、 さ ら に 大 き くな る もの

と期 待 さ れ て き た の で あ る 。

　 だ が 、企 業 別 組 合 の 主 た る 構 成 員 で あ る 男 子 正 規 従 業 員 の 雇 用 管 理 再 編 は 、 必 然 的 に 長

期 雇 用 （安 定 雇 用 ） 型 従 業 員 数 の 滅 少 と 、 労 働 組 合 組 織 率 の さ ら な る 低 下 を 招 く 。 こ の こ

と に よ る 企 業 別 組 合 の 個 々 の 労 働 者 へ の 影 響 力 、 ま た そ の 統 括 力 の 減 退 が 、 　「安 定 的 労 使

関係 」 の 担 い 手 と し て の そ の 役 割 の さ ら な る 喪 失 に つ な が る こ と は 必 至 で あ ろ う 。 そ して 、

こ れ を 補 うた め に は 「多 様 な 労 使 関 係 チ ャ ン ネ ル 」 が 必 要 と さ れ る 。
つ ま り 、 前 掲 の 各 種

「意 思 疎 通 」 形 態 を 利 用 した 参 加型 管 理 の 実 践 に よ り 、 労働 者 の 勤 労 意 欲 を 低 下 さ せ る こ

と な く 、 労 働 者 集 団 の 自発 的 組 織 化 を 阻 止 し 、 同 時 に 、 団 体 交 渉 に 依 存 せ ず と も 「安 定 的」

な 労 使 関 係 を構 築 す る こ と の で き る 体 制 を 整 え よ う とす る も の と して 、 こ れ を 位 置 づ け る

こ と が で き る の で あ る 。 ま た 、経 営 側 の 主 導 に よ る 参 加 制 度 導 入 は 、 単 に 管 理 方 策 と し て

の 機 能 ば か り で は な く、既 存 の 労 働 組 合 を 無 機 能 化 、 弱 体 化 さ せ る と い う労 使 関 係 対 策 機

能 に も期 待 が か け られ て た もの で あ る と い う こ と も 、 こ こ で は 重 要 な 意 味 を も つ
。 す な わ

ち 、　「多様 な 労 使 関 係 チ ャ ン ネ ル 」 を 用 意 す る 一方 で 、 そ の 主 た る 制 度 を 労 働 組 合 が 主 体

的 に 行 動 す る 団 体 交 渉 か ら そ の 他 の 制 度 へ と 漸 次 的 に 移 行 さ せ て い く と い う 労 使 関 係 の 根

本 的 転 換 が プ ロ グ ラ ム され て い る の で あ る 。
CS ）

　経 営 者側 の 意 図 す る 「安 定 的 労 使 関 係 」 と は 、従 来 よ り単 な る 職 場 内 意 思 疎 通 経 路 の 確

保 を 意 味 し て い た もの で あ る か ら 、 そ の 主 体 は 、必 ず し も労 働 組 合 に 限 定 さ れ な く と も不
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都 合 は 生 じ な い 。 組 合 の 対 労 働 者 影 響 力 が 弱 体 化 す れ ば 、他 の 制 度 、 手 段 へ の 代 替 あ る い

は 併 用 が 検 討 さ れ る の は む し ろ 当 然 の こ とか も しれ な い 。 し か ．し こ こ で よ り重 要 な の は 、

労 使 協 艤 制 、 職 場 懇談 会 そ の 他 の 制 度 が 、 こ の 組 合 弱 体 化 を さ ら に 助 長 し 、 　「協 調 主 義 的」

労 使 関 係 か ら経 営 者 主 導 型 の 統 合 的 労 使 関 係 へ の 転 換 を ゆ る ぎ な い もの に し よ う と す る 点

なの で ある 。 そ こ で 次 に 、 こ の よ うな 観 点 か ら 「日 本 型 経 営 参 加 」 の 展 開 を さ らに 詳 細 に

検 討 して い こ う 。

4 　 「日本 型 経 営 参 加 」 の 今 臼 的展 開

　 高 度 成長 期 以 降 の 「日本 型経 営 参 加 」 は 、 そ の 推 進 役 で あ っ た 日 本 生 産 性 本 部 の 「生 産

性 運 動 の 三 原 閾 」 （1955年 ） の ひ と つ と し て 「労 使 の 協 力 ・協 議 」 が 明示 さ れ て い る こ と

か ら も 明 ら か な よ う に 、 も と も と 、 経 営 体 劇 そ の も の の 民 主 化 や 労 働 者 の 民 主 的 権 利 の 獲

得 、 保 護 を 目 的 と した もの で は な く 、 あ くま で 「経 済 運 営 の た め の 国 民 的 合 意 と経 営 施 策

の た め の 労 使 の 協 力 1 に 労 働 者 、 労 働 組 合 を 引 き 込 み 、 な お か つ 、 そ の 活 動 、 経 営 へ の 介

入 を経 営 者 側 が 許 容 し得 る 範 囲 内 に 押 し と ど め る こ と に よ っ て 厂労 使 協 調 体 制 」 を 形 成 す

る と い う労 働 組 合 対 策 を主 目的 と して い た 。 こ の こ とか ら 、 職場 レ ベ ル で は 個 々 の 労 働 者

を 当事 者 と す る 「職 場 小 集 団 」 に よ る 参 加 を 中心 と す る
一

方 で 、 そ の 上 位 レ ベ ル に お け る

経 営 参 加 で は 、 さ し た る 議 論 も ない ま ま 、 主 た る 当事 者 を 元 来 よ り協 調 的 な 性 格 を 有 す る

企 業 別 労 働 組 合 と 規 定 し 、 な お か っ 、 制 度 的 に は 、 厳 格 な 法 定主 義 を 基 盤 と す る 共 同 決 定

制 で は な く、付 議 事 項 や 労 働 者 側 の 介 入 度 の 強 さを 比 較 的 自 由 に 設 定 す る こ と の で き る

「柔 軟 性 」 を も っ た 労 使 協 議 制 が 選 択 さ れ た の で あ る 。 そ し て 、 こ の r 柔 軟 性 」 に よ っ て

こ そ 、 団 体 交 渉 と 労 働 組 合 の 主 体 的 自律 性 は 切 り崩 さ れ る こ と に な っ た の で あ る 。

　 こ の よ う に 理 解 す る な ら ば 、 団 体 交 渉 、労 使 協 議 制 、苦 情 処 理 制 度 を 形 式 的 ・機 械 的 に

「三 分 化 」 しよ う と す る 「労 使 協 議 制 の 日 本 生 産 性 本 部 方 式 」 が 1950年 前 後 に 声 高 に 主 張

され な が ら 、 現 実 に は 次 第 に 団 体 交 渉 と 労 使 協 議 制 の 区 分 が 暖 昧 な もの と な っ て しま っ た

こ と は む し ろ 当 然 で あ り 、 実 際 に は 当 初 か ら そ の よ うな 漸 次 的 団 体 交 渉 機 能 浸 食 の 意 図 が

織 り込 ま れ て い た も の と言 え よ う 。 労 使 関係 に 利 害 対立 的 側 面 と利 害 共 通 的 側 面 が あ る の

は 事 実 で あ る が 、 人 事 的事 項 を 前 者 、 経 営 ・生 産 関 連事 項 を 後者 と す る よ う な 区 分 は は あ

ま りに も機 械 的 で あ る し 、 と く に 「戦 略 的 人 的資 源 管理 」 と い う用 語 が 頻 繁 に 使 用 さ れ る

今 日 に お い て は 、 ほ と ん ど 意 味 を も た な い 。 ま た 、 企 業 別 労 使 関 係 を 中心 に 据 え る 「 日 本

的 労 使 関 係 」 に お い て は 、 団 体 交 渉 と 労 使 協 議 制 の 当 事 者 が 全 く同
一で あ る 場 合 も 多 く 、

彼 等 の 行 動 に そ の よ う な 線 引 を 要 求 す る こ と そ の も の が 非 現 実 的 と 言 わ ざ る を 得 な い 。 近

年 の 各 種 調 査 を見 て も 、 両者 を 「明 確 に 区 分 」 して い る と 答 え た 企 業 は 60％ 強 と な っ て い

る 調 査 結果
C9 ｝

もあ る もの の 、他 方 で 現 実 に は 、 労 使 協 議 制 が 団体 交 渉 の 「事 前 協 議機 関 」

化 し、 しか もほ とん ど の 事 項は 前 者 で 解 決 さ れ て し ま っ て い る傾 向 を 強 く反 映 し た 実 態 が

そ こ に 表 出 さ れ て い る 。例 え ば 、労 使 協 議 制 に お い て 労 働 条 件や 賃金 嚮 度 な ど が 重 点 的 付

議 事 項 と し て 扱 わ れ 、 「で き る だ け 団体 交 渉 よ り も労 使 協 議 の 場 で 問題 の 解 決 を 図 る 」 と

す る 企 業 が 多 い ばか りか 、労 働 側 に も労 使 協 議 機 関 の 設 置 目的 と して 「労 働 条 件 向 上 」 を

あ げ る 組 合 が も っ と も多数 に の ぼ る と い う傾 向 が見 ら れ る し 、 逆 に 本 来 の 経 営 参 加 事 項 と
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考え ら れ る 生 産 闘 連 事 項 等 は 単 な る 「報 告 事 項 」 と な っ て い る 例 が 多 い 。

｛ 1 の

ま た 、労 使

協 議 制 に 付 随 す る 各 種 専 門 委 員 会 を 設 け て い る 企 業 は 60〜70％ に の ぼ る が 、そ の 内 容 と し

て は 「賃 金 ・労 働 条 件 3 、　「安 全 衛 生 ・健康 管 理 」 、　厂福 利 厚 生 」 が 約 9 割 を 占 め て お り、

付議 事 項 に よ る 両 制 度 の 区 分 は 放 棄 され つ つ あ る こ とを 示 し て い る 。
（ 11 ）

こ の よ う に 、 労

使協 議 制 を 必 要 に 応 じ て 「柔 軟 」 に 運 用 す る こ と に よ っ て 、 団 体 交 渉 と の 「区 分 」 を 、 そ

の 機 能 ・役 割 の 保 持 で は な く、機 能 限 定 化 、 形 骸 化 へ と 導 く労 務 管 理 方 策 が と ら れ て き た

こ と が 明 白 に な っ て い る の で あ る 。

　 他 方 、 「能 力 主 義 管 理 」 の 台 頭 と あ い ま っ て 「 日 本 的 経 営 」 の 中 核 に 据 え ら れ て き た 職

場 レ ベ ル で の 小 集 団 単 位 に よ る 「参 加 」 や 、 幗 別 従 業 員 を 対 象 と し た 苦 情 処 理 制 度 は 、 経

営 参 加 が 労働 組 合 に よ る 「下 か ら の 民 主 化 要 求 」 と して 開 花 す る た め の 根 を 根 絶 す る 意 図

を も っ た もの と し て 位 置 づ け ら れ る 。 こ れ ら の も つ 個 別 管理 機 能 と 、労 働 者 の 疎 外 感 を あ

る 程 度 緩 和 しな が ら 「能 動 的 ・主 体 的」 な 動 労 意 欲 の 発 揮 を 導 き 出す 啓 発 的 機 能 、 さ ら に

は 従 業 員 の 「組 合 離 れ 」 を 促 進 さ せ る 機 能 が 、上 位 レ ベ ル で の 「参 加 」 と 連 動 す る こ と に

よ り 、 　「日 本 型 経 営 参 加 」 を 、　「人 間 尊 重 」　「人 間 関 係 重 視 」 を 標 榜 し なが ら 、実 際 に は

従 業 員 へ の コ ン ト ロ
ー

ル の 総 量 を 着 実 に 増 大 さ せ る 制 度 と し て 、 確 立 さ れ た の で あ る 。

　 さ ら に 、　「戦 陥 的 人 的 資 源 管 ge　」 や 「リ ス ト ラ クチ ャ リ ン グ 」 下 で の 職 場 再 編 の 動 向 を

受 け て 、労 働 側 は 個 人 、 集 団 を 問 わ ず 、 そ の 意 思 と行 動 と を 資 本 の 論 理 の 元 へ と統 合 さ れ

る 傾 向 を 強 め て い る 。 こ の 結 果 、 労 働 組 合 は 、協 調 路 線 を歩 む か あ くま で 対 抗 路 線 を と る

の か と い う運 動 方 針 の 如何 を 問 わ ず 、弱 体 化 が ま す ま す 進 行 し て い く と い うき わ め て 深 刻

な 事 態 に 直 面 し て い る の で あ る 。
（ la ）

　 だ が 、 こ の よ う な 管理 方 策 の 極 端 な 促 進 は 、経 営 者 側 に と っ て も ひ と つ の 限 界 の 認 識 へ

と つ な が る こ と に な る 。 　「 日 本 的労 使 関 係 」 が 企 業 別 組 合 の 存 在 を 「労 使 関 係 安 定化 」 へ

の 重 要 な フ ァ ク タ ー と す る 限 り 、 組 合 が あ る 程 度 の 社 会 的 経 済 的 影 響 力 を 保 ち 、 労 働 者 を

統 合 す る 機 能 を 維 持 す る こ と は 、経 営 側 に と っ て も 不 可 欠 な 条 件 で あ っ た は ず で あ る 。 と

こ ろ が 、 参 加 型 管理 の 方 向 性 を 明 確 に す る 「日 本 型 経 営 参 加 」 は 、 上 記 の よ う に 、強 固 な

組 合 弱 体 化 機 能 を 持 ち 、 そ の 存在 意 義 や 存 在 基 盤 そ の もの を も奪 っ て し ま い か ね ず 、労 使

関 係 の 枠 組 み を 大 き く変 更 させ る 可 能 性 を 有 し て い る か ら で あ る 。 そ し て 現 在 、 こ れ に 加

え て 、　「新 ・日 本 的 経 営 」 下 で の 雇 用 形 態 の 多 様 化 や 処 遇 に お け る 個 別 管 理 の 徹 底 が 、労

働 者 集 団 の 分 断 と 組 合 勢 力 弱 体 化 を 助 長 し よ う と し て い る の で あ る 。

　 そ こ で 必 要 と さ れ る の が 、 労働 組 合 の 介 在 し な い 「参 加 制 度 」 あ る い は 「意 思 疎 通 の チ

ャ ン ネ ル 」 を 用 い た 労 使 関 係 「安 定 化 」 方 策 な の で あ る 。 近 年 の 労 使 関係 白 書 で は 、 再三

に わ た り、 そ の よ う な 默 た な劇 度 の 整 備 を 課 題 と し て と りあ げて い る 。 例 え ば 、 92年 度版

に お い て は 、 厂労 使 間 の 集 団 的 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 変 化 」 を受 け 、 従 業 員 を代 表 す る 組

織 と し て の 社 員 会 や 親 睦 会 な ど に 焦 点 を 当 て て い る 。 こ れ ら 「従 業 員 組 織 」 は 労 使 協 議 制

に お け る 当 事 者 と し て の 位 置 づ け を 想 定 され て は い る に もか か わ らず 、 そ の 特 徴 と して  

目 的 が 従 業 員 同士 の 親 睦 や 福 利 厚 生 で あ る 、   活 動 の 中 心 は 文 化 ・レ ク リ エ
ー シ ョ ン で あ

る 、   一
般 従 業 員 の イ ニ シ ア チ ブ で つ く ら れ た も の は 全 体 の 3 分 の 1 に す ぎ な い 、   財 政

は 多 くの 場 合 会 社 に 依 存 し、完 全 な 自主 的運 営 は 4 分 の 1 で あ る 、 と い っ た 現 状 が 紹 介 さ
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れ て お り 、 労 使 閲 係 問 題 、経 営 参筋 の 機 能 を 単 な る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 改善 へ と 矮 小 化 し

よ うと す る 意 図 を 明 確 に 読 み 取 る こ とが で き る 。

Ct3 ）
また 95年 度 版 で も 、 労 使 協 議 制 の 充

実 し た 企 業 に お い て は 、 日 本的 雇 用 シ ス テ ム の 変 容 が 「労 使 に 摩 擦 を 起 こす 形 で 進 行 し て

は い な い 」 こ と を 示 そ う と して い る の だ が 、 同時 に 、 「労 働 組 合 の な い 企 業 で の 従 業 員 発

言 力強化 策 」 と して の 「従 業員 組 織 」 の 活 用 や 従 業 員 代 表 法 制 の 整 備を 提 唱 し 、 今 後 の

「労 使 関 係 安 定 化 」 の た め に は こ れ ら の 制度 の 比 重 を高 め る ぺ き で あ る こ と を 示 唆 し て い

る の で あ る 。

Cl4 ）

　 こ う した 提 唱 の 背 景 に は 、 従 業 員 の 「組 合 離 れ 」 に 伴 うそ の 影 響 力 低 下 と 「第 二 労 務 管

理 機 関 」 と して の 役 割 の 低 下 、 中 小 企 業、新 興企 業 を 中心 と した 未 組 織 職 場 に お け る 労 使

関 係対 策 の 必 要 性 増 大 、 さ ら に 既 述 の 「雇 用 の 弾 力 化 」 に と もな う 「企 業 別 組 合 に 依 存 で

き な い 状 況 」 の 表 面 化 、 深 刻 化 が あ る こ と は 疑 い な い
。 そ し て ま た 、 さ ら に 重 要 な 問 題 点

は 、 こ れ ら の 「従 業 員 組 織 」 が 資 本 の 諭 理 に 基 づ く 「働 か せ 方 の フ レ キ シ ビ リテ ィ 」 追 及

の 重 要 な 手 段 と し て 位 置付 け られ よ う と して い る 点 で あ る 。 す な わ ち 、 経 営 者 主 導 型 の 労

働 者 組 織 を 労 働 基 準 法 36条 （時 間 外 労 働 協 定 の 締 結 ） お よ び 90条 （就 業 規 則 作 成 ・変 更 の

意 見 聴 取 ） に お け る 「従 業 員 の 過半 数 を 代 表 す る 者 」　（法 定 当 事 者 ） と し て 利 用 し 、経 営

側 の 裁量 度 を高 め る こ と も視 野 に 入 れ た 「良姙 な コ ミ ュ
ニ ケ

ー シ ョ ン 」 形 成 が 行 わ れ よ う

と し て い る の で あ る 。 C15 ）
こ こ に 、 「リ ス トラ ク チ ャ リ ン グ 」 下 で の 組 織 再 編 と 職 務 再 編

を め ざす 企 業 の 、個 別管 理 に お い て も集 団 管 理 に お い て も 、 労 働 組 合 の 影 響 力 を 極 力 排 除

し た 上 で 「新 た な 労 使 関係 安 定 化 」 を は か る た め の 「経 営 参 加 」 諸 制 度 の 利 用 を 高 め る と

い う方 向 性 が 浮 か び あ が る の で あ る 。

5 　 ま と め

　以 上 考 察 し て き た よ うに 、 新 た な 「労 使 関 係 安 定 化 」 方 策 と し て の 諸 「参 加 」 劇 度 は 、

今 後 、 企 業 別 組 合 よ り も さ ら に 資 本 の 論 理 寄 りの 性 格 を もつ もの と し て 機 能 す る こ と が 、

ます ま す 経 営 者 側 に 期 待 さ れ て い くで あ ろ う 。 ま た そ の 反 面 、 企 業 別 組 合 の 衰 退 、影 響 力

低 下 は 、 彼 等 に と っ て さ ほ ど 重 要 な 問題 で は な くな り 、 組 合 を 全 く無視 し た 労 務 管 理 方 策

を と る 可 能 性 は 増 大 す る 。 そ し て 、
こ の よ うな 状 況 下 で 、 経 営 者 側 主 導 型 の 「従 業 員 組 織」

を 主 体 に 据 え た 労 使 協議 制 や 懇 談 会 な ど は 、 こ れ ま で も 「秘 密 労 務 組 織 」 と して 機 能す る

も の と の 批 判 を 受 けて き た イ ン フ ォ
ー

マ ル 組 織 に よ る 労 働 者 支 配 ・統 制 を 、 　「経 営 参 加 」

の 名 の もと に 正 当 化 、 公 式 化 せ しめ る 働 きを 持 つ の で あ る 。

　 こ の よ う に 、新 た な 「安 定 的 労 使 関係 」 構 築 は 労働 組 合 を そ の 主 体 、 当 事 者 と して の 地

位 か ら外 す こ と に よ っ て 確 立 さ れ る 危 険 性 を もつ もの で あ る e そ の 潮 流 に お い て 、組 合 は 、

「多 様 な 労 使 関 係 チ ャ ン ネ ル 」 の 中 に 埋 没 し 、 労 使 関 係 の 主 体 と して の 自律 性 、 存 在 価 値

を 保 持 す る こ とが 困難 に な りは じ め て い る 。 こ の よ うな 事 態 の 進 行 を 考 慮 す る な ら ば 、参

加 制 度 の 「本 質 」
“ e ）

と して の 管 理 方 策 的 側 面 に 注 目 す る あ ま り 、 そ れ へ の 関 与 の 可 能 性

を 全 く否 定 す る こ と は 、そ の 制 度 内 部 で 行 わ れ る 管理 実 践 に 対 して 無 限 定 性 を 与 え る こ と

に な りか ね な い 。 す な わ ち 、 「参 加 」 へ 批 判 は 、

一般 的 ・外 在 的 な もの で は な く 、 そ の

「合 意 形 成 」 過 程 に 踏み と ど ま っ た 上 で の 「安 定 的 労 使 関係 」 へ の 内在 的 な もの で あ る べ
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き 時 期 に さ し か か っ て い る と 考 え られ る の で あ る 。
CIT ）

こ の よ う な 時 代 に お い て 、 労 働 組

合 が 経 営 者 側 へ の 対 抗 勢 力 と して の 存 在 意 義 を 堅持 ま た は 奪 還 す る た め に は 、 産 業 構 造 、

雇 用 構 造 の 変 動 に 適 応 し た 組 織 力 の 強 化 と と も に 、 共 同 的 意 思 決 定 ・合 意 形 成 機 能 を 充 た

す 各 レ ベ ル で の 参 加 制 度 の 充 実 と 、 そ こ へ の 主 体 的 自 立 的 な 関 与 、 影 響 力 行 使 と い っ た 自

発 的行 動 が 要 求 さ れ る こ と に な る で あ ろ う 。

【　 注 　 】

（1）木 元 進
一

郎 『労 働 組 合 の 「経 営参 加 」　（新 訂 増 補 ） 』 森 山 書 店 ， 1986 年 。

（2） 労 働 省 は 、 日 本 的 雇 用 制 度 の 将 来 像 と して 、   基 幹 労 働 者 を 中心 と す る 終 身 雇 用 制 の

　 「基 本 的 」 維 持 、   年 功 制 の 見 直 し と 「実 力 主 義 」 強 化 、   専 門 職 の 拡 充 な ど キ ャ リ ア

　 パ ス の 多 元 化 、   公 正 な 評 価 制 度 の 確 立 、   個 人 の 自発 的 意 思 に 基 づ くキ ャ リァ 形 成 ・

　 能 力 開 発 シ ス テ ム の 開 発 、 ま た そ の た め の 自己 啓 発 の 促 進 、   転 職 、独 立 を支 援 す る シ

　ス テ ム の 確 立 、   多 様 な 人 材 の 参 加 レ得 る シ ス テ ム の 形 成 な ど の 諸 点 を あ げ て い る 。

　 （労 働 省 産 業 労 働 調 査課 「日 本 的 雇 用 制 度 の 現 状 と 展 望 』 1995年 。 ）

（3） 日 経 連 報 告 書 へ の 批 判 に つ い て は 、 例 え ば以 下 を 参照 さ れ た い 。 　r賃 金 と社 会 保 障 』

　 ll59号 ， 1995年 8月 上 旬 ， 4−34ペ ー ジ 。 藤 田 　実 「 『日 本 的 経 営 』 見 直 し 論 を ど うみ る

　 か 」　「賃 金 と社 会 保 障 』 ll65号 ， 1995 年 11月 上 旬 、 24−45ペ ー ジ 。 下 山 房 雄 「 『日 本 的

　 経 営 』 の 新 展 開 」　『経 営 論 集 （明 治 大 学 ） 』 43巻 3・4号 ， 1996年 3月 ， 41 −53ペ ー ジ 。 牧

　 野 富 夫 「現 代 日本 の ホ ワ イ トカ ラ ー問 題 」　『労 務 理 論 学 会 研 究 年 報 』 5号 ， 1996 年 ， 1−

　 12ペ ー
ジ 。

（4）木 元 進 一
郎 「日 本 的 労 務 管 理 の 『弾 力 化 』 」　『経 営 論 集 （明 治 大 学 ） 』 39巻 1号 ，

　 1991年 9月 ， 1−15ペ ー ジ 。

（5） 長 谷 川 　廣 「 日 本 的雇 用 慣 行 の 日 本 的 rア メ リ カ 化 』 」　「労 務 理 論 学 会 研 究 年 報 』 1

　 号 ， 1991年 ， 7− 16ペ ー ジ 。

（6） 長 谷 川 　廣 「 日 本 的雇 用 制 度 の 変 容 と 重 層 型 雇 用 政 策 　一
日本 型 雇 用 制 度 に 関 す る 経

　 営者 的諸 見 解 一
」　r商 学 論 纂 （中 央 大 学 ） 』 36巻 3・4号 ， 1995年 3月 ， 225−257 ペ ー ジ 。

（7） 鈴 木 良 始 「雇 用 流 動 化 ・ 『年 功 賃 金 』 動 揺 を め ぐ る 検 討 課 題 」　『労 務 理 論 学 会 研 究 年

　 報 』 4号 ， 1994年 ， 68−81ペ ー ジ 。

（8） 参 加 型 管 理 と して の 「日 本 的 経 営 参 加 」 は 、 従 来 か ら 、経 営 権 の 部 分 的 委 譲 で は な く、

　 む し ろ 対 立 意 識 を共 同 意 識 へ と 置 き 換 え 、 労 働 者 を統 制 す る 力 を 増 大 さ せ 、労 働 組 合 の

　民 主 的 権 利 を 縮 小 な い し制 限 す る もの で あ る と の 批 判 を受 け な が ら も 、 「 日 本 的 労 使 関

　係 」 を 支 え て き た もの で あ る 。 しか し 、 今 日 の 労 使 関 係 状 況 は 過 度 に 「企 業 主 義 」 的 で

　あ る と して 批 判 さ れ て き た 企 業 別 組 合 さ え もが 労 使 関 係 の 主 役 の 座 か ら 降 ろ さ れ よ う と

　 し て い る と い う 意 味 で 、 新 た な 段 階 に 入 り つ つ あ る と 言 う こ と が で き よ う 。

（9） 社 会 経 済 生 産 姓 本 部 r産 業 構 造 変 化 へ の 対 応 施 策 と 労 使 関係 の あ り方 に 関 す る 調 査 』

　 1995年 。

（10） 日 本 労 働研 究 機 構 『労 使 関 係 法 制 の 現 状 と 課 題 を め ぐる 実 態 調 査 』 1992年 a

（11） 連 合 総 研 『企 業 内雇 用 諸 施 策 の 形 成 過 程 に 於 け る 労 使 関 係 の 在 り方 に 関 す る 調 査 研
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　　究報 告 書 11991 年 。 な お 、専 門 委 員 会 は 、 労 使 間 の 専 門 的 議 論 の 促 進 、 議 事 の 効 率 化 を

　 名 目 に 近 年 急 速 に 広 が っ て い る 制 度 で あ る が 、議 諭 内 容 が 一 般 の 従 業 員 に 必 ず し も十 分

　　に 伝 わ ら ず に ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス 化 し て しま い 、労 使 協 議 制 そ の もの の 形 骸 化 に つ な が っ

　 て い る の で は な い か と い う批 判 が あ る 。 　（中 村 和 夫 「労 使 協 議 制 の 現 状 と機 能 」　『日 本

　 労 働 法学 会 誌 79号 　従 業 員 代 表 制 論 』 総 合 労 働 研 究 所 ， 1992年 ， 120ペ ー
ジ 。 ）　こ の 他、

　 近 年 の 労 使 協 議 制 実 施 状 況 に 関す る 調 査 と し て は 、労 働 省 r労 働 協 約 等 の 実 態 』 1993 年．

　 労 働 省 r平 成 6 年 労 使 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 調 査 亅 1994年 な どを 参 照 され た い
。

（12） 近 年 、個 溺 的 労 使紛 争 処 理 シ ス テ ム が 注 目さ れ つ つ あ る こ と は 、 こ の よ うな 集 団 的

　 労 使 関 係 の 機 能低 下 の 表 わ れ と 言 え よ う 。 　（村 中 孝 史 「個 別 的 労 使 紛 争 処 理 シ ス テ ム の

　 検 討 」　「日本 労働 研 究 雑 誌 』 436号 ， 1995年 8月 ， 2−i2ペ ー ジ 。 ）

（13）　『1992年版 労 使 関係 白書 　 労働 力 不 足 経 済 下 の 産 業 杜 会 の 課 題 」 日 本 生 産 性 本 部 、

　 1992年 ， 83−106ペ ー ジ 。

（14）　 rl995年 版 労 使 関 係 白轡　 雇 用 変 革 時 代 の 人 事 ・賃 金 ・労 使 関係 」 社 会 経 済 生 産 控

　 本 部 ， 1995年 ， 157− 179ペ ー ジ 。

（！5）　従 業 員 過 半 数 代 表 制 を あ ぐる 諸 問題 に つ い て は 前 掲 日 本 労 働法 学 会 誌 79号 所 収 の 各

　 論 文 、坂 本 囂雄 「H 本 の r従 業 員 代 表 」 制 の 展 開 、 法 整 備 」　『法 経 観 究 （静 岡大 学 ） 』

　 40巻 3・ 4号 ， 1992年 ．73− 112ペ ー ジ な どを 参照 さ れ た い 。 な お 、 い わ ゆ る 従 業 員 代 表 創 度

　 を 経 営参 加 の 形 態 と見 なす こ とに つ い て は 当 然 な が ら 異 論 の あ る と こ ろ で あ ろ うが 、 こ

　 こ で は こ れ を 、 従 業 員 の 発 言 、 意 思 表 明 の 機 会 を 提 供 す る 制 度 と 理 解 し た 上 で 、経 営 側

　 が そ の チ ャ ン ネ ル を 複 線 的 ・多 角 的 に 形 成 し よ う と して い る 点 に 注 目 し て 、 あ え て 「参

　 加 」 制 度 の ひ と つ と み な し て い る 。

（16） 木 元 進一 郎 r労 働 組 合 の 「経 営 参加 j 』 92ペ ー
ジ 。

（17） 拙 稿 「日 本 に お け る 経 営 参 加 諭 の 分析 」　「金 沢 大 学 経 済 学 部 論 集 il3 巻 2号 ， 1993
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企業 に お け る女 性 の 活用 ・戦力化 と新規学卒女子採用

〜 コ ・一一ス 別 雇用 管理 制度を中心 と して 〜

Positive　Use　of　Female　Workers　and 　Hlring　o｛　闘e脚　Female　Graduafes

〜0臼　the　Bas　is　of　Personnel　縞anage 配ent 　Based　on 　Career　Path〜

　　　　　　　　 （財 ）労 働科学研究所 　石 井ま こ と

The　；nstitute 　for　Science　of 　Labour　　 Makoto　ISHll

1　 は じめ に

　 1986年 4 月に男女雇用 機会均等法 （以 下、均等法）が施行 された 。 同年 3 月に卒業を し

た均等法一期生の 就職率は 四大卒女子 で 73．4％、同男子は 78．9％ で あ っ た 。 女子 学生の 増

加とともに以 前 よ り徐 々 に で はあ るが、そ の 格差は詰 ま っ て きて お り、 1990年 には 男女 と

もに 8LO ％ に達 し、 就職率上 は対等に な っ た
1）

。 しか しな が ら、 新規学卒者 の 労働市場 、

特に 女子学生 を中心 とす る労働市場 の 動向 は 「就職 氷 河期」 と比 喩 され る ほ ど に 厳 しい も

の とな っ て い る 。 現在 、就職状況が 相対的に好転 し て きた とは い え、な お、女 子学 生 に は

厳 しい 状況 が 続い て い る。

　 そ こ で 本論 で は 、こ の 女子 学生の 就職難 を分析す るた め に 、企業側の 女性雇用 管理 、と

りわ け女性の 活用
・戦 力化 に つ い て 考察す る 。 均等 法導入 以後 、 労働力不 足基 調を背景

に 、雇 用 の 女性化 は
一

段 と進 み 、 多 くの 女牲労働者が 民間企 業 に 雇 用され て きて い る 。 当

然、企業 に と っ て女性の 効率的 な 活用 ・戦力化は 以前に も増 して重要課題 に な っ て い る 。

　こ の 活 用 ・戦力化 の 実態に つ い て は 1995年 4 〜 5 月 にかけて 当研 究所が委託 して 行 っ た

調査
2 ）

（以 下、活用 事例 調査） に 様 々 な事 例を集めて い る 。 人事担 当者 との 面接調査の 記

録 を もと に し て 構 成 され た もの で 、 女性雇 用 管理 に つ い て 貴重 な知見 を得 る こ とが で き

た 。 本論 で は こ の 調 査 報告 、さ らに 他の 資料 も使 い 、 新規学卒 女子 に厳 しい 就職 状況 に つ

い て 分析を行 う。 但 し 、 こ こ で は 紙幅 の 関係 上 、新 規学卒者の 入 職者が 最 も多 く、近年就

職比 率 の 高 ま っ て い る事務職 、なか で もコ ー
ス 別雇 用 管理 を もと に した採 用管理 の 問題 と

課題 に 絞 っ て 扱 う
3）

。 　（図 1 ）

1）　文部省「学校基本謬査」

2）　神奈川県労政課女性労餾瑳「企業における女性濬用事例謂査」（1995年6月）

3）　コースSIIJ，事の悶題と課題以外については拙著「女性の’t’ワイトカラー化と雇冊管理」（r労爵科学』第72卷第8号、1996年8月）参照
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2　 女性雇用管理 の 変動

　 1980年代 後半 か らの 新規学卒女子採 用 に と っ て 、大きな変化 を与 え た 人事 管理は コ ース

別管理 で あ る 。 大 企 業を中心 と して 人事 管理の 1 つ の 潮流を作 っ て い る。

　 筆者が こ の 人事管理方法に 注 目す る理 由は 、 「複線型人事制度」 に な っ て い る こ とに よ

る 。 今後、労働市場が 日経連 で 言わ れ る よ うに 「好む と好ま ざるをえず」
‘ ）

流動化 し て い

き、不 況を背景に 男性 も含め て 「複線型 人事制度」 が広 く採用 された時 、 どの よ うな変化

と問題 と課 題が 現 れ る の か 。 は た して 、 日経連 が描 くよ うな コ ース 区分の 設定は 勤労者 に

活力 を与え る策 で あ るの だろ うか 。

　そ こ で 、 状況や制度の違い は あ る ものの 、コ
ー

ス 別雇 用管理の 実態を調査 し、 「複線型

人事制度」 の 真価を計 りたい 。

　 コ
ー

ス躙雇用 管理に っ い て は 多数の 研究者に よ っ て 分析され て きたが 、 なか で もそ の 導

入 ・仕組 み ・問題点 ・改善方虜に つ い て ユ ニ ー
ク か つ 緻密に 分析を した研究者 と して渡 辺

峻が い る
ω

。 渡辺 に よると 、 そ の 導入 ・仕組みは個 別管理 の思想に基づ き、多様化 した諸

個人の 欲求に対応 して い るた め に 労働者に は受容 しやすい 側面を持つ とされ一定の 評価が

な されて い る。 問題は希望す る コ
ー

ス を誰 もが 、 特 に 女性 が選択で きない こ と に あ ると さ

れる 。 こ の 選択の 狭隘性が企 業運営の なか に ど の よ うに 組 み込 まれ て い る の か 。 こ の こ と

を近 年の 動 向を もとに み て い く。

（1） 男女別 採用管理

　 コ ース 別雇用管理 の導入 の 意義は 、これ まで補助的 ・執行的業務の みの 採用 ・育成 しか

あ りえ なか っ た 女牲 に 、男性 と地位 も賃金 も対等に 仕事を続 ける 「可能性」 を作 っ た こ と

に ある 。 だが、実際運 用 され て い る コ ース 別雇用管理の 「実態は 男女別管理」
6）

とい う問

題を持 つ
。 募集で は 均等法の 効力が 働き男女平等化 が進み 、 採用 で は男性優位 に な っ て い

る 。 次の 資料は その こ とを明 らか に す る 。 「就職氷河期」直前で ある 1992年時点 （1991年

3 月卒の 採用 に つ い ての 回答 ）の 「女子雇 用管理基本調査」 （以下 、 1992調査）で は、転

勤あ り総合職の 「男女 とも」 と 「男性の み」の 比率は 2 ： 1 だ っ たが 、 1995年の 調 査 （以

下 ．
　 1995調査）で は 3 ： 1に な り、改善されて い る 。 とこ ろ が 、 採用 に つ い て み る と 、 全

国型 総合職 で 「男女 と も」 が大幅 に減少 し、 「男性 の み 」の 採 用 へ と移 っ て い る 。 さ ら

に 、一般職で は 、 「男女 とも」 が減 少 し、 「女性の み 」 「男姓の み」 が 増加 して お り、 総

合職 、

一般職 と もに 男女別採 用管理 が進 ん で い る。 　（表 1 ）

4）　小柳睦二賄「S経tが提唱する新雇尾。処遇システム」tPP ，26−27（「季刊労働法jI79号，1996年8月）

5）　葭辺峻rコース駈雇用管理と女性労観 （中央経済社，1995年9房）

6）　日本労愚研究罎購「遇間労昌ニュ
ー
ス」（1996年3月ll日付）
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（2＞女性配 置 の基本的考 え方の 変化

　続 い て 、女性配置に つ い て み て み る 。

　均 等法以降 の 労務 管理 で は 能力 や適性 に 応 じ、意欲ある女性を企業 中核に 組み込ん で い

く雇 用管理 を主 と し て 採 る企 業が多 か っ た 。 と こ ろ が 、 現段 階で は女牲の 特質を活か し

て 、 女性正 社員の 効率活用を行 お うと して い る企業が 増加 して い る 。

　 1992調査 で は 配置の 基 本的方針 をみ る と 「能力や 適性 に応 じて 男性 と同様 の 職務に 配

置」　（55，0％ ）が大多数 の 企業で 支持 された女徃澑用方針で あ っ た 。 とこ ろが 、1995調査

で は 、 「能力 や適性 」 は 47．i％ とや や 減少 し、そ れに 対 し 「女性 の 特質 ・感性 を生か せ る

職務 に 配 置 」 （37．6％ → 44．6％ 〉が 増加 し、企業 内で 男牲職域へ の 配置よ りも女性独 自の

職域 へ の 配置 を行 う傾向が 強ま っ て い る 。 　（表 2 ）

　 「女性 の 特質 ・感性」 が 重視 され る職 務の 具体例を活用事例調査 の 事例を もと に 挙げ る

と、対顧 客サ
ービ ス 、例 えば接客 ・営業 ・商品開発 ・クレ

ーム 処理 が ある 。 また 、中間職

（業務職 とも呼ば れ る） の よ うな総 合職が 行 う営 業 ・渉外部門の 一定部分を肩代わ りす る

職 務の 設置 な ど もそ れに 該当す る
。

　間接部 門の 合理化 の た め に 中高年 ホ ワイ トカ ラ
ー

に おい て 転籍 ・出向によ る ス リム 化が

行わ れ た よ うに 、量 的に 増加 した女性事務職の ス リム 化 お よ び活用 は企業 と して大 きな課

題で あ る 。 近年は 女性事務職 を、上述の よ うな営 業 ・渉外部門や新 商品 開発部 門に 配 置 し

た り、女性の み の 営業所運 営を行 っ て い る企業 もある。そ の 能力は かな り評価 され て い る

と い っ て よ い
1）

。

　量 的 に 増加 の
一途を辿 っ て きた事務職で あるが 、 そ の 職域は経営環境の 変化の 波を受け

て女性に な じみ やす い と思 わ れ る部門か ら徐 々 に 拡が っ て きて い る 。

（3）一般職 の 高学歴 化

　次に 、事務職の ス リム 化 、女性の 職域拡大 に連動 して 、 労働力供給側の 動 きが企業の 女

性労 働力 の 活用 ・戦力化 の 基盤を提供 して い る こ とを述べ た い
。 そ の 一

っ と して、新規学

卒 女 子 の
一

般職 志願者が増加 して い る こ とが あげ られる 。 大企業 を中心 に 、事務職の絞 り

込み が 行 わ れ て い るた め、総 合職 に 比 べ れ ば 基準の 低い 一般職 へ の 志向が高 ま り、一般職

で 「と りあえず」 就職す る傾向が み られる （俗 に 「仮面一般職」
8 ＞

と呼ぷ 〉 。 こ れは 、渡

辺 の い う 「コ ー
ス の 狭隘性 1 に 労働力 供給側 が順応 して い ると も言える 。 そ の 結果 、

一般

職の 高学歴化が進んで い る 。
こ の

一
般職の 高学歴化 と と もに 、 企業内の 女性労働者の 就業

継続 意欲や 勤続年数の 高ま りなど の 要因が重 なり、 女性の 活 用 ・戦力化 は 進 んで い る。

7）　神奈辮県労政課女性労疉班「企業における女性括用事例謂登」参照。 多くの企棄で女牲の配置転換や霧域拡大が行われていることが分かる0

8）　試職ジ ャ
ー
ナル・とらば一ゆ共詞編集「女子学生のための就厭応援特集」，P．15（リクル

ー
トムワク、1995年4月）
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（4＞典型事例

　こ こ で 、活用事例 調査の な かか らその 典型事例を紹介する 。 常用労働者 1 万人強の 損害

保険会社の
一

般職活用 に つ い て である （下線は筆者）
9）

。

「一般職 に おい て 結果的に ・短　 　は採　 して お ら 一一の み の
’
　 　 して い

至」」
3 年前 ま で は 短 大卒 も大卒と 同 じ試験 を受け させ て い たが 、W W

る　 の み の 採 　に
一　 に

卩
　 え た 　 ±　 、一 　職 とい え ど　 え る こ とが

、そ の 内容 の レ ベ ル 　　ま っ て 　て お 　、　 い 旨　を ・ っ て い る　が ’C・ で ある　採

用 の 効率性 とい う観 点か ら も社会人と して の 意識が 成長 し、 よ り即戦力 と して 使え る四

大 卒を募集 し採用 して い る。 そ の 結果 、

一般職の 場合 、 レ ベ ル の 高い 女性 が多 く入 っ て

きて お り、 入 1 一 で たちが こ の 職を 　 して い こ と
ム ’

は め て い る 」

　 厂平成 6 年の 4 月 よ り
一

般職の 上 部職 と して業 務職 と い う準総合職的な 職務を設置 し

て い る 。

一
般職 5 年以上 の 実績で 一般職 の 業務に 長けて い る人材 を登用 し 、 総合職の 内

部 事 務の 肩代 わ りをす る 。 現在、制度を始め たばか りで 一般職の 1 ％程 度 の 登用 で あ る

が 、

ム 後一　職の 　　の
一 几

職 と 百 じ士　　こ な せ る　
一

に な っ て お　 、 今後期待 して

い る と こ ろ で あ る 。 」

　 「今後 、

一般職の 採用 に お い て 、 長期勤続が で きて 、 業務職 に なる可能性の ある人を

採 っ て い く予定で あ る 。 入 社後 3 年 で 定型的業務 を一人前に こ なせ るよ うに な ると言わ

れ る一
　職に さ らに

ム ” “

は 深 い 士 　 して 　らお
’
と して い る 　ま た 、＿ム盤 互且で

一 几

職は
k

合職へ の 職 の 試験が 受け られるが 、そ ちらへ の 転　 も望ん で い る　」

　 こ の よ うに
一般職入 職者が短大卒か ら大卒に変わ っ て きて い る 。 即戦力か つ 、職務内容

の 高度化 へ 対応 で きる人材を確保す るた め 、 こ の 傾向は進 んで い る 。 と同時に 内部の 一般

職 コ
ー

ス の 整備 が行わ れて お り、さらに 深い 仕事へ 職務が展開す る こ とが計 画され、以前

の 一般職 とは異 なる期待がか けられて い る。

（5）女 性能 力活用 方法 の修正

　一般職の な か で も高い 能力 を有効 に 活用す るために 上述の 事例 の よ うな総 合職 と一般職

の 間 に 中間職が 設置 されて い る 。
そ の 背景に は 、 上述の 間接部門の 合理 化 に 関す る労働力

需給両要因の 他 、 女性総合職に よる女性労働力の 確保 が困難であ る との 認識があ る 。

　中聞職と い うル ー ト設定を行 っ て い な い 他の 企業で も女性総合職 の 育成 に は苦心 して い

9）　挿奈ill県労政黒女性労働班「企秉における女性活用事例講査」，事鋳：金融9 保険業C社よ駐援粋
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る 。 r将来の 定 着率 を考えれば 、 男性中心 にな っ て しま う」
： e ）

と言 う企 業で は採用枠を

縮小 し、定着率 を重視 したため に、新卒女子の 採 用数減少に 至 っ た 。 彼 女た ちが結婚 ・出

産 ・育児 に よ り今後どの よ うに 企業 内戦力 と して 定 着 して い くの か 企業 と して 判断 で きな

い ため で あ る 。 ま た 、 「GC （一般職 ： 注 一筆者 ）で採用 され た 新卒女子 と年長の SC

（総合職 ：注 一筆者 〉女性 との 摩擦の 可 能性」
11 ）

を回 避 す る企業の よ うに 、こ れま で の

女徃雇用管理 の 位置づ けの 中に 女性総 合職を位置 づ けで きな い とす る企業 も存在す る 。

　こ の よ うに 新規学卒女子を採用時点か ら男性職域へ い きな り入 れ るの で は な く、 徐 々 に

そ の 職域に 近 づ ける 方法を女性の 活用 ・戦力化 と して採 る企業が多 くな っ て い る 。 女性活

用 を成功 させ る た めに は 「女牲活用 を考え る場 合、男性 に 対す る女性 とい う視点で は な

く、 女性 同士 の 問題 、すな わち、女性の 中で 多様化 して い る意識に どの よ うに対 応す るか

とい うス タ ン ス 」
塵2 ）

が必要に な っ て い る 。

　女性の 配置 で 述ぺ た 「女性の 特質 ・特性」項 目が 重視 され て きて い る背景に は 、女徃の

生活 設計 、つ ま り労働力供給側 の 意 向を織 りまぜ な が ら雇 用管理 を行 な っ て い る 企業の 増

加が ある 。

（6）女性の能力 開発 と男 性ホ ワ イ トカ ラ ーの 活用 ・戦力化

　女性の 能力 開発に つ い て の 取 り組み をみ ると、 コ
ー

ス 別雇用制度下で の 一般事 務職の 活

用が 一層明確 に な る 。

　 1995調査では 、 コ ー
ス 別雇用制度を採用 して い る企業の 88．2％が 「女性の 能力を有効に

活 用す るた めの 一層 の 取 り組み が必要」と して い る 。
コ ース 別雇用制度 を採用 して い ない

企 業 も含め た場合は66．4％ であ り、 コ ー
ス 別雇 用 制度 採 用企業 では 積極的 に 女性の 活用 ・

戦力 化が進ん で い る こ とが 分か る 。 そ の 活用策をみると、 「能力向上の た め の 女性の 訓練

機 会 を拡 充す る 」 が最 も多 くな っ て お り、在 籍正 社 員の 強化 に よ り女性の 活用
・戦力化 を

講 じよ うとす る企 業の 女性雇用 管理 策が 現 れ て い る 。 　（表 3 ）

　そ の
一

方で 、 こ の 在籍女性正社員の 活用 ・戦力化 は 当然 、 男性 ホ ワ イ トカラ
ーの 活用 ・

戦力化 の ため の 手段の 側面を も っ て い る 。 前述の 中間職導入 に際 して 、女性の 就業継続化

や 高学歴化 、 職務 内容 の 高度化を挙げたが 、そ の 推進に あ っ た っ て は男性ホ ワ イ トカ ラ ー

の 生産 性向上 を推進する意 図 が強 い こ と に 注 目する 必要が ある 。 　「業務職 に は、支社や 本

10）　神奈川県労政課女性労働班「企業における女性活用事錫調査」，事倨：舞売，小売業C祉より抜粋

11）　同上，事倒：製造案B社より抜粋

12）　同上， 事例：製造業A社よう抜粋
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社の 中核 に な っ て もらい
、 そ の 分 、 総合職を営業の 前線に 集中的に 配置」

13 ）
す る こ とで 、

総合職の 有 効活用 をね ら っ て い る。

　 　 　 　 　 　 ノ

　 こ の よ うに採用は抑制 し、 在籍正 社員 、 特 に女性の 職域拡大をテ コ に総合職の 職域 も変

えて い く人材活用策が進行 して い る
U ）

。

　さ らに 、人材派遣 などの 外部労働力の 導入が活発化 し、異な る雇用 形態の労働者の 活用

が進 ん で きて い る 。 正987年で は 常用 30入以上事業所 の 29．9％ が 異なる雇用形態の 労働者を

雇 っ て い たが 、 1994年に は 38．6％ へ と増加をみせて お り、企業 にお け る異な る雇 用 形 態の

活用 が広ま っ て い るこ とを示 して い る
1
「
5
  但 し、派遣 ・契約祉員の 活 用が 進む企 業では

　「形式的な書類作成 や事務 はパ ソ コ ン で 処理 し、派遣社員 を増やす」
16 》 一

方で 、 「一般

職な みの 仕事が で きず混乱」
iT ）

した り、 企業秘密に 関わ る こ と に 従事 させ られ な い な ど、

一
定 の 制約 も存在 して い る 。

（7）女性総合職の 採用基準 ＝ 男性 に互 して 働 く

　こ こで再び総合職に 目を転 じてみ る 。

　企業人事側の 対 応 もこれまで の 経緯を踏まえ て 、 総合職 へ の 採用 に つ い て は慎重か つ 採

用基準 の 上 昇を行 っ て い る 。

　そ れ で は 、どの くらい採用基 準が 高い の か 。 女性総 合職 採 用の 面接の 決め手 と して 、 次

の よ うな こ とが コ メ ン トされて い る
1S ）

。 「男子の 部下を何 十人 も引 っ 張 っ て い くこ とが

で き るか 」 （金融 ） と い っ た よ うに 管理 者 ・指 揮者 と して の リ
ーダー

シ ッ プが 要 求さ れ

る 。 ま た、 「総合職 で 働 く意志 の 強 さ （数字の プ レ ッ シ ャ
ー、男性社会 、 セ ク ハ ラ等に耐

え られ るか 等） を確認」　（金融）の よ うに 男性社会を前提 と して 仕事を続 ける忍耐力 、 さ

ら に 「結婚 ・出産の こ とは バ ン バ ン 聞 き… （中略 ）…一
生 働い て もらうっ もりだ か ら 、 ラ

イ フ ビジ ョ ン を もっ て い て もらわ な き ゃ 」　（保険）の よ うに 、 企業従属的な生活 ス タ イル

が採 れ るか な どが挙 げられ る 。 こ れ らの 基準を クリア
ー

す るに は男性 に 互 して 働 く、い や

それ 以上に 努力す る こ とが要 求 され て い る 。

13）　「昇進もありの 『窯務職亅に人気」（r朝H新鷁jl996年8月17日付）

14）　工鶏の例でも團様の現象がみられる。円Aを背景にした厳しい錘営環壁の変動のなかで「現場の女性に権隈を大幅9委譲し、管理Rや岐術職の仕事を一朞約に奪う」こと

　 で工塚閉鎮を圄避した事例がある。 危巖的な状泥を背景に、

一部の女性に生産岐衛教育が億され、 企業に潜力を与えている。 （珀経ヒ
゜
ジ ネスjl996年Il月4日

　 号，pp．22−26）

15）　髣曇省「昭和62年甓霎形態の多様化に関する実態謂査」、労蝕省「平成6年蕊棄形愨の多臓化に関する総合実黼査」

16）　「女子事務覆の新卒採屠廃止」（『日本経済新闘三，1995年2月9日付）

17）　「三菱商事、 リストラで
一
殻職廃比」（『日本経済新曷」，1996年1月3目付）

18）　灘ジ v
；ナル・とらば一や共同齧集「女子学生のための鷦応援特集」，P．24（リクルートム7 ク、1995年4月）
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　 こ の よ うに 女性総 合職 の 採用 は 、 長期継続雇用 を基本 と した 契約 関係を前提に 厳 しい 採

用基 準を通 過 しな ければ な らない 。 そ の 理由に つ い て、女性全国型総合職の 定着 が 高 い企

業か ら 「採用 の 際に 長期勤続で きる人を見極 めて採 っ て」 い る とい う回答を得 た 。 人材育

成の ため に 「IO年に 3 回ほ ど の 異動」が男女 関係な く行われて お り、こ れをで きるか 否か

が
一

つ の 採用基準に な っ て い る
ie ）

。

　但 し、こ の よ うな基準で 女性総合職を採用 で きる企 業は少な い 。 転勤 ・配 転で 経験 を重

ね る人材育成 では男性 に 比べ 労働 と生活の 二 重の 負担が強 い られ て い る女性を活用す る こ

とに 多 くの 企 業で 障害要因 と意識 され てい る。 上述の 1995調査 の 結 果 に よれ ば 、 「女性の

勤続 年数が 平均的に 短い 」　（46．6％ ）、 「家庭責任 を考慮す る必要 が ある 」　（37．7％ ） 、

「一般的に 女性 は意識が低 い 」　（32．　3％ ）とな っ て お り、上位 2 つ は 家事 が 女性 に 偏 っ て

い る こ と の 現 れ で あ り、 3 つ 目は仕事中心 に 生 活が組 まれて い る男性 と比較 した場 合、や

は り女 性 の 仕事ぶ りは見劣 りがす る と企業では考 え て い る こ と に よ る 。

　そ の
一

方で 、女性 自身の 意識の 変化や 経済社会の な か で の 女性の 相対 的地 位の 向上 をと

らま え 、さ らに 生産性向上の ための 労働力 と して女性 を積極 的 に 活 用 して い きた い 、また

い か ざる を得ない 企業側 の事情 もある 。 同 じ質 問の 選択肢 の なか で 、 「女性 に は法 制上 の

制約があ る」　（26．　4％） と した 回答が 、 1992調査 に比 べ 9．2ポイ ン トも増加 して い る 。 女

性の 保護規制緩和 へ の 企業側の 強い 意向の 反映で あ る 。
こ れ は、女性の 職 域を今後 も拡大

して い く意向の 現 れ であ る 。

　こ こ に は 前述の 一般職の 高度化 や 「男性 と互 して 働 く」女性総合職へ の 期待 の 他、女性

の 非 正 規 雇用者 や男性職域の 高度化ま で 視野 に 入 れ、企 業 内外の 労 働市 場 の 高度利 用 すな

わ ち労働力 の 活用 ・戦力 化が 進ん で い る 。 　（表 4 ）

（8）　 コ ース 別 雇 用管理 の 到達 点 、結果 として

　女性の 職域拡大 に つ い て図式 化 した もの と して 桜井絹子 に よ る図
2 ° ）

が ある 。
こ の 図 で

は 旧職種か ら新職種 へ の 変化 の なか で 、パ ー トの 職域拡大、女性正 社員の 職域拡 大が起 こ

り同 時 に 男性 職 域の 変化 が 起 き て い る こ とを明 らか に して い る 。 実際の 経過を反 映 した優

れ た 図 式 と評価 で きる 。 （図 2 ）

　こ の 過程 の なか で 女性が 総合職に 残ろ うとすれば 、 良 い 成 果や結 果を求 め て 、男性労働

者 と の 競争が 待 っ て い る 。 女性労働者 の 場 合、結婚 ・出産 ・育児な どや 労働 と生活 の 二 重

の 負担が 加わ る 。 労 働と生 活の 負担を持 ち、自らの 職 域 を守る た め に 男性 と互 して 働くた

19）　挿奈川県労政課女性労働班「企業における女性活周事例調査」，事釧：襲造業A社より抜粋

20）　桜井絹江『新しい労務管理と女性労暑］，P，125（1991年、学習の友社）
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めに 、 労働 と生 活の 間で ス トレス や ジレ ン マ を感 じる女性総合職は多い
2t ）

。 現在 の 企業環

境 で は総合職女性が育 っ て い くの は 困難で ある 。

　女性 管理 職の 増加率 に つ い て 、均等法施行 IO年で そ の 成長度合い をみ る と 、企業規模

1 0人以上 で男性管理 職が 17．0％増加 に 対 し女性管理 職は82．3％ と男性 の 約 5倍 の 伸 び を

示 して い る 。 こ れか らみ る と急速に 企業内に 女性管理 職が増加 して い るか に み え るが、全

体に 占め る女性管理職の 比率 は 2．5％か ら3、9％ に 変化 した だ けで い まだ に低い
2i ）

e

　均等法が コ ース 別雇用管理の 定着 ・促進 を進めた ことは紛 れ もない 事実で あ る 。 均等法

は近年に おけ る労働省の ア ン ケー ト結果の 比較か ら も分か るよ うに ご くわずか の女性総合

職の 採 用に貢献 し、可能性と して の 男女の 均等待遇 を保障 した とい え る 。 とこ ろが 、実際

の 企業の 雇用管理 では
一

般職の高度化 ・戦力化が進み 、 経済合理的な組織づ くりが 進ん で

い る 。 さ ら に 、近 年の 労働市場の流 動化傾向と連動 して 、 女性の 麗用環境 を厳 しい もの に

な っ て い る 。 これ らが 、新規学卒者 へ の採 用管理 へ も影響 して い る 。

3　 結 語

　こ れ まで の とこ ろをまとめて み ると 、 男女 の 採 用時 点 で の 需要価格の 相 違 は入 社 後 の ラ

イ フ ビジ ョ ン の 相違に よ る とこ ろが 大 きい
。 企業従属的か 個人生活従属 的に っ い て の 判断

で コ
ー

ス 区分 をされ る 。 また 、 これ と連動 して 、補助 ・執行労働の 効率化 の ため に
一般職

の 職域鉱大、男性職域の 変化 、外部労働市場の 活用が こ の 傾向を強め て い る 。 こ れ ら に 大

きな影響を与 え て い る の は 女性 の 職場 進 出、なか で も高学歴 化 と就業意欲 の 向上 で あ り、

さ らに それを支え る女性の 事務職志 向が ある 。
こ うした労働力供給 側の 意向にあわ せ て 労

働力需要側 の 労働力活用 は行 われて い る 。

　今後 、マ ク ロ 的に み た場合 、 労働市場の 流動化傾向とあい ま っ て 、 企業 内労働市場の 縮

小が続 き 、 外部労働市場は増加 して い くで あろ う。 そ の 推進動機は人件 費あた りの コ ス ト

パ フ ォ
ー

マ ン ス の 向 上 で あ る 。 「複線 型 人事劇度」 が企業 の 経 費節減 に 貢献 して い く限

り、 こ の 制度は 今後 も雇用管理に 大 きな影 響力を与え続ける 。

　これ らマ ク ロ 的変化 の なか で、一定の 労働条件を確保す るた めに は労使の 力 関係 が鍵を

握 っ て い る 。 　「複線 型人事制度 」を採用す る と して 、 それ が 労働者 に 優 し い 制度 に な る た

め に は 労働者側 か らの 発言が 必要で あ る 。 そ の よ うなな か で 、 「耐 え難い心 労 を伴 い つ

つ 」
2 ’1 ）

も、雇用条件の 改善を勝 ち取 っ て い く女性労働者の 連帯が 注 目され る
2d ）

。

21）　女性縫合職に関するの次の記事参蟹回 「仕事か出産かシ
？
レンマ深く」（；日本舞済舞聞亅，1995年9月25目付），「囎に気韮ね、 病状悪化」（同左，1995

　 年1藍月6日付）

22）　労働省婦人局編t乎成7年蔽働く蝿人の実情』，PlG6

23）　護辺Sコース罰濯用管理と女性労愚」，P．174

24）　最近の芝信隠金庫女性昇格差別に封する醤決をはじめ、徳力だが変化傾向にあるo
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【図 1　 大卒女 子就 職者 の 職業構成の 推移】

その 他

1985年3月 卒

！986年3丿ヨ卒

1987転3月卒

1988年3月卒

1989邦3月卒

正990隼 3月 卒

1991年3月卒

rg92年3月卒

1993年3丿腎卒

1994年3月卒

1995年3丿寄卒

　 　 　 　 　 0、0　　　　　　 20，0　　　　　　 40．0

資料出所 ：文部省 「学校基本調査」

駁〕．0 80．0 　 100．0
（％ ）

【表 1　 コ
ー

ス 別雇用 管理 釧度導入企業の 採用状 況 】
（単位 ： ％）

コ ・一ス 名 蘊年 コース躙關

鱒入篠計

募集・採用

あり企業　　　　男女とも　　　　女牲のみ　　　　舅性のみ
採用 企画 的業務 に 従事 し 、 全国

的規模 の 転勤 の あ る コ
ー

ス

（総合職）

1992

’
i鰯

’

一
｛OG．　O

IOO．O

　 　 　 　　76，2
　 　 　 　（100．O）　　（46．5）　　（　O．3）　　（53．2）「　，　一　，　冒　「　幽　甌　一　一　．　幽　一　‘　閣　P　−　一　一　一　一　一　π　冒　一　r　−　一　π　一　−　一　一　圏　一　r　幽　”　一　一　一　一　1　F　γ　r　r　隠　，　耳　【　．　．　一　暫
　 　 　 　　62．7
　　　　（100．0）　　（27．6）　　（　0．1）　　（72．3＞

定型 的業務 に 従事 し、転居　玉992
を伴 う転勤の な い コ ース

（一般職）
一．一一一一一
ほ 995

100，0　　82．7
　　　　（100．0）　　（25．4）　　（73，8）　　（　0．7＞齟F一曹．■匿．鬩・幽一’一一凾一’炉・幽一，，丁冒1π一一一．一一一一尸一一1山一rrr−一匿匿一一一四＿−
100．0　　67，6
　　　　（1｛〕0．0）　　（19，1）　　（74．9）　　（　6．0）

資料 出所 ； 労働省 厂女子雇用 管理 基本調査 」 （平成 4 年 、 7 年版 ）

【表 2　 女性 の 配 置の基本 的考え 】
（単位 ： ％ ）

1992年 1995年 ； 1992年と嗹
能力や適性に 応 じて 男性 と同様の 職務 に 配置 55，0 47，1i　 ▲ 7．9

　　 1

女性の 特質 ・感 性 を 生かせ る 職務に 配 置 37．6 44．6i　 7．O
　　 I

女性は 一一般的に 家庭責任 が 重い の で補 助 的業務 を中心
に 配置

5，3 6．51　　 1，2
　　i

そ の 他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L5 1．61　　 0．1
　 　 3

不 明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0．6 0．31　 ▲ 0。3
　 　 ：

資料 出所 ： 労働省 「女子 雇用 管理基本調査」　（平成 4 年 、 7 年版）
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【表 3　 女 姓 の 能 力 活 用 の た め の 取 り組 み】
（単位 ： ％〉

実施す 実施 す ど ち ら 不 明

べ き る必要 と もい

な し え ない

女性の 能力活 用 の ため
一

層の 取 り組みが 必要 66．433 ．2 一 0．4

取 （ 能力向上の た めの 女性 の 訓練機 会を拡充 60．98 ．8 30．20 ．2
り取 す る

組 り

み組 女性が い な い か または 少ない職務に つ い 54．79 ．8 35．30 ．2
の み て 、 意欲 と能力 ある女性 を積極的に採用

内必

容要

す る

lI 女牲が い ない か または 少な い 職務に つ い 50，48 ，7 40．90 ．0
皇00 て 、 意欲 と能力ある女性の 積極的な配 置

／

上

・昇進 を行 う

位 女性の 活用状況 や活用に あた っ て の 問題 47．711 、54G ．7o ．1
5
項

点の調査 ・分析を行 う

目 中間管理職男性 や同僚男性に 対 し、 女性 43．614 ．841 ．4G ．2
）

活 用 に つ い て の 啓発を行 う

コ ー
ス 別雇用管理制度を導入 して い る企業 88，2ll ．8 皿 一

資料 出所 ： 労働省 「女子雇 用 管理 基 本調 査 」　（平成 7 年版 ）

【表 4　 女性活 用 に あた っ て の 問題点】

（単位 ： ％ ）

夏992年 1995年 1 正992疑 嵯

女性 の 鋤続年数が平　的に 短い 46．446 ．6i 　 O，2
家庭貴任を考慮する必要が ある 39．537 ．71 ▲ 1，8
一般的に 女性 は職業意識が低い 33．132 ．3　 1 ▲ 0．8
女性には 法制上の剃 約が あ る 17，226 ，4　1　 9．8
顧客や 取 引先を含め社 会

一
般の 理解が不十分で あ る 16．4 正5．戸 ▲ L3

中間管理 職 男性 や 同僚男性の 認 識 、 理解が不 十分で あ る 正4．1 重2．5　 1 ▲ 1．6
特 に な し 8．0 8．9　 1　 0．9
そ の 他 3．2 2．91 ▲ o．3　　 鬮
女性の 活用方法が分か らない 1，4 玉．9　 1　 0．5
不 明 冖 0．4　 1　 0，4

資料 出所 ： 労働省 「女子雇用 管理 基本調 査」　（平 成 4年 、 7 年版）

【図 2　 職 域拡大 に お ける性別職務分離の 推移】

　　　　　　　　 男蜘 職域にreltl

： 桜井 『新 しい 労務管理と女性労働』 ，P．125
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日 本 的 人 事 労 務 管 理 の 再 編 と 女 子 労 働

（Reorganizatioil　of　Japanese　Style　Personnal　Management　to　Women　Workers）

中央大学非常勤講師　川口　和子

Chuo　University　　Kazuko　Kawaguchi

は じめ に

　 「日本的経営亅 、およびその主軸で ある 日本的人事 ・労務管理は 、　「安定成長j 期以降

、と りわ け 1985 年G5 の 「プラザ合意」 以降の 急激な円高基調の もとで 弾力的再編を

すす め、 日本資本主義の新たな蓄積方式を形成 して きた
。 さらに 90 年代後半期に さ しか

か っ た今 目 、 それは近 づ く21 世紀の メ ガ ・コ ン ペ ティシ ョ ン に 向けて い っ そ うの国際競

争力強化をめ ざす新たな再構築の 段階を迎えて い る。 95 年 5 月に公表された 日経連の r

新時代の 「日本的経営1 』　（以下 日経連報告 と略す）が示す経営戦略は その 具 体的提起 に

ほかならず、実際に も個別企業の リス トラ 「合理化 亅 を通 して進行 しっ つ あ り、それ を促

進す る労働法制の 再整備 も、 「規制緩和 1 の 流れに乗 っ て 着手 されてい る こ とは周知 の と

おりであ る。

　なお、終身雇用 、 年功制 、 企業別組合を主要な構成要素 としてきた 日本的人事
・労務管

理 に おい て は 、 平均的に動続年数が短い 女子労働者は そ の 「枠外」 に置かれて きた と位置

づ け られ るの が通説で あ っ たが 、 こ うした 日本的人事 ・労務管理 の 再編過程は 、 その
一

環

として女子労働者に たい する管理手法に も変容を もた らして きた 。

　 と くに 日経連報告をは じめ今 日の 経営者団体の 21 世紀戦略構想は 、
い ずれ も女子労働

力の 「有効活用亅 をい っ そ う声高に強調 して い るこ とが 、

一
つ の特徴で ある。 また 85 年

に制定された男女雇用機会均等法は 日本的人事 ・労務管理の弾力的再編を促進する
一

っ の

契機 ともな っ た が 、 施行後 10 年を経た今 日、 そ の 見直 し作業が、再び労働 基準法の女子

保護規定の 改廃と併せて労働法制改定の
一

環 として 95 年 10 月か ら開始 されて い る。

　日本的人事 ・労務管理 の新た な再鑷 とともに 、 女子労働力 「活用」 管理 もまた新たな段

階に たち至 っ て い る。

　本稿は 、 こ うした経過 をふ まえ、 日経 連報告を中心 に今日の新た な女子労働力 「活用 1

管理の 変化に つ い て考察する。

一
、　 「日本的経営亅 に おける女子労働者管理の変遷

　戦後、女子労働力の 「有効活用 j を初めて 提起 したの は 、　「高度成長亅期 の 「積極的労

働力政策 1 で あ っ た 。 その 「ウ
ー

マ ンパ ワー政策」 は、妻 と して 、 母 として 、家庭 の 主婦

として の 女子労働力の 「特性」 を強調 し、こ の 「性別役割 i に 見合 う就労形態 と して 主婦
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を主力とする 日本的パ ー トタイム労働を、 若年労働力の 不足を補 う新たな低賃金労働力 と

して創出した
。 同時に 大企業職場で は 、 結婚退職制 、 若年定年制 、 夫婦別居配転等、 早期

退職を強要するあか らさまな性別雇用管理に よっ て 、 次第に増えは じめた女子労働者の 結

婚後 も働き続 けようとする長期継続就労傾 向を抑制 した。 こ うして 結婚 ・出産で リタイ ア

し、 育児に手がかかる時期を経た うえで パ ー トで再就職する とい う女子労働者の rM 字型

雇用」 構造が形成された。 また年功制に よる賃金 、 昇進の 管理 も、 年齢、勤続 年数 、 学歴

、熟練度等に加えて性差をその 決定基準 とし、 女子は
一

定の年齢で昇給をス トッ プした り

、 女子の昇給額を男子よりも低 く設定する男女別建て の賃金テ
ーブル な ど、 公然た る性差

別に よる人事管理であ っ た。

　 この ように 「高度成長 1 期に確立 された 日本的人事 ・労務管理は 、 よ り広い フ レーム で

とらえるな ら、 女子労働者をその 「枠外亅 に置い た とい うよ りも、 その大企業の 正 規男子

労働者の 終身雇用、年功制を補完す る雇用調節弁 、 および短期動続→ 不熟練 ・単純労働 →

低賃金 とい う図式に よる女子労働力の 「活用」 を、性別管理に よっ てむ しろ意図的に その

一
環と して組み込ん だ もの とも言え るで あろ う。

　 しか しその後の 日本的人事 ・労務管理再編 プロ セ スは、それがME 化 に よる労働内容の

変化を技術的基礎 として個別、能力主義管理 の浸透 、 トータル化を主要な側面 として おこ

なわれた の に伴い 、性別管理 につ い て も次第 に変化、再編を もた らした 。 即 ち、 職能資格

制度の導入や賃金体系に おける職能給部分の拡大な どに よ っ て、こ れ まで の あか らさまな

性差別に よる二 元的管理か ら、 少な くと もタテ マ エ と して は労働者個々 人の 「企業 目的達

成の ための 職務遂行能加 の 「発揮度に したが っ て 、配置、昇進、賃金、その 他の 処 遇を

おこな う亅
n
男女共通の

一
元的管理 へ の転換の 方向を指向する もの であ っ た 。

　それは 、　 r高度成長亅期以降の 男子労働者の 増加率を上 回る女子労働者の 激増 、 また結

婚退職制や 若年定年制、男女別建て賃金体系による賃金差別等にたい す る、 60 〜 70 年

代に相次いだ女子労働者の 民事訴訟に よるこれ らを不 当とす る判 例の 蓄積 、 さ らに 国連が

75 年に設定 した国際婦人年以降の 男女平等へ の 国際的な機運の 高 ま り等 、 この 間の 国内

外の 動向に対応するもの であ っ た 。 そ して これ らの 動向を背景に 立法化された均等法は 、

内容は実効性に 欠ける ものではあ っ たが 、 募集 、 採用か ら退職に 至 る雇用の 全ス テ ージに

おい て 「女子であ るこ と亅 を理 由とす る差別的処遇 を初めて 具体的に規制した こ とは 、 人

事 ・労務管理 に もインパ ク トを与えた 。 即ちこ の 法規制を 「男子 よ りも長期定着性に劣る

女子に画
一

的に適用するこ とは 、 回収不能コ ス トが発生する亅 として 、 経営側は均等法の

規制を クリアす るために も、 能力主義に よる複線型管理の 推進を提唱
2 ）

し、　 「コ
ー

ス 別管

理 亅 の 導入が金融、 大手ス
ーパ ー等の第三次産業部門を中心に広が っ た 。

　 しか しその性別管理再編の 実態は、総合職 ＝＝ 男子、
一

般職 ＝ 女子に振 り分 け る、看板 だ

けをぬ り変えたにす ぎない コ
ー

ス 別管理や、職能資格制度の もとで も査 定者の差 別的偏見

に よ っ て 女子労働者の昇格 、 昇進が抑制 される等、従来の性別管理をなお多分に 温存、内

包する事例
S｝

も少な くなか っ た 。 その
一

方 、 個別 、 能力主義管理は労働者間の競争 と選別

を もた らし、 ME 化に よる職務の 再編 と も相ま っ て 女子労働者に も過酷な労働強化 ととも

に 、 不安定雇用の導入を促進 した 。 その状況はすで に 本学会で も清山玲氏
曝D
等に よ っ て明

一 43 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Academy of Labor and Management

NII-Electronic Library Service

Japan 　Aoademy 　of 　Labor 　and 　 Management

らかに されて い る。

　また藤井治枝氏の御指摘
5 ）

の ように 、 社会政策や家庭政策に よ っ て 、 女子労働者の早期

リタイ ヤ、不安定雇用化を促進する、 仕事 と家庭貴任を両立 し難い新たな 「性別役割」 の

再生産搆造の 形成が 、 人事 ・労務管理の 再編の外側で 同時進行 した こ とも見落 とせ ない
。

二 、 新た な経 営戦略に おける 、 男女 「機会均等」 管理 と女子労働

　女子労働の 側面か ら以上の ような経緯 をふ まえて 見るな ら、今 日の 「21 世紀型 の 企業

シス テ ム 亅づ くりをめ ざす新たな財界戦略構想は、 こ うした性別に よる二 元的管理 か ら男

女 「機会均等亅 の一
元的管理 へ の転換をさ らに徹底す る、女子労働力 「活用亅 の 再編 と言

え よう。

　 90 年代に入 り、とくにバ ブル景気崩壊後に 相次い で 出され た財界の 新たな戦略構 想は

、 女子労働 に っ い て も従来に ない ス ペ ー
ス を割い て 、性別管理の 見直 しとそ の 「有効活用

亅 の必要を改めて強調 して い る。

　 「企業は、合理的理 由のな い性差に よる雇用管理は、人材の有効活用 に な らな い こ とを

認識す べ きで ある亅
6）

、
「男性中心の考え方で構築されが ちな種 々 の シ ス テ ム を見直し」

「企業の 中に女性の 活躍 を支持する組織風土の 醸成をはか り、かつ それを根づ かせ い く必

要がある 。 それには経営 トッ プがその方針 と姿勢を社内外に 明らかにする とともに、管理

職は そ の 方針の 具現者 として 自らの意識を変革 し…
実践して い くこ とが基本 にな らな けれ

ばな らな い 」
7
 

　さらに 前記 の 日経連報告 9新時代の 「日本的経営亅 』 は 、　「人間中心 （尊重）の 経営亅

「長期的視野に立 っ た経営亅 を 「日本的経営亅 の 理念と して再確認 してい るが 、 「女性 の

一
層の社会進 出の 促進に取 り組む こ とは、　「人間 中心 、 尊重の 経営」 の 理念の 深 化、拡大

の 一
環 と言え よ う亅 と位置づ ける。 そ して 「女性の 戦力化 の た めに は 、 女性 自身の意識改

革は当然必要で あるが、企業に も男女の 就業 ・処遇上 の 機会均等とその たた めの能力開発

を積極的に行うこ とが求め られ る」 、 「女子に つ いて も能力、業績評価を適性に処遇に リ

ンクさせ、同時に女性の 就労機会の 拡大を阻害する法律の 全面改正 が必要亅 と述 べ てい る

o

　これ らの 文脈 が示す ように、年功制、終身雇用制の事実上の 破壊と能力 ・業績主 義に よ

る競争原理 の徹底 を基本とする今 日の 新た な人事 ・労務管理再編の もとで、女子労働力の

「有効活用」 は 、 そ の 枠組みの
一

環 として 明確に ビル ドイ ン され、能力 ・業績主 義に よる

男女 「機会均等」 の
一

元的管理の 促進をうち出した と言え るで あ ろう。

　しか し男女 「機会均等」の新た な人事 ・労務管理 の具体策は 、 どの ように展開され、際

に女子労働 に何をもた らすの か 。 日経連報告に 見られるそ の特徴を、以下 3点 に しぼ っ て

述べ たい 。

1 、 雇用形態の 「多様化 j と、不安定雇用化
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一

っ は女子労働者の大量の不安定雇用化で ある。

　周知の ように 日経連報告は、 「雇用 ・就業形 態の多様化亅 と して 、  「長期蓄積能力活

用型」   r高度専門能力活用型 j   「雇用柔軟型」 とい う、職群に対応す る雇用、処遇の

三 グル ープ化に よる選別雇用管理の方向を提起 した 。 長期的雇用 と昇進、 昇給が一
癒可能

とされ るのは 、管理職や総合職等、少数の 企業の 申核 とな る者に限 り、   の 専門部門職種

、 その 他の   は 有期契約雇用で あ り、昇 給も退職金 もな しとす る 、 雇用 の弾力化 と労働力

の流動化 、 そ して 人件費の 削減を意図す る構想であ る。

　 この 3 グル
ープ化に よる使い分けの 基準は性別ではない 。 多様化 して い る価値観や ニ ー

ズ、即 ち労働者
一

人一人の 「働 を尊璽 し 「企業と労働者の ニ
ーズが マ ッ チ した とこ ろで

成立す る」 とされ 、 男女共通である 。 しか しこれまで の性別職務分離や コ
ー

ス 別管理 に よ

っ て、女子労働者の多 くが  の対象 とされる一
般職や技能、販売部門に配置 、 就業 して い

る現状か らすれば 、 これが もた らす不安定雇用化 と処遇の 低下を被るの は大部分が女子労

働者で あるこ とは明らかで ある 。   に つ い て も、最近 マ ス メディア を賑わした ス チ ュ ワ ー

デスの 契約社員化をは じめ、看護婦、ア ナ ウン サー
、 保母な ど、 女子特有の 専門職の 不安

定雇用化がすで に顕著に進行 して つ つ ある。

　なお現在俎上に登 っ て い る労働法制改定の
一

つ は 、 労基法に よる有期雇用契約 を現行の

1年か ら5年へ の 延長で ある 。 こ れが実現すれば    の 有期雇用の 契約期間は 5年程度 と

な り、 学卒新規採用の ケー
ス で は 、 高卒な ら 23 才、 4 大卒で も27 、 8才で 契約期間満

了 となる 。 若 くて、素直で ピチ ピチ した期間だけ徹底的に 使い 、女子で あれば結婚 、 出産

、育 児な どで 稼働率低下 、
コ ス ト高が予想 される年齢の直前に 排出が可能 とな り、 若年定

年の再現 ともな りかねない 。

　その後 も就労を求める労働者には、パ ー ト、派遣、テ レワ
ーク （在宅就業）等、多様な

不安定就業へ 誘導するために、派遺労働の 対象職種の 拡大、有料職業紹介事業の 自由化が

すすめ られてを り、業種別最賃を廃止 し地 域別最賃へ の
一

本化に よる最低賃金の 引 き下 げ

も、労働法制改定の ターゲ ッ トとな っ てい る。

　すで に これ まで も中高年層の 主婦をの再就職形態 と しての パ ー トを主力に
、 不安定雇用

の 多くは女子で あ っ たが 、 これ らの 法改定は 3 グル ープ化モ デル と相 ま っ て 、 若年層 、 専

門職層 に も多様 な形態で 不安定雇用化を拡大 し、 とりわ け女子労働者の 雇用 、 賃金等の 悪

化をもた らすで あろう。

　またその こ とか ら、雇用形態の 差に よる男女の 格差 、 女子労働者間に おける選別 、 分断

もさ らに深 まる こ とになろ う。

2 、 職能 ・ 業綾主義の 徹底に よる過酷な 「戦力化」

　もう
一

つ は 、 年功性 の 見直 しの 促進、個別 ・能力主義管理の徹底 に よる過酷な 「戦力化

」で ある 。

　日経連報告は 「人間を大切に し、従業員の働 く意欲 を尊重 し、個 々 人が能力を最大限に

発揮できる処遇制度亅 「能力、業績を反映 させ たチ ャ レン ジ型の 人事制度」 の構築を提起
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してい る。 それは、職務 に リン クした 職能資格制度を柱とする複線壑人事 シス テ ム に 、厳

選主義の昇進 ・昇格制度、職能 ・業績対応型 の賃金制度 、 自己管理 に よ っ て 仕事を遂行す

る目標管理制度、 経営戦略に沿 っ たチ ャ レン ジン グな能力開発 と研修制度、そ して人事評

価制度な どを組合せた 、 トータルな処遇管理の整備 と運用をめ ざすとしてい る。

　 しか し職能資格制度に よる昇進 ・昇格は、　 「一定資格以上は昇進 ・昇格 の選別 を強め．一

期待 され た職能が発揮で きない場合は降格 も行 うJ 、 賃金制度 も定期昇給を排 し、従来の

「右肩上が りの 賃金カ ーブか ら…一
定資格以上は業績に よっ て上下に格差 が開 く、 い わば

ラ ッ パ 型の 賃金管理を志向す べ き亅 とす るな ど、 個々 人の 能力や業績に よ っ て は降格や 降

給 もあ り得 る もの とされてい る。 また目標管理制度は 「会社目標をふ まえて 、部、課、各

人の 目標を設定 し、 それ を達成す べ くチ ャ レン ジする亅 もの、能力開発、研修制度 も、企

業は 「将 来的経営戦略 に もとつ く多様な メニ ュ ウーをそ ろえ 1 、従業員は 「自己実現をは

か るよ うに 自らの 能力は 自らが高め る亅 もの とされ 、 個 々人の 自己啓発 、 自助努力を 「個

性重視 j　 r人間尊重亅 の名の もとに促 して い る 。

　即ち 、 職能 ・業績主義の トータル な徹底 とは、強制 されな くて も労働者
一

人一人が 自主

的に能力開発に励み 、 昇格 、 昇進、昇給をめ ざして競い 合い
、 目標達成に向 けて 自らを労

働強化に追い込む、過酷な 「戦力化 」 の 装置 にほかな らない 。 しか も個 々 入の 達成目標は

企業の戦略 目標 と連動 して常に引き上 げ られる可能性があり、職能 ・業績の 評価制度 も査

定を行 うの は上 司であ るこ とか ら、労働者の こ うした 自主 的努力が正 当に報われ るとは限

らな い 。 そ の 意図 は、競争原理の 徹底 に よるい っ そ うの効率化 と総額人件費の 抑制で あり

、 こ うした経営戦略に見合う人材育成に あろ う。

　 この よ うな 競争原理 に よ る 「戦力化 」 、労働強化 もまた男女 「機会均等 1 で あ る 。 とり

わけ 「長期蓄積能力活用型 グル
ープ亅 で の激烈な少数精鋭化を意図 して い るが 、 他の グル

ープも射程外ではない 。

　 これ らの シ ステ ム は
一

面で は、女子で あ っ て も能力を高めて 仕事に チ ャ レ ン ジし、業績

を上 げれば、男子なみの 、場合に よ っ ては男子 を追 い 越す昇進や高賃金 を得 る こ とも不可

能で は ない とい う、従来の性別管理 が閉 ざ して きた可能性を開いた こ とも事実で ある 。 し

か もそ れが 「働きがい の 重視 jr 主 体性の 尊重 亅 な どの イデオ ロ ギーと ともに 展開される

とき、こ れ まで の 性差別 へ の怨念 もこ めて 自らを 「戦力化」 競争に か りた て る効果は 、 男

子に 劣らず女子労働者に も大きい 。

　実際に も、 とりわけ若年、高学歴の 女子労働者に は 「転居を伴 う転動 も受ける 。 結婚は

仕事 も転動も許容 して くれる人を選ぷ 。 そ うい う相手がい なければ当分は結婚 しない 」 な

どe）
、 能力発揮 、 自己実現欲求は高 まっ て い る 。 しか し同時に、こ うした新た な可能性を

選択 し挑戦した女子総合職の 現実は 、 もともと男子で もカ ロ ーシする長時間、過密労働の

もとで の 終わ りの ない競争は 、 ス トレス を増幅 し
“
燃 え尽 き症候群

”
が多発 してい る

9
 

　な お 、 男女 「機会均等」の 「戦力化 ］ は 、 ME 化に よる労働内容の平準化を土台 とす る

女子労働者の職域拡大 とも連動 して 進行 して い る。

　男子中心の三 K 職場 とされて きた 自動車産業の 生産現場 へ の 女 子の 導入はその
一

つ の 典

型で あるが 、 経営側は 「人に優 しい生産 ライ ン 」 を うたい 、女子 労働者が空調の きい た職
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場環境で快適 に働き、 余暇を楽 しむ未来像を描き出して い る
1°）

。 しか し現 実は 、 重筋労

働は軽減された もの の 、 トヨ タの 生産 シス テムが典型的に示すよ うに 、生理 的、 心理的余

裕時間も無視 した r基準時間」 に もとつ く秒きざみの過密労働に、女子労働者 もか りたて

られてい る。 そ して女子の生産現場 へ の導入は、現在は 、 深夜 ・時間外 ・休 日労働 にた い

する女子保護の 法規制があるため、男女総数の 5％程度が限度とされて い る
且n

が、労基

法改定が行われれば大幅にふ やす方針で ある。

　日経連報告も提起 してい る労基法の女子保護の撤廃は、現在、労働法制改定の
一

環 とし

て均等法の 見直 しとセ ッ トで検討がすすめ られて い るが、 「連合」 傘下の 最大民間労組で

ある自動車総連は、 「連合」 に先駆 けて女子保護撤廃を 「女子の職 域拡大の ために 」 とし

て打ち出してい る。

　これ が実現すれば 、 以上の ような女子労働者の 「戦力化 亅 は さらに過酷さ を増 して促進

され るであ ろう。

　女子だ けの特別保護の撤廃は 、 能力 ・ 業績主義の 競争原理 に よる男女 「機会均等亅 の 一

元的管理を指向する財界戦略か らすれば当然の 、また 不可欠の 課題であ ろ う。 またそ こ に

この
一

元的管理の 過酷な本質が示 されてい る と言え よう。

3、性差別の 隠蔽と再編

　三 つ めは 、 男女 「機会均等」管理 の もとで の性差別の隠蔽 と、表面か らは それが見えに

くい形で の再編で ある。

　日経連報告は、能力 ・ 業績主義 の 処遇 の徹底 には 「人事評価の 役割は ますます重要にな

るj こ とを強調 し、これ まで不十分 で あ っ た評価者訓練の 徹底に よ っ て 評価の 公正 と納得

性を高め るこ と、 また今後は人事評価制度を 「賃金、賞与の査定の みで な く、 能力開発 、

人材育成 とい っ た広い視野に 立 っ て 活用 して い くj こ とをめざして い る。

　年齢、動続、学歴、性別等の年功的基準に代わっ て 、 個 々 人の 職務遂行能力 、 業績 、 勤

務態度等を重視 して昇格 、 昇進、賃金等が決定される処遇管理に おい て は 、 労働者に と っ

て も人事評価の 持つ 意味はい っ そ う大き くなるこ とは事実で ある。

　しか し、 労働者
一

人
一

人の 評価を的確、 公平に行 うこ とは本来不可能にちかい 。 と くに

日本的特徴で あ る属人的、抽象的な織務遂行能力や 、 意欲 、 勳務態度な どの情意考課 には

、評価者の 主観が入 り込むこ とは避 けがたい
。

　評価者訓練等に よ っ て 、人事評価 の 手法が精錬化 される として も、 人事評価の権限 は殆

ど百％経営側が掌握 し、 評価者 ＝ 上 司で ある日本の現状の もとで 、 しか も総額人件費の 削

減を至上命題 とする経営戦略か らすれば、 むしろ降格 、 降給 もあ りうるとの 「厳正 な」 選

別強化を促進する もの となろ う。

　そ して 評価者訓練に よ っ て女子に たい す る前近代的な偏見が改め られる として も、 女子

労働者の 母性や家庭責任の負荷は 、

一
元的能力 ・業綾主義に よる評価におい ては マ イナ ス

要因 となろ う。 従 っ て性差別は この 人事評価を通 して 容易に 、 また意図的に 入れ込む こ と

が可能 であ り、 しか もその結果 として の賃金 、 昇進等の男女格差は、個々人の 能力や努力
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の 差とされ、 性差別は隠蔽され 、 再編される。 さ らに 日本の均等法は こ うした間接的な性

差別に は規制力を持たず、闘い 辛くなる こ とか ら、 再編された性差別はむ しろ固定化 され

拡大する可能性も否定で きない
。

　実際に も、 例えば労働省謂査
121

に よれば昇進に つ いて の経営側の基本的考え方 と して

は 、 女子 も r能力や経験があれば昇進させ る」 とす る企業が大部分 （95 、 2％ ）で あ る

が 、 女子の課長相当職ありの 企業割合は 30 、 6％、女子の 部長相 当職あ りは 蓋4 、 3 ％

にすぎない 。 そ して女子労働者の昇進 に たいす る不満で 最 も多い の が 「査定の あり方に 疑

問があ る亅 で 、 54 、 9％ と過半数を占めて い る。

Is ｝

　なお前述の 、 大量の不安定雇用化が事実上女子 に集中する r雇用形態の多様化亅 も、新

たな性差別再煽の手法 と言え よ う。 こ の 場合 も性差別は 、 個々 人の 「ニ ーズ」 や 就業分野

に もとつ く複線型管理に よ っ て、雇用形態、 就業形態の差 として隠蔽 される 。 すで に述 べ

た女子保護規定の 撤廃 に よる 「戦力化 亅 、 労働強化の推進は 、女子労働者の不 安定雇用 へ

の下降移動 と固定化を加速 し、雇用 ・就業形態の 差 を伴 う複線型 管理 とその 性差 別は 、今

後 さらに促進 され るこ とが推測 される 。

まとめ

　以上 の ように 、露骨な性差別 に よる 2元的管理 か ら能力 ・業績主義の 競争原理 に よる男

女 「機会均等亅 の 一元的管理へ の 手法の 転換 とそ の徹底は 、即、男女の平等を結果する も

のではな い こ とは明 らかである 。 それは今日 、 2000 万人を突破 し激増 した女子労働者

、 しか も従来の 若年 、 未婚の 短期就業 とは 異な り、既婚者が過半数を占め、学歴 も高ま っ

て 、 長期継続就業希望や 自己実現欲求 、 平等要求を強めてい る女子労働力の 主体的条件の

変化、併せて技 術革新の 飛躍的発展を基礎 とする労働内容、お よび産業構造な ど客観的変

化か ら、企業経営 に おける女子労働力の 「有効活用」 の必要性 とメ リッ トが い っ そ う増大

して い る こ とへ の戦略的対応に ほ かな らない 。

　そ して その新た な 「有効活用亅 戦略は、女子労働者 の 高 まる平等志 向 、 自己実現欲求を

む しろ逆手に と っ て、男女
一
元的管理に よる母性も無視 した男子なみの少数精鋭化 「戦力

化 亅 と、低賃金、無権利の 不安定雇用化を同時に追求する選別 「活用」 で あ る。

　それは女子労働者に い っ そ う過酷な状態悪化を もた らす だけで な く、

一
元的管理 に よ っ

て 能力 ・業績を女子労働者と も競いあ う男子労働者の 労働強化に も拍車をか ける 。 そ して

家庭責任は すべ て妻の 内助に ますます 期待せ ざるを得 ない 男子労働者の 「会社人間」 化 は

、既婚女子 労働者の 不安定雇用化 に連動す るとい う相乗作用の おそ れもな しとしな い 。

　しか し同時に 、 渡辺峻氏の御指摘
14 ’

の ように 、 個 々 人の 自主性 、 自発性 を重視する能

力主義人事管理 は、労働者に 「多 くの 堪え難い 心労を代償に しっ つ 」 も、経営側の 意図を

越え る 「自立 した個人」 を育成 し、 職場生 活の みな らず、社会生活や家庭生活を含めた ト

ータルな生 きが い、充実を求め る f社会化 した個人1 として成長し、　 「個の 連帯 1 を つ く

りだす契機を内包 して い る進歩の 側面 も 、 社会発展の 歴史的必然の 到達点 として 重視す べ

きで あろう。
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　男女 「機会均 等亅 を掲げざるを得ない人事管理手法の 前進は、その タテ マ エ と現実の 乘

離を通 して 、また競争原理 がもらす男女双方の過酷な現実の 中か ら、 男女が と もにそれぞ

れの 個性を発揮 し、真に働きがい、生 きがい を もて る有 り方を追求 し、その た めの 男女労

働者の 団結をつ くり纉す可能性も、

一
元的管理の矛盾として内包 して い る と言え よう。
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ジ ャ パ ナ イ ゼ ー シ ョ ン と 労 働 管 理

　　　 （Japanization 　 in 　Work ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立教大学　　丸山惠也

　　　　　　　　　　　　　　 Ri壓｛kyo　Ul麁iversity　　Yoshillari　MARUYAMA

1．は じめ に

　日本企業は 1980年代後半期よ り本格的な海外へ の 進 出を開始 した 。 こ の よ うな日本企業

の 海外へ の 生産 拠点の 構築 に は 、 これまで すで に証明済み であ る高効率 、 高品質の 国際競

争力の 強 さの 武罌 と して の 日本的生産 シス テム をそ こ に移転するこ とが重要な 戦略的柱 と

な っ た 。 これが 日本的生産 シス テ ム の 国際的な広が りとい うジャ パ ナ イゼ ー
シ ョ ンを うみ

だ した 。 この ジャ パ ナイゼ ー
シ ョ ンの 現段階に おける H 本企業の 戦略は 、 国内外の サ バ イ

バ ル競争の ため 「効率性の 国際比較基準」 の 作成に よ る坐産勤 率性の い っ そ うの 推進と国

際的事業の リ ス トラ の 展開 に向け られて い る 。

　本報告 では 、 こ の よ うな 日本企業の グ m 一バ ル 戦略に つ い て 日産 自動車を事例に 整理 し

たい 。

2．日産自勸車の リス トラ とグ ロ
ーバ ル 戦略

　｛1｝ EI産 自動車の リス トラ

　第 1表 は 日産の 近年の 主な リス トラ策を整理 した もの で ある。 日産は バ プ ル 破綻以降の

経営悪化の なかで第 1表に み るよ うな リス トラを推進 し、 98年を目標 とす る再建戦略に取

り組ん で い る 。 そ れに よれば国内生産の ピー
ク時260万台 （1984年）を再編 し、工場適 正

稼働率80％ 、 しか もフ ル ラ イ ン ・メーカ ーと して の 存続可能規模と して の 180万台体制の

維持を目標 として い る 。 従業員は92年 5万 5，600人を94tP　5万1，400入 、 そ して 98年まで に

1万人を削滅 し、 98年に は 900億円の利益を実現する とい うもの で あ る 。 もちろん 、 この

リス トラ戦略で は 、 国内生産事榮の 縮小再編を荊提に 、 海外攀業の い っ そ うの 展開が企図

されて い る。

　  　日産の 海外事業の急速 な拡大

　 日産の 海外の 自動車生産は 、 第 2表に み るよ うに欧米か らア ジア へ と全 世界 に及んで い

る。 この うち自動車の 主要生産拠点は、 米国 日産 （NMMC 、 年産47万台、 従業員5．　030

人）、 英国日産 （NMUK 、 22万台、3，450人） 、 メキシ コ 日産 （NlSMEX 、 10万台 、

11，150人） 、 日産モ トール ・イベ リカ ・ス ペ イ ン （NMISA 、 12万台 、 6， 890人）の 4

工場で あ る 。 日産 は近年輸山を 148万台 （1981年）か ら61万台 （1995年） へ 6割 も減少 さ

せ る一方で 、 海外現地生産を 32万台 （1984年）か ら130万台 （1994年） と 4倍 に激増させ

て きて い る。 さらに 旧産 は 日米 自動車協議の 1995年 6月に 、
「グ P 一バ ル構造 改革方針」

を策定 したが、これに よれば 比米の生産拠点の い っ そ うの拡充と 、 そ して この拠点か らの
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輸出の 増加 と現地調達体制の 強化と同時に 、 ア ジア の 現地生産の増強を計画 して い る 。

　｛3〕 海外生産拠点へ の 日本的生産 シ ス テ ム の 移転

　日産 は さ きにみ た海外生産の 4拠点に 日本的生産 シ ス テム を移転するこ とに よ っ て 、 高

効率、 高品質の 実現をめ ざ して い る 。

　こ の 移転は例えば英国日産で は 、 サ ッ チ t 一政権以来の 労働運動敵視政策を背景と した

日本的経営贇美の な か で 、 こ こ を拠点 と して広げ られた 。 こ こで の 移転は、これ まで の職

場労働 を再編成 し、労使関係を変容する 、い わゆる 「労働の フ レキ シ ビ リテ ィ 」 と して 推

進 されて い る。 そ れは具体的に は 、 全員参加 の チーム ・ワ
ークの 導入 、 従業員階層の 同一

化 、 職務の フ レキ シブ ル 化 、 絶 え聞ない改善活動に よる高品質確保の 取り組み 、ブル ーカ

ラ
ー
層へ の人事考課と査定賃金制の導入 、 シ ン グル ・ユ ニ オ ン制の 導入 な どにみ られ る 。

　こ の ような日本的生産 シ ス テ ム の 移転は 、 メ キシ コ
、 ス ペ イ ン 、 ア メ リカ の 生産拠点に

おい て も積極的に推進され 、 ほぼ 80年代に は基本的に終了 して い る。 しか し、こ の シ ス テ

ム は移転 されれば 、 自然に効率的な生産 を実現す るとい っ た もの で はない 。

　  　海外事業の 再編と JIT シス テム の 推進

　日本企業の欧米における事業活動はかな らず しも高収益を確保するもの とはな っ て い な

い 。 日産 自動車もそ の 例外で はな く、 事業不振の オ
ー

ス トラ リア か らの 撤退 、 ア ジ ァ 地域

へ の シ フ トとい う形での 国際的事業の再編をすすめて い る 。 海外進出で は 日本メーカ ーの

先陣を 切 っ た 1：i産で はあるが 、 1995年 3月期逃結決算で 海外事業は 1，　00（臆 円の 赤字を計

土 し、 今後の 展望 もきび しい こ とが予想 されて い る。 こ れは メキ シ コ
喝 ス ペ イ ン の 事業不

振の 影響が大 きか っ た 。 日産 は トヨ タ 、 三菱に立 ち遅れたア ジア 地域で の巻 き返 しをめ ざ

して 98年韓国三 星自動車 との 提携に よ る乗用車生産を開始す る 。

　また 、 日産は海外事業の 再強化の ため
、 海外生産拠点の 自動化設備投資と jIT シ ス テ

ム の 推進に よる効率化を はか っ て い る。 こ うした効率化推進0）対策と して El産で は 、 　「基

準時間倍率」 とい う国際的な効率性比較の 尺度を設定 し、こ の 評価 に もとつ い て 各海外生

産拠点の 改善合理化の 目標を設定 し、 そ の 達成に取 り組もうと して い る 。

3．国際的労働生産性評価と基準時間倍率

　（1） 基準時間倍率導入 の ね らい

　 El産で は 、 この 基準時間倍率の導入目的に っ い て生産性向上活動や現場管理を グm 一バ

ル に比較し、 各拠点の 管理 の 現状を相互に把握 し 、 更な る生産性向上を図 る こ とを挙げて

い る。 また 、 こ の よ うな国際的な評価 尺度を構築 しなければな らない背景と して 次の 4点

をあげて い る。

　  日産に求め られて い る の は、利益ある企業体質の 実現に 向けた 、高い 規模の 原価低

減 と競合他社に打 ち勝 つ 高い 晶質で あ る 。

  上記の環境下で改善活動の成果を定量的に把握すると同時に 、i吐界各拠点間の 労働
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生産性の 比較 を行 い 、 各拠点 の レベ ル を知 る こと に よ り、 高い 目標に 向けた活動 の 推進 を

計 る評価尺度が必要であ る 。

　  現状の標準時間で は 、 時間を設定す る に 当た っ て の 標準作業が 設定者 、 工 程 、 ラ イ

ン 、車種に よ っ て 異な り、拠点間の 複合能率を容易に 比較す る ことがで きな いため 、 自産

グル ープ と して の 統
一 した評価尺度と して は不十分な もの とな っ て い る。

　  　これ まで 臼産で は 、 製造現場の 管理尺度が不
一1分 で 労働生産性の 水準 が不 明確で あ

り、工 程 、 ラ イ ン 、 車種 に よ っ て 生産性の 水準差を生んだ り、 次期型車の 目標水準が 不明

確な ため 、 活動の 前倒 しが出来なか っ た 。 そ こ で従来 の 標準時間管理 に加え 、新 た に 基準

時間倍率に よる労働生産搬評価
’
を実施 し、更な る生産性陶土を図 っ て 行 きた い 。

　こ の よ うな背景の 下に 、 基準時間倍率を評価尺度と して 構築するね らい と して 、 日産 は

  統
一 した評価尺度の 設定 、   公平な評価 の 実施 、   目標水準の 明確化 と課題方策の 方 向

づ けが挙げ られて い る 。 この よ うに 日産は、共通の 基準尺度をべ 一ス と した上限 の 設定 を

行い
、 ラ イ ン、工程に 対 して 目標水準を明確に した活動を推進する こ とをめ ざして い る。

〔2｝ 基準時間倍率

この 基準時間倍率は次の よ うに求め られ る 。

実工数／基準時間 ＝ 基準時間倍率

また
、 ラ イ ン の 直蜑作業の 生産性評価基準は 次の よ うに求 め られ る 。

ライン単位総実働時問／ライ ン単位総加工基準時問；ラ イ ン基準時間倍率

　さ らに 、 該当 ラ イ ンで 生産 されて い る全車種の 直接作業の 生産性評価基 準 は次の よ うに

求め られる 。

総労働16寺間 （全 直接員
・
卜全準直員）／総加工基準時間 （全車種） ＝ 工場基準時間倍率

　上記 3 っ の レ ベ ル の 異なる評価尺度の なかで 全体の 基礎尺度 とな る基準時閭倍率に つ い

て 若干の 説明 を して お きたい 。

　第 3表は実工数の 構成をあ らわ した もの で あ るが 、 こ の 構成の なかで 標準時間 は基準時

間と工 程時間か らな る もの と されて い る 。 この 標準時閥は 「イベ ン ト （一過性 ロ ス ）」 、

「間接時閥 （朝夕軋 、 休憩 、 会議等）」 、　1ロ ス時間 （作業習熟 ロ ス 、品質不 具合、故障 、

手持ち、そ の 他）」 を除いた直接労働時間 とされ 、 それを構成する基準時間は 「製品構造

（部品点数、形状 、 溶接点数 、 塗装面積等 ）で 決まる時間 1 とされ るが 、 後述 す るよ うに

こ の 基準時間 は トヨ タ生産方式 に い う基準時聞とほぼ 同 じ位置づ け とい えよ う。

（3） 労働生産性と基準時間
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　 自動車生 産の 労働生産性は車両の 組み立て に要す る時間 （工 数）で 評価 され る。 現在の

臼動車工 場で は 、 圧造 、 車体紐立 、 塗 装の ］1reで は 自動化は進ん で い る が 、 車両組立工 程

で は手作業に依存 するとこ ろが依然 と して 多い 。 したが っ て生産 性を高め るた め に は 、 こ

の 手作業の 車両組立工程の 生産性をいか に向上 させ るかが鍵と なる。 こ の 生産姓の 基準を

甚 準時聞倍率で あ らわ そ うとい うの で ある 。 車両組立工程で 行われ る作業を運搬、位置決

め 、 閻定、接続等に 分解 し、 契際の 作業時闘を勘案 して作業単位毎の 標準時間 を決め る 。

これが組立基準時聞で あ る。 紐立基 準時間は 、 WF 法に もとつ い て 作成され た基準時 閥テ

ーブル に集約 されて お り、 華両組立 に かか わ る全 て の 作業が こ の 組立基準時 間テ
ーブル で

決め られて い る （第 1図）。

　 こ の 組立基準時間は次の 点か ら作業効率化に利用され る。

　  車両と しての 労働生産性が
一

義的に評価で き 、 部位、部品毎の 優劣 を特定で きる 。

　  設計者はその 製品を紐み付けるために どれだけの作業 （工 数）が必要 とな るかを図

面段階で検討で きる 。

　（4｝ 組立基準時間の 具体的設立と 目的

　 日産で はどの ように組立基準時間を設立 しよ うと して い るか に つ い て ふ れて お きたい 。

　基準時間の 設定範囲は第 2図 にみ るよ うに 、 「作り易 さjr 技能」 「チ ェ ッ ク 1r リペ

ア 」 とい っ た比較的不安定で、個人差 の あ る工程時閥を除き、 設計構造様式 を もとに 手作

業を前提 と したモ デ ル作業毎の 時間値 と して 設定 で きる もの を対象 と して い る 。

　 したが っ て 第 3図に み るよ うに、基準時間0）低減は設計構造の 改善に よ っ て 可能となる

もの で あ っ て も、 直接に 製造効率の 向上に よ る もの で は な い 。 効率向上の 実現 の 対象 とな

る もの は、第 4図 に もみ られ るよ うに、標準時間の 内の工 程時間を構成す る r作 り易 さ亅

「技能」 「ス ピー ドロ ス 」 「リベ ア」 な どであ り、 こ れ らの 作業効率を比較す る た めに 、

これ らの 工数を基準峙間で除 して基準時間倍率を計算す るの で あ る 。 そ こで 、こ の 製造効

率向上の 目標は基準時間1こ近づ け 、 こ れ と正味労働時間を同 じもの にする こ とで ある 。 そ

の ため に改善 、 向上 の 取 り組み が推進 されなければな らな い 。

　こ うした考えに もとつ い て紐立作業の モ デルを作成 した もの が第 5図で ある。

　この 図は基準時悶と正 味作業時問が
一
致 して お り、こ の 状態で の 実工 数が最 も効率的状

態で あ ると設定された もの で あ る。 しか し、こ の 状態に あ っ て も改善は続け られ る。 同図

の 場合で は 、 部品構造の 変更 （他の 部品 と共通 ビ ス の 使用で 辿続使用など）や 部晶と りの

歩行の 改善 （U 字ラ イ ンなど）に よ り効率化は進め られ る。 こ の 改善は実工 数をい っ そ う

効率化するこ とに作用する。

4．労働の 過密化 と基準時間

　｛1）　トヨ タ生産方式に おける基準時間

　 トヨ タ生産方式で は 、 労働量を規定する最 も基礎的な 単位 を、標準作業時間で はな く基

準時間 （作業時間）と して設定する。 1・　H 夕に は標準作業時間 とい うもの がない 。 こ こに
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労働を過密化する秘密が ある 。 こ の 基準時聞 は f作業者の 動 き」 が 「作業」 と 「ム ダ 亅 か

らな ると し、 こ こ に 「ム ダ」 を徹底 して 排除す る思想が貰かれて い る 。 こ こで は 、 手待ち

中間製品の 積 み重 ね、運搬の 手閥、持ち替えなどが 作業をして い く上で な ん ら必要の な い

もの 、 「ム ダ」 とされ 、さ らに 「作業」 に も、 部品を取 りに歩 く、 外注部品の 梱包を解 く、

押 しボ タン の 操作な どの 「付加価値を っ けない作業亅 と部品や製品を つ くるた め に 対象物

に 手を加え 、 茄工 した り組み 付けた り して 「付加価値を高め る正味作業 亅 とが ある と して 、

前者 も 「ム ダ」 の 対象とな る 。
こ う して 決め られる 「手作業時 間 と歩行時間亅 だけが基準

時間と して 設定 される。 こ こで は 「余裕時聞」 など最初か ら 「ム ダ亅 と して 排除 されて い

るの で あ る。

　こ の よ うな考えに もとつい て基準時間 は、 IE 、　 TQC 、 目標 管理 の 方法に よ っ て作業

の 効率化が 推進 され、urrvに類例をみ な い効率作業が つ くりだ されて い る の で あ る 。

　したが っ て 、 基準時問に こ そ トヨ タ生産方式で 問われる超過密労働の 中心 問題が存在す

るとい え る 。

　（2） 日産自動車へ の トヨ タ生産方式の 導入

　H産で はこれ まで 艮い 問 、 欧米方式の lE に よる標準作業時間 の 設定の tt方が採用 され

て きた 。

　日産の 標準作業時間は正味作業時間 ＋余裕時間か らな っ て お り 、
「正 味時間は 、 標準作

業が遂行され るた め に 直接必 要と される時間で 、 規則的に繰 り返 され る 。 余裕時間 は 、 作

業遂行中 に不 規則 に発生す る各種の 遅れの た め の 時闘で あ る。 余裕時間は不規則 に 発生す

るの で 、 個別 に測定せず 、 1E味時間に 対す る比率の 形で示す場合が 多い 。 こ れ を余裕率と

い う］ 。 こ の 余裕時闘は その原 因に よ っ て 、工 程余裕 （＝作業余裕、管理余 裕 、 疲労余裕

＋ 用達余裕） と編成上の 余裕で ある ラ イ ン余裕か らな る 。 こ う した標準時悶は 、   まず標

準作業を決め 、   その 標準作業 か ら時間を決定 し、  そ れに各種余裕率を勘案す る、とい

う手顧に よ っ て 設定 され る （上井喜彦著 i労働組合の 職場規制
一

日本 自動車産業の 事例

研究 一 1 東大出版 、 ig94年） 。 そ の 設定 と変更には 「組長」 の 合意が必要で あ り 、 これ

まで の 組合 の リーダーはこの規制力の 上 に マ ネ ジメ ン トへ の対抗力を維持して きた とい え

よう 。 しか し 、 組合の リーダーの 失脚を契機に 、日産で は マ ネジメ ン トの 支配体制が確立

するに い た っ た 。 そ こ で 、 こ れまで採用 されて きた標準作業時間の 手直 し、 すな わち、基

準時 聞の 重視に み られる トヨ タ生産方式の 全面的 な導入に よ る作業効率化を め ざす労働再

編成が急 テ ン ポ で進め られて い る。 こう した 日産自動車とそ の グル ープへ の トヨ タ生産方

式の 導入の 一・
環 と して 、 これまで の 標準作業時間で は真の 労働生産 性を評価す る こ とは困

難で あるとの 理 由で 、 トヨ タ と同様の基準時醐を全工場で統
一

的に 採用 し、基準時澗倍率

を尺度とする世界各生産拠点の 比較に よる作業効率化の 取 り組み がお こなわ れた の で あ る 。

　例えば、日産 にお け る労働の JlT シ ス テ ム化の現段階を示 す もの と して第 4表 にみ ら

れ る右手 、 左手の 動作分析をあげて お きた い 。 」 ［T シ ス テ ム の 過 密労働の 特徴をあ らわ

すもの と して 、 「右手が動 い て い る時 、 左手は別 の 動きを して い るか 1 とい う高 い 作業効

率性が労働者に求め られる ことはよ く知 られて い ると こ ろで あるが 、 日産で も トヨ タと同
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様の 効率が求め られる作業方法が導入 され 、 しか も、 そ の 改善点が明示され 、い っ そ うの

効率化が め ざされて い るの で ある 。

　そ して 、現在、日産 自動車で は栃木 、 九州、追 浜、籾山 の 国内全工 場に JlT 指導 会を

組織 し、 トレ
ー

ナ
ー
教育を通 して 労働現場にお け る JIT シ ス テム の 徹底をはか っ て い る 。

日産 自動車に お けるマ ネ ジメ ン トの 支配体制の 確立を意味す る もの といえ よ う。

5．むす び 一
日本的生産 シ ス テ ム の 限界

　近年 、 トヨ タ生産方式に象徴 され る日本的生産 シ ス テム の 国際競争力に陰 りが みえ は じ

めて きた とい われて い る 。 実際に 、 JlT シ ス テ ム はそ れを実質的 に支え て きた国内の 地

域産業の 集積基盤が生産の 海外移転の進展に ともない 、そ の 産業空洞化 の 危機に さらされ

て い る。 また 、 労働めフ レキ シ ビリテ ィ と効率性を実現 して きた 日本的な労働編成 も、 そ

の あまりに も効率至上主義的な特質の 故に労働者か ら代表的な 3K 職場 と して忌避 され 、

構造的な若年労働力不足をひきお こす まで に い た っ て い る 。 また 、 こ の 他に も、 日本の 自

動車産業をとりまく環境条件に は 、 労働時間の 短縮、仕事の や りが い や達成感の 喪失 、 女

性の職場進出や高齢化社会の 急速な到来、交通渋滞 ・大気汚染な ど地球環境 へ の対応とい

っ た大きな課題が存在 して い る 。

　日本的生産 シ ス テ ム は この よ うに 、 それ を構成する基本的な柱で ある JlT シ ス テ ム と

日本的労働編成の 両者ともに困難な課題をそれぞれかか えるに い た っ て い る の で あ る 。 こ

うしたな かで 日本の 自動車メ
ー

カ ーは 、
「人 に や さ しい工 場」 づ くりをめ ざ した 「工 場改

革亅 をすすめ ざるをえな くな っ て い る 。 トヨ タの九州宮狐工場や日産の 九州工場な どが そ

の事例で ある。

　これ らの 工場改革の 共通する特徴は、  働 く人へ の 勦機づ け （機能別作業 へ の 再編 ） 、

  誰で も働 け る工 程づ くり （作業姿勢の 是正 、 取扱重量の 軽減） 、   働 く意 欲に つ な が る

自動化 （設備の イ ン ライ ン化）、  働きやすい 作業環境 （工 腸エ ア コ ン化 、 消音 ・制振対

策 、 工 場の カ ラ
ー

コ ーデネイ ト化）などがすすめ られて い る 。

　これ らの 改革に は多 くの 点で 評価で きるもの はあ る 。 しか し、 人に やさ しい 工 場改革の

最大の 課題 は 、 人閻の生理的理 由に よる必要な峙間 もム ダと して 排除するよ うな効率至土

主義の 超過密労働を強要する基準時間を改め 、 労働そ の もの を人閥に やさ しい もの とす る

ことで なければな らない 。 した が っ て 、こ の 点を改める こ とな しに は 、 人間にやさ しい工

場づ くりは不十分な もの とな らざるをえな い 。 日本の 工場労働の 人闇化とは 、 標準作業に

適切な余裕時間を確保 し、 労使の 合意の みな らず 、 社会的基準を制定 しそ の 基準を満たす

もの に して いかな くて はならない 。

　しか し 、 こ うした方向とは逆に 、 日産 自動車は基 準時間倍率の 導入 とい う形 で 、 効率性

至上主義的な労働を世界の 生産拠点に拡大 しよ うと して い るの で あ る 。 こ うした特微 は、

その具体的な形 態こそ違 いは あれ 、 海外の 生産拠点 に おけ る作業の
、 い っ そ うの 効率化を

求め る日本企業に は共通するとこ ろで あ る。 こ の 日本企業の グm 一バ ル戦略は 、 今日の 国

際社会に あっ て はか ならず しも受け入れられる もの とはな らないであろ う。
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菊 麦 昌産 自動 車の 圭な リ ス トラ 策
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